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公
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史
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…
何
休
『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詰
』
の
立
場
1

稲

葉

一

β良

【
要
約
）
　
春
秋
三
伝
（
左
氏
・
公
羊
・
穀
梁
）
の
中
、
後
漢
末
の
学
考
電
休
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
公
羊
伝
の
注
釈
（
『
春
秋
公
羊
経
縁
語
詰
』
）
に
は
、

一
見
、
春
秋
時
代
の
歴
史
事
実
と
は
全
く
逆
の
、
衰
乱
・
升
平
・
太
平
へ
と
社
会
・
文
化
の
進
む
歴
史
工
学
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
歴
史
哲
学
は
清

朝
中
期
以
降
の
学
者
の
注
意
を
引
い
た
が
、
中
で
も
康
有
為
は
西
欧
的
進
化
論
的
思
想
の
彫
響
の
下
に
、
こ
れ
を
三
段
階
発
農
を
説
く
歴
史
哲
学
と
解
釈

し
、
変
法
自
彊
運
動
の
理
論
的
古
典
的
根
拠
と
し
て
こ
れ
を
用
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
実
証
的
に
検
討
し
て
み
る
と
、
こ
の
何
休
の
歴
史
哲
学
は
決
し

て
そ
の
よ
う
な
直
線
的
三
段
階
年
篭
を
説
く
も
の
で
は
勢
、
陰
陽
暴
説
の
無
の
中
で
の
発
展
を
轡
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
藝
ヲ
．
⇔
に
．
、
の
歴
史
～

難
戦
雛
郷
関
穀
蛾
赫
蠣
薪
蘇
磐
襯
騰
響
鱈
鹸
碇
督
欝
罷
欝
鞭
簾
騰
こ
の
　

と
は
興
味
深
い
こ
と
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
五
〇
巻
三
号
　
【
九
六
七
年
五
月

序

言

　
一
般
に
歴
史
哲
学
と
い
う
中
葉
は
種
々
の
意
昧
内
容
を
含
め
て
用

い
ら
れ
る
が
、
大
き
く
次
の
二
つ
に
区
分
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
一

つ
は
歴
史
学
の
哲
学
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
歴
史
学
の
本

質
・
課
顯
7
方
法
等
に
関
す
る
基
礎
的
な
省
察
で
あ
り
、
歴
史
（
叙

述
）
の
理
論
と
換
言
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。
他
の
一
つ
は
過
去
に

生
起
し
た
歴
史
事
象
に
対
し
て
、
そ
れ
を
包
摂
し
つ
つ
、
あ
る
べ
き

歴
史
を
説
く
と
こ
ろ
の
歴
史
観
或
い
は
歴
史
的
意
識
の
如
き
所
謂
歴

史
の
哲
学
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
歴
史
寸
々
と
は
、
後
者
に
属
す
る

歴
史
観
・
歴
史
的
意
識
の
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
て
、
よ
り
厳
密

に
規
定
す
る
な
ら
ば
、
一
書
を
貫
く
理
念
な
り
見
解
な
り
を
暫
学
の

名
で
呼
び
得
る
と
し
て
、
そ
こ
に
示
さ
れ
る
歴
史
の
理
念
を
い
う
も

の
に
外
な
ち
な
い
。
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と
こ
ろ
で
か
か
る
意
味
の
歴
史
哲
学
は
古
来
多
様
な
形
で
唱
え
ら

れ
て
来
た
が
、
そ
れ
ら
の
細
か
い
部
分
に
於
け
る
差
異
を
捨
象
す
れ

ば
、
次
の
一
二
つ
に
大
別
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。
e
は
尚
古
附
も
し
く

は
没
落
（
衰
退
）
的
歴
史
観
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
世
は
時
代
を
追

っ
て
堕
落
し
混
乱
し
、
古
昔
に
棚
る
ほ
ど
光
輝
あ
る
盛
世
で
あ
る
と

す
る
見
解
で
あ
り
、
⇔
は
所
謂
循
環
史
観
で
あ
っ
て
、
世
は
衰
亡
．

混
乱
と
興
隆
・
統
一
と
が
交
互
に
繰
返
す
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
中
・

国
に
於
い
て
は
之
に
五
行
（
徳
）
の
継
承
と
陰
陽
の
交
替
を
説
く

歴
史
観
が
含
ま
れ
る
。
㊨
は
所
謂
発
展
（
進
歩
・
進
化
）
史
観
で
あ

る
。
い
う
ま
で
も
な
く
是
は
西
欧
近
世
の
歴
史
に
顕
著
に
見
ら
れ
る

歴
史
的
意
識
で
あ
っ
て
、
世
の
中
は
上
古
ほ
ど
暗
黒
隔
未
開
で
あ
り
、

時
代
を
追
っ
て
開
明
に
向
う
と
い
う
見
解
、
つ
ま
り
e
と
逆
の
立
場

で
あ
る
。
勿
論
こ
の
三
つ
の
類
型
は
あ
く
ま
で
も
便
宜
的
な
も
の
で

あ
っ
て
、
必
ず
し
も
全
て
の
歴
史
観
が
こ
の
敦
れ
か
に
戯
然
と
位
置

づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
春
秋
公
羊
学
は
周
知
の
如
く
儒
教
の
経
典
『
春
秋
』
に

対
す
る
注
釈
学
で
あ
っ
て
、
　
と
く
に
後
漢
末
の
何
休
の
手
に
な
る

『
春
秋
公
羊
経
伝
解
詰
』
（
以
下
『
公
羊
解
詰
臨
と
略
称
）
が
そ
の
標
準

解
釈
を
提
示
し
て
い
る
。
こ
の
公
羊
学
は
儒
教
を
国
是
と
す
る
二

千
年
に
亙
る
王
朝
時
代
で
も
、
主
と
し
て
漢
代
と
濤
末
に
盛
ん
で
あ

り
、
そ
の
問
、
豊
代
中
期
よ
り
宋
代
に
か
け
て
春
秋
左
記
・
公
羊
・

穀
梁
三
論
の
綜
合
研
究
が
行
わ
れ
た
時
代
を
除
き
、
殆
ん
ど
学
問
的

に
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
端
的
な
表
現
を
用
い
れ
ば
、

公
羊
学
は
帯
代
に
は
儒
教
の
国
教
化
を
促
し
、
清
末
に
は
そ
れ
に
基

づ
く
政
治
改
革
の
失
敗
が
結
果
的
に
儒
教
立
国
の
歴
史
を
終
焉
せ
し

め
た
の
で
あ
る
。
公
羊
学
が
こ
の
よ
う
に
儒
教
立
国
の
歴
史
の
始
終

両
端
に
於
い
て
重
要
な
役
割
を
演
じ
た
事
実
は
、
公
羊
伝
の
も
つ
政

治
権
力
へ
の
阿
附
・
協
調
的
性
格
と
併
せ
て
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

　
今
臼
、
吾
々
が
春
秋
公
羊
伝
と
い
う
書
名
よ
り
直
ち
に
想
起
す
る

の
は
、
そ
こ
に
説
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
る
、
か
の
幽
門
の
世
か
ら
升

平
・
太
平
の
世
へ
と
中
国
社
会
は
進
化
・
発
展
す
る
と
い
う
、
中
国

に
は
特
異
な
蹉
段
階
の
発
展
を
説
く
歴
史
哲
学
で
あ
る
。
春
秋
公
羊

学
の
歴
史
哲
学
と
題
す
る
小
論
の
臼
的
は
、
先
ず
こ
の
主
と
し
て
清

末
の
公
羊
学
論
難
有
為
に
よ
っ
て
再
発
見
さ
れ
た
発
展
的
歴
史
哲
学

に
検
討
を
加
え
、
同
時
に
何
様
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た
公
羊
学
の
歴

史
哲
学
が
本
来
如
何
な
る
姿
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た
か
を
、
残
存
す

る
轟
時
の
史
料
に
基
づ
い
て
再
構
成
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
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あ
り
、
又
こ
の
公
羊
学
の
歴
史
哲
学
、
と
く
に
何
休
の
そ
れ
が
如
何

な
る
意
義
及
び
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ
る
か
を
、
歴
史
的
に
且
つ
当

時
の
一
般
的
な
歴
史
哲
学
と
比
較
し
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
な
お
小
論
は
春
秋
公
羊
学
の
歴
史
哲
学
を
歴
史
研
究
の
立
場
か
ら

私
な
り
に
実
証
的
に
考
究
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
別
に
こ
の
問
題
を

理
論
的
・
誓
学
史
的
に
深
く
鋭
く
論
究
し
た
研
究
と
し
て
重
沢
俊
郎

浅
の
「
春
秋
学
」
　
（
『
中
国
誓
学
史
研
究
』
一
三
八
頁
以
下
）
が
あ
る
。
小
論

も
氏
の
所
説
に
負
う
所
が
大
き
い
。

一
、
清
末
公
羊
学
に
於
け
る
張
三
世
解
釈

　
さ
て
、
公
羊
学
に
於
け
る
歴
史
哲
学
の
体
系
を
最
も
端
的
に
開
陳

し
た
も
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
隠
公
元
年
十
工
月
、
　
「
公
子
益
師

卒
。
」
な
る
経
文
に
附
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
何
以
不
レ
日
。
遠
也
。
所
レ
驚
異
レ
辞
、
所
レ
亀
住
レ
辞
、
繁
昌
伝
聞
｝
異
レ
辞
。

な
る
伝
文
で
あ
り
、
特
に
こ
の
伝
馬
に
対
す
る
何
休
の
注
釈
で
あ
る
。

暫
ら
く
彼
の
い
う
所
を
窺
う
な
ら
ば
、

　
所
レ
見
者
謂
一
…
昭
・
定
・
哀
、
淵
底
レ
父
時
事
一
也
。
所
レ
聞
者
謂
一
…
文
・
宣
・

　
成
・
嚢
、
王
父
時
事
｝
也
。
所
志
伝
聞
一
瞬
虚
日
隠
・
桓
・
荘
・
閥
・
健
、
高
禮

　
曾
祖
時
事
｝
也
。
」
異
辞
者
見
仁
恩
有
晶
厚
薄
日
義
有
扁
深
浅
嚇
時
恩
衰
義
歓
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
む
　
　
む

将
以
理
職
人
倫
一
序
二
人
類
丙
因
制
中
治
乱
母
法
酌
…
…
於
下
所
属
俵
聞
一
之
世
嗣

　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　

見
丁
治
起
昌
於
争
乱
之
中
↓
矯
レ
心
商
簸
嫡
、
故
内
二
其
国
～
蒲
外
鵡
諸
夏
出
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

詳
レ
内
葡
後
治
ウ
外
。
…
…
於
止
所
レ
聞
絶
世
嶋
見
下
治
升
平
、
内
｝
［
諸
夏
｝
而

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

外
ゆ
夷
独
加
…
…
至
二
所
レ
瓦
之
世
↓
著
下
治
大
平
、
夷
垂
範
至
二
於
爵
⑩
天

む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

下
遠
近
小
大
忌
レ
一
。
用
レ
心
二
巴
而
詳
⑳

と
。
所
見
の
世
と
は
孔
子
に
最
も
近
い
哀
公
・
定
公
・
昭
公
の
時
代

を
い
い
、
所
聞
の
世
と
は
そ
れ
よ
り
少
し
離
れ
た
嚢
・
成
・
宣
・
文

公
の
、
そ
し
て
所
伝
聞
の
世
は
更
に
離
れ
た
僖
・
閲
・
荘
・
桓
・
隠

公
の
時
代
を
い
う
の
で
あ
り
、
而
し
て
こ
の
三
世
に
於
い
て
中
国
祉

会
億
衰
乱
・
升
平
・
太
平
の
状
態
に
向
っ
て
進
展
す
る
と
い
う
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
吾
々
は
、
こ
の
伝
注
に
対
す
る
最
も
普
及
せ
る
解
釈
と

し
て
、
清
末
公
羊
学
者
な
る
康
有
為
の
所
説
を
紹
介
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
い
う
ま
で
も
な
く
康
有
為
は
戊
戌
変
法

運
動
の
立
役
者
で
あ
り
、
そ
の
後
も
『
大
同
書
』
な
ど
を
著
わ
し
て
、

列
強
の
下
に
圧
伏
、
さ
れ
て
い
た
中
国
の
進
む
べ
き
道
を
示
唆
し
た
の

で
あ
る
が
、
そ
の
大
同
思
想
の
骨
子
を
な
す
も
の
が
公
羊
学
的
歴
史

哲
学
で
あ
っ
た
こ
と
は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
。
今
、
先
ず
そ
の
歴
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史
哲
学
の
立
場
を
窺
う
に
、
　
『
礼
記
』
礼
運
篇
の

　
孔
子
温
、
大
道
之
行
也
、
与
押
垂
一
代
之
英
納
丘
未
漏
之
逮
一
也
、
享
有
レ
志
レ

　
焉
。
大
道
之
外
廻
、
天
下
為
レ
公
。
選
レ
賢
与
レ
能
、
講
レ
儒
修
レ
睦
。
…
…

　
是
故
謀
閉
而
不
レ
興
、
盗
顯
乱
賊
禰
不
レ
作
。
故
轍
戸
主
不
レ
閉
、
断
雲
晶
大

　
同
刃

な
る
～
節
の
注
釈
に
託
し
て
、

　
大
岡
者
何
。
人
理
至
公
、
太
平
世
、
大
同
之
道
也
。
三
代
之
英
、
升
平
世
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
小
康
之
道
也
。
孔
子
生
昌
拠
乱
世
一
而
志
灘
常
在
漏
太
平
世
↓
二
進
化
至
昌

　
大
同
司
…
…
（
『
礼
運
注
縣
）

と
述
べ
る
。
こ
れ
は
注
釈
の
形
を
と
っ
た
彼
の
歴
史
観
の
告
白
で
あ

る
。
つ
ま
り
彼
の
歴
史
哲
学
は
進
化
論
的
立
場
を
と
っ
て
い
る
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

あ
っ
て
、
礼
運
機
中
の
大
同
・
小
康
な
る
概
念
を
、
公
羊
学
の
歴
史

的
な
三
つ
の
過
程
に
於
け
る
太
平
・
升
平
に
充
て
て
解
釈
し
て
い
る

の
で
あ
る
。
彼
の
立
場
が
進
化
論
的
で
あ
る
こ
と
は
こ
の
一
文
で
明

瞭
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
彼
に
於
い
て
こ
の
一
二
世
は
よ
り
具
体
的
に

如
何
な
る
時
代
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
之
を
彼
は

『
春
秋
董
氏
学
』
　
（
三
二
）
三
世
に
於
い
て
、

　
三
世
為
昌
孔
子
非
常
大
義
一
託
昌
之
春
秋
一
以
鴫
レ
之
。
所
昌
伝
聞
｝
世
為
二
拠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む

　
下
司
所
レ
聞
世
託
篇
升
平
⑩
所
レ
見
世
思
議
太
平
司
乱
世
老
文
教
未
レ
明
也
。

む
　
む
　
む
　
ゆ
　
む
　
　
む
　
ゆ

升
平
者
漸
有
昌
文
教
の

む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

文
教
全
備
也
。

小
康
也
。

む
　
　
む
　
　
ロ

太
平
者
大
同
之
世
、

遠
近
小
町
如
レ
一
、

と
定
義
す
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
三
世
は
恰
か
も
爾
欧
の
社
会
発
展

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
観
に
見
え
る
三
段
階
説
の
如
く
で
あ
る
。
衰
（
拠
）
乱
の
世
は
朱

開
の
世
で
あ
り
、
升
平
の
世
は
未
開
か
ら
脱
し
て
文
明
に
至
る
過
渡

期
の
時
代
、
そ
し
て
太
平
の
世
は
文
明
且
つ
世
界
が
一
つ
に
平
和
な

時
代
で
あ
り
、
世
界
は
か
く
未
開
よ
り
文
明
に
進
化
す
べ
き
も
の
で

あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
彼
の
公
羊
解
釈
学
に
於
け
る
歴
史
哲
学
の

立
場
と
三
世
の
時
代
相
は
一
貫
し
た
関
係
を
持
っ
て
い
る
と
い
っ
て

差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
康
有
為
の
「
張
三
世
」
解
釈
に
関
す
る
限
り
特
に
欠
点
と

す
べ
き
も
の
は
見
出
さ
れ
な
い
。
、
強
い
て
挙
げ
れ
ば
、
大
同
・
小
康

な
る
概
念
が
原
典
の
『
礼
記
』
礼
運
篇
に
於
い
て
は
寧
ろ
発
展
説
と

は
逆
の
文
明
衰
退
説
の
姿
勢
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
の

逆
の
立
場
か
ら
説
か
れ
た
大
岡
・
小
康
と
公
羊
学
の
太
平
．
升
平
と

を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
果
し
て
正
当
か
否
か
に
問
題
を
残
す
程
度
で

あ
る
。

　
し
か
し
問
題
は
公
羊
学
の
所
謂
三
科
九
旨
に
総
連
レ
て
生
ず
る
の

で
あ
る
。
そ
こ
で
行
論
の
便
宜
上
、
三
科
九
旨
の
何
た
る
か
に
つ
い
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て
極
く
簡
単
に
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。
た
だ
、
従
来
三
科
密

旨
の
内
容
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
一
定
し
た
解
釈
が
あ
る
わ
け
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

な
い
が
、
こ
こ
で
は
旧
く
一
般
の
説
に
従
う
こ
と
に
す
る
。
そ
の
拠

り
所
は
『
公
羊
解
詰
』
　
「
隠
公
第
一
」
疏
に
、

　
何
氏
作
二
文
識
例
一
纏
、
三
科
群
島
者
、
新
レ
周
故
レ
宋
、
以
昌
春
秋
一
当
…
新

　
王
④
此
一
科
三
旨
也
。
又
云
所
レ
冤
異
レ
辞
、
駈
レ
聞
異
レ
辞
、
所
漏
伝
聞
｝

　
異
レ
辞
。
二
科
六
高
誼
。
又
内
乱
其
国
一
而
外
昴
諸
夏
胸
内
二
諸
夏
一
旗
外
診
夷

　
狭
同
齢
三
科
九
三
也
。

と
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
の
一
科
三
旨
、
二
科
六
旨
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

宿
馬
旨
が
そ
れ
ぞ
れ
所
謂
存
三
無
・
張
三
世
・
異
外
容
に
当
る
も
の

で
あ
る
。

　
先
ず
嘉
応
統
と
は
、
天
命
が
改
ま
り
新
に
魯
を
王
と
す
る
に
墨
っ

て
、
時
間
的
に
最
も
近
い
二
王
朝
の
子
孫
を
大
書
に
封
じ
て
な
お
王

の
名
義
を
存
し
、
新
畳
と
共
に
之
を
憲
王
と
称
す
る
こ
と
で
あ
る
。

従
っ
て
験
（
宋
）
・
周
・
魯
が
王
の
名
を
有
し
、
夏
（
粗
）
は
王
位
よ

り
繰
り
上
っ
て
五
帝
の
一
と
な
る
。
そ
し
て
革
命
の
度
毎
に
正
朔
．

服
儀
・
礼
楽
を
変
じ
て
耳
目
を
一
新
す
る
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
革

命
の
理
想
を
示
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
。

　
張
三
世
に
つ
い
て
は
本
章
冒
頭
に
引
い
た
無
休
の
注
に
要
を
尽
し

て
い
る
。
所
伝
聞
の
世
を
衰
乱
と
し
、
所
聞
の
世
を
升
平
に
充
て
、

所
見
の
世
を
太
平
に
当
て
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
れ
も
衰
乱
よ
り
太

平
に
進
む
べ
き
理
想
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

　
異
外
内
は
張
三
世
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
三
世
の
内
容
を
説
明

す
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
褒
乱
の
世
に
於
い
て
は
先
ず
自
国
を
温
む

べ
く
、
同
じ
く
華
夏
民
族
と
錐
も
魯
以
外
の
国
々
を
排
斥
す
る
。
内

治
ま
れ
る
升
平
の
世
に
至
り
、
華
夏
民
族
の
諸
国
は
之
を
自
圏
と
同

様
に
待
遇
し
夷
独
の
み
を
排
外
す
る
。
太
平
の
世
に
は
華
夏
の
区
別

は
な
く
な
り
、
世
界
は
一
に
帰
す
と
い
う
の
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
も

か
く
あ
る
べ
し
と
い
う
理
想
を
、
春
秋
を
仮
り
て
表
示
し
た
も
の
に

外
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
説
明
に
よ
っ
て
三
科
九
旨
と
は
如
何
な
る
も
の
か
が
明
ら

か
に
な
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
問
題
は
、
三
科
九
旨
が
公
羊
学
に
一

貫
す
る
思
想
で
あ
る
な
ら
ば
、
存
三
宮
と
張
三
世
・
異
外
釜
は
何
ら

か
の
関
係
を
持
つ
は
ず
で
あ
る
が
、
果
し
て
如
何
に
関
係
す
べ
き
で

あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
三
世
の
発
展
を
説
く
と
し
て
各
王

朝
は
如
何
に
位
置
づ
け
ら
．
れ
る
べ
き
か
。
之
を
解
明
し
な
け
れ
ば
、

公
羊
学
の
歴
史
哲
学
は
不
統
一
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。
公
羊
学
の

、
張
三
世
を
進
化
的
に
解
し
た
康
有
為
は
之
を
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孔
子
創
レ
義
、
皆
有
｝
一
数
（
以
待
二
変
通
謁
…
…
三
統
三
世
、
紫
孔
子
絶

　
大
之
義
。
毎
一
忌
中
、
皆
有
妾
一
統
④
此
三
二
者
、
小
康
即
時
、
升
平
之

　
世
業
。
太
平
之
世
、
別
集
姦
一
統
鴻
　
（
『
春
秋
輩
氏
学
隠
巻
五
、
改
鶴
三
統
）

と
述
べ
る
。
紫
外
内
が
張
三
世
の
内
容
を
表
わ
す
も
の
で
あ
る
か
ら
、

専
ら
張
三
世
と
存
三
塁
の
関
係
に
注
辞
し
て
、
源
氏
は
後
者
を
前
者

の
中
へ
繰
り
入
れ
、
　
こ
の
問
題
に
答
え
よ
う
と
す
る
。
　
つ
ま
り
衰

乱
・
升
平
・
太
平
の
各
番
毎
に
「
三
雲
を
存
す
る
」
と
い
う
の
で
あ

る
。
従
っ
て
一
世
毎
に
三
統
の
循
環
を
含
み
乍
ら
、
衰
乱
・
升
平
・

太
平
の
世
へ
と
文
化
が
進
展
す
る
と
い
う
進
歩
史
観
が
こ
こ
か
ら
導

か
れ
葡
・
か
ε
て
康
有
為
は
彼
の
公
羊
学
に
於
い
て
此
の
三
科
九

旨
を
矛
盾
な
く
説
明
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
三
科
九
旨
に
関
し
て
康
有
為
の
公
羊
的
歴
史
哲
学
を
紹
介

し
た
が
、
し
か
し
こ
の
解
釈
が
清
朝
中
期
以
後
の
公
羊
学
者
の
通
説

と
は
納
や
趣
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
注
意
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
の
特
異
性
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
吾
々
は
か
か
る
張

三
世
解
釈
が
生
れ
る
ま
で
の
歴
史
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。
次
に
大
ま
か
に
康
有
為
の
解
釈
が
生
れ
る
ま
で
の
公
羊
解
釈

学
の
歴
史
を
、
考
証
学
の
成
立
時
に
湖
っ
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ

う
。　

周
知
の
如
く
、
清
一
代
の
学
術
は
考
証
学
な
る
名
と
実
事
求
是
な

る
定
義
と
に
よ
っ
て
特
微
づ
け
ら
れ
る
地
味
で
堅
実
な
、
し
か
し
非

現
実
的
な
学
風
を
備
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
実
は
清
香
よ
り

学
術
が
こ
の
よ
う
な
状
態
に
置
か
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
清
朝
は

入
関
し
て
よ
り
明
烏
の
典
章
制
度
の
継
承
を
公
表
し
た
が
、
明
の
文

化
的
伝
統
を
も
そ
の
ま
ま
受
け
つ
い
だ
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
清
砂

の
、
そ
し
て
清
一
代
の
正
統
的
な
経
学
は
、
考
証
学
的
学
風
と
は
懸

け
離
れ
た
宋
学
な
る
経
世
の
学
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。

た
だ
、
そ
の
よ
う
な
学
術
の
伝
統
の
本
流
の
中
に
あ
っ
て
も
、
顧
炎

武
・
黄
宗
義
ら
の
明
末
清
初
の
学
者
は
そ
の
学
風
に
懐
ら
ず
、
明
末

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
⑥

に
漸
く
定
着
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
流
の
考
証
学
的
方
法
を
採
用
し
、

宋
・
明
学
に
批
判
を
加
え
つ
つ
あ
っ
た
が
、
し
か
し
未
だ
に
彼
ら
の

研
究
は
学
界
の
大
勢
を
移
す
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
趨
勢
に
重

大
な
修
正
を
加
え
た
の
が
、
か
の
康
煕
・
乾
隆
時
代
の
大
編
纂
事
業

で
あ
り
、
か
の
文
字
の
獄
の
名
で
呼
ば
れ
る
政
治
権
力
の
学
醐
弾
圧

及
び
統
制
で
あ
っ
た
。
考
証
学
は
か
か
る
政
治
権
力
の
圧
力
に
よ
っ

て
政
治
性
・
思
想
性
の
な
い
、
従
っ
て
現
実
の
赴
会
と
は
無
関
係
な

古
代
研
究
へ
と
薄
紫
を
駆
り
立
て
た
結
果
生
れ
た
も
の
と
い
っ
て
よ
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い
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
孔
子
よ
り
時
聞
的
に
隔
絶
せ
ず
、
従
っ
て
孔

子
の
学
問
的
伝
統
を
比
較
約
忠
実
に
伝
え
る
と
思
潅
さ
れ
た
誌
代
の
、

特
に
後
漢
の
鄭
・
修
論
を
中
心
と
す
る
経
学
、
主
と
し
て
訓
詰
の
研

究
に
学
者
の
力
が
注
が
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
考
証
学
約
研
究

が
進
む
に
つ
れ
、
後
漢
の
経
説
に
鎌
ら
な
く
な
っ
た
結
果
、
学
者
の

研
究
対
象
は
前
漢
の
経
説
、
中
で
も
輩
伸
斜
を
中
心
と
す
る
経
学
の

研
究
へ
と
進
展
し
た
。
公
羊
学
に
対
す
る
研
究
は
こ
こ
に
本
格
的
に

推
進
さ
れ
る
に
金
つ
た
の
で
あ
る
。
公
羊
学
は
一
面
文
義
の
細
か
い

　
　
　
　
⑦

穿
繋
を
行
い
、
い
か
に
も
属
人
の
関
心
を
引
き
そ
う
な
面
を
持
つ
。

し
か
し
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
強
い
政
治
性
・
思
想
性
を
持
つ
も

の
で
も
あ
る
。
そ
し
て
研
究
の
対
象
が
こ
の
よ
う
に
前
漢
の
経
説
に

移
行
し
た
当
然
の
結
果
と
し
て
考
証
学
の
内
容
・
性
格
に
も
若
干
の

変
化
が
現
わ
れ
て
来
た
。
一
口
に
い
え
ば
、
純
粋
の
難
詰
の
学
よ
り

義
理
・
経
世
の
学
へ
と
色
彩
づ
け
ら
れ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
公
羊
学
が
清
末
に
盛
行
す
る
に
釜
る
中
国
固
有
の
学
問
的
傾
向
と

し
て
は
、
右
の
如
き
事
清
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
そ
の

よ
う
な
条
件
と
は
別
に
、
公
羊
学
を
盛
行
に
導
い
た
外
的
・
客
観
的

条
件
と
し
て
ア
ヘ
ン
戦
争
以
後
の
爾
洋
の
学
術
・
技
術
の
浸
透
が
あ

っ
た
こ
と
を
露
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ヘ
ン
戦
争
の
無
残
な
敗
北
の
結
果
、
中
国
の
政
治
家
を
含
め
た

知
識
人
の
間
に
は
、
従
来
の
圃
有
の
文
化
、
と
く
に
技
術
文
化
に
対

す
る
反
省
が
生
れ
た
。
そ
し
て
固
有
の
学
術
・
技
術
が
黒
総
の
そ
れ

に
比
較
し
て
劣
等
な
の
を
自
覚
す
る
や
、
彼
等
の
間
に
は
進
ん
で
西

洋
の
学
術
・
技
術
を
採
り
入
れ
利
用
せ
ん
と
す
る
風
潮
が
生
れ
た
。

こ
れ
が
洋
務
運
動
で
あ
る
。
而
る
に
一
方
こ
れ
に
稽
や
遅
れ
、
酉
町

の
学
術
の
浸
透
の
反
動
と
し
て
、
技
術
文
化
は
と
も
か
く
、
西
洋
的

学
術
と
類
似
の
学
説
、
共
通
の
原
理
を
中
國
の
古
典
の
中
に
求
め
よ

う
と
す
る
動
き
が
生
れ
た
。
こ
の
風
潮
の
趨
く
と
こ
ろ
変
法
自
彊
運

動
と
な
る
が
、
そ
の
主
唱
者
た
る
康
有
為
が
拠
り
所
と
し
た
古
典
こ

そ
公
羊
学
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。

　
漢
の
御
用
学
閥
で
あ
っ
た
公
羊
学
が
、
そ
の
後
の
千
八
百
年
に
垂

ん
と
す
る
衰
微
と
空
白
の
歴
史
を
経
て
、
清
末
に
復
活
す
る
に
至
る

に
は
右
の
如
き
事
清
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な

事
情
は
新
し
い
公
羊
解
釈
学
に
も
影
響
を
与
え
ず
に
は
お
か
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

　
先
述
の
康
有
為
の
張
三
世
解
釈
の
時
代
的
背
景
は
大
ま
か
に
右
の

如
く
把
握
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
次
に
か
か
る
張
三
世
解
釈
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が
生
れ
る
に
重
る
諸
学
者
の
研
究
の
過
程
を
今
少
し
詳
細
に
追
究
す

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
乾
隆
・
嘉
慶
以
降
の
学
術
の
、
考
証
，
学
的
大
勢
の
中
で
、
公
羊
学

尊
重
の
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、
　
い
う
ま
で
も
な
く
孔
広
森

（『

�
r
通
義
』
）
、
荘
存
輿
（
『
春
秋
二
選
臨
）
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

等
の
業
績
は
大
雑
把
に
言
え
ば
公
口
伝
を
主
と
し
た
研
究
で
あ
っ
て
、

公
羊
学
の
公
羊
学
た
る
特
質
を
關
明
し
た
何
回
の
注
釈
を
研
究
し
た

も
の
で
は
な
か
っ
た
。
従
っ
て
本
稿
の
主
題
と
す
る
一
　
　
世
異
辞
に
つ

い
て
も
彼
等
の
積
極
的
な
見
解
を
窺
う
こ
と
が
禺
来
な
い
。
こ
の
点

に
関
し
て
吾
々
の
要
求
を
満
た
す
研
究
を
成
し
た
の
は
三
三
輿
の
岡

三
の
後
学
で
あ
り
且
つ
彼
と
血
縁
関
係
を
持
つ
劉
回
禄
で
あ
る
。
彼

は
荘
氏
の
『
春
秋
正
辞
』
の
冤
解
を
、
　
『
公
三
三
諮
』
研
究
に
於
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
承
け
つ
ぎ
推
し
進
め
、
有
名
な
『
公
三
三
三
三
例
』
を
著
し
た
。

三
三
輿
で
は
そ
の
い
わ
ん
と
す
る
所
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ

た
が
、
劉
逢
引
に
於
い
て
は
、
彼
が
得
た
公
羊
学
的
歴
史
暫
学
が
明

確
に
浮
彫
り
に
さ
れ
、
例
え
ば
通
一
二
長
躯
第
二
に
於
い
て
は
、

釈
門
、
昔
顔
子
問
レ
「
為
レ
邦
」
、
子
日
行
＝
夏
之
時
嚇
引
割
股
之
轄
↓
服
路
周

之
出
羽
終
レ
之
照
楽
器
群
舞
。
藍
以
下
王
春
必
通
鵡
三
銃
舛
薦
治
道
乃
無
靴
漏

而
不
レ
挙
之
処
加
自
二
後
三
二
欝
レ
之
、
則
凹
「
法
』
後
王
一
」
。
　
嘱
望
塑
人
三
　
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
レ
之
則
三
王
食
道
若
属
車
糖
鴻
終
凝
滞
レ
始
、
窮
剛
反
レ
本
。
非
購
無
明
…
　
天
命

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　

　
所
レ
授
巻
博
、
不
漏
独
一
姓
　
也
。
夫
正
朔
必
三
爾
改
、
春
秋
損
レ
文
而
用
レ

　
忠
、
文
質
必
再
蒲
復
、
故
春
秋
変
レ
文
蒲
従
レ
質
。
…
…
岡
絶
品
雷
属
三
正
一

　
考
多
爽
。
弼
二
二
レ
著
昌
干
三
顛
圃
夫
子
既
降
レ
王
為
レ
風
、
蒲
次
二
之
郡
卿

　
之
後
適
雷
＝
商
周
之
既
亡
（
終
レ
之
以
漏
孟
類
義
臣
増
新
レ
周
故
レ
宋
、
以
昌
魯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
頒
一
当
レ
夏
臨
為
論
三
王
～
之
明
徴
凄
乎
。
夫
既
二
二
魯
類
一
当
昌
仁
王
嚇
三
次
篇

　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

　
之
周
回
嚇
復
以
漏
商
頒
一
次
レ
魯
、
葡
明
晶
継
レ
夏
春
三
一
三
下
所
謂
三
王
画
道

　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

　
若
晶
婿
環
一
者
漏
乎
。
故
不
レ
明
購
春
秋
↓
不
レ
可
三
与
言
二
五
経
魂

と
い
い
、
旧
姓
に
王
統
の
継
受
が
開
放
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
但
し
そ

の
文
化
の
継
承
に
は
三
代
の
文
化
の
循
環
の
過
程
が
繰
り
返
さ
れ
る

こ
と
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
之
に
関
連
し
て
張
三
世
を
次
の

如
く
把
握
す
る
。

　
…
…
春
秋
三
二
礼
義
一
以
致
昌
太
平
4
用
晶
坤
乾
之
義
一
以
述
嵩
股
道
岨
用
篇
夏

　
蒔
三
等
一
以
旧
臣
夏
道
⑩
等
之
不
レ
著
、
義
将
三
三
。
故
分
漏
十
工
世
一
以
為
昌

　
三
等
4
有
昌
見
三
世
↓
有
昌
聞
四
世
叫
有
轟
伝
聞
二
世
圃
於
レ
所
レ
三
三
二
三
詞
魂

　
於
レ
駈
レ
聞
痛
晶
其
禍
司
於
レ
所
鳳
飯
聞
一
殺
昌
旧
恩
而
由
レ
是
弁
属
内
外
之
治
雨

　
明
属
王
化
之
漸
↓
施
昌
詳
略
之
文
の
魯
愈
微
而
春
雨
之
化
益
広
、
内
二
諸
夏
隙

　
不
レ
…
葺
㎝
郷
藍
哨
是
也
。
…
…
世
愈
今
戸
春
秋
拙
文
益
治
。
識
竺
一
名
両
西

　
狩
獲
レ
麟
、
是
也
。
：
…
・
春
秋
乱
心
二
狡
視
｝
以
近
　
升
平
一
襲
鵡
升
平
「
以
極
「
「

　
太
平
の
…
…
（
張
露
世
纏
第
一
）
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と
。
三
世
の
そ
れ
ぞ
れ
の
意
味
を
含
め
た
三
異
辞
に
よ
り
現
実
と
は

逆
の
文
章
上
の
徳
化
の
進
行
の
様
子
を
説
く
と
す
る
の
で
あ
る
。
但

し
こ
こ
で
は
張
三
世
と
通
三
統
と
の
関
係
が
明
確
で
な
い
が
、
今
強

い
て
澗
着
の
関
係
の
規
定
を
左
に
試
み
る
な
ら
、
前
の
文
章
よ
り
周

一
魯
（
夏
）
一
二
と
い
う
王
朝
文
化
の
交
代
の
図
式
が
成
り
立
ち
、

　
　
　
　
　
ヨ
ぷ
シ
テ
　
　
　
　
　
ス
シ

後
文
の
「
魯
愈
微
　
而
春
秋
之
化
益
広
」
と
い
う
魯
は
、
周
を
承
け

夏
の
文
化
を
継
ぐ
と
さ
れ
る
魯
と
同
一
に
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

若
し
こ
の
解
釈
に
誤
り
が
な
け
れ
ば
、
三
世
は
魯
と
い
う
一
つ
の
王

朝
の
興
廃
の
過
程
で
あ
り
、
孔
子
が
文
と
史
実
と
の
逆
説
を
以
っ
て

三
三
を
關
明
し
た
と
劉
回
禄
は
考
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　
要
す
る
に
劉
逢
禄
の
張
三
世
解
釈
は
飽
く
ま
で
も
循
環
論
的
で
あ

っ
て
、
三
代
の
文
化
の
循
環
的
継
承
に
よ
っ
て
歴
史
を
説
明
す
る
の

で
あ
り
、
動
乱
・
升
平
・
太
平
と
い
う
過
程
は
、
一
王
朝
の
興
廃
の

そ
れ
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

　
な
お
、
劉
逢
禄
の
門
下
か
ら
は
、
そ
の
公
羊
学
の
伝
統
の
継
承
者

と
し
て
、
魏
源
・
襲
霞
幕
・
凌
並
等
の
如
き
箇
々
た
る
学
者
が
輩
畠

し
、
殊
に
熾
烈
は
多
難
な
ア
ヘ
ン
戦
争
時
代
の
中
国
の
書
論
．
政
治

に
大
き
な
寄
与
を
な
し
た
が
、
彼
等
は
基
本
的
に
は
劉
県
警
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

釈
に
依
拠
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
こ
で
は
彼
等
に
つ

い
て
触
れ
る
こ
と
は
憂
き
、
ア
ヘ
ン
戦
争
・
太
平
天
国
運
動
以
後
の

学
者
と
し
て
康
有
為
を
、
そ
し
て
劉
嘉
禄
か
ら
康
有
為
へ
の
転
回
点

に
立
つ
学
者
と
し
て
磨
平
を
取
り
上
げ
そ
の
解
釈
を
窺
う
こ
と
に
す

る
。　

梁
啓
超
の
『
身
代
学
術
概
論
』
（
二
＋
三
）
に
は
、
膠
平
と
康
有
為

の
学
問
的
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
記
述
が
戦
え
る
。

　
今
文
学
運
動
の
中
心
を
南
海
・
康
有
為
と
田
ふ
。
然
る
に
有
為
は
蓋
し
斯

　
学
の
集
成
者
の
み
。
其
の
創
作
す
る
春
に
は
詐
ざ
る
な
り
。
三
島
の
早
年
、

　
周
礼
を
客
好
す
。
嘗
て
之
を
貫
穴
し
政
学
通
義
を
著
は
す
。
後
ち
摩
平
の

　
著
は
す
所
の
書
を
見
、
乃
ち
尽
く
其
の
旧
説
を
三
つ
。
靡
平
は
王
三
三
の

　
弟
子
な
り
。
閣
運
は
公
羊
を
濤
む
る
を
以
っ
て
時
に
聞
ゆ
。
然
る
に
故
よ

　
り
文
人
の
み
。
経
学
の
造
る
所
甚
だ
浅
し
。
其
の
著
は
す
所
の
公
羊
笈
は

　
尚
ほ
孔
広
森
に
も
逮
ば
ず
。
平
は
そ
の
学
を
受
け
、
糊
益
館
経
学
叢
書
十

数
種
を
著
は
し
・
蜘
や
今
文
家
法
を
知
守
す
。
晩
年
張
之
洞
の
賄
逼
を
受

　
け
、
復
た
書
を
著
は
し
臨
駁
す
。
其
の
廃
園
よ
り
道
ふ
に
足
ら
ず
。
然
れ

　
ど
も
有
為
の
思
想
、
其
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
漏
す
べ
か
ら
ず
。

と
。
つ
ま
り
王
盛
運
の
『
春
秋
公
羊
箋
』
は
か
の
穏
健
な
孔
広
森
の

上
に
出
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
王
商
運
の
弟
子
が
屡
平
で
あ
り
、

屡
平
は
康
有
為
に
影
響
を
与
え
た
。
而
も
嬉
嬉
の
学
は
集
成
で
あ
っ

て
創
作
で
は
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
し
て
既
に
見
た
よ
う
に
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康
有
為
の
張
三
世
説
は
考
証
学
の
強
い
影
響
下
に
出
た
劉
逢
玄
義
の

そ
れ
と
は
大
き
な
径
庭
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
考
え

る
と
康
有
為
の
張
三
世
説
は
慶
平
の
そ
れ
を
承
け
継
い
だ
の
で
は
な

い
か
と
い
う
推
論
が
生
れ
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
は
飽
く
ま
で

も
祖
述
を
重
ん
ず
る
中
国
人
の
、
而
も
康
有
為
の
弟
子
た
る
梁
啓
超

の
記
述
で
あ
る
か
ら
、
無
批
判
に
受
け
取
る
こ
と
は
差
し
控
え
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
し
か
し
康
説
の
拠
り
所
を
探
る
手
掛
り
に
は
な
る
で

あ
ろ
う
。

　
今
、
塵
平
の
『
鯖
江
公
羊
解
詰
特
高
』
の
三
世
論
を
窺
う
に
、

　
春
秋
世
変
、
迭
昌
更
書
法
司
…
∵
・
伝
説
扁
三
例
｝
総
レ
之
。
所
謂
奏
聞
・
聞
・

　
見
、
是
也
。
約
略
分
レ
之
、
妙
見
不
レ
過
昌
六
十
年
⑩
所
画
譜
レ
過
昌
八
十
年
4

　
伝
聞
不
レ
下
昌
百
年
⑩
自
レ
嚢
至
レ
哀
、
文
辞
数
変
。
所
謂
異
辞
者
、
所
見
与

　
レ
見
無
異
、
非
下
与
二
伝
聞
厨
聞
一
異
よ
也
。
以
推
晶
聞
与
伝
聞
↓
義
亦
知
レ
此
汐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　

　
細
変
無
慮
数
十
、
大
異
約
分
為
レ
九
。
筋
二
三
異
、
所
二
三
異
、
所
伝
聞

　
む
　
　
　

　
三
異
。
雰
レ
謂
三
一
無
二
十
年
中
、
鼠
輩
三
異
浦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

と
述
べ
る
。
要
す
る
に
屡
平
の
『
何
氏
公
溶
解
詰
論
』
と
は
、
何
回

の
『
公
三
遍
詰
』
の
過
差
と
し
て
の
信
慧
性
を
疑
い
、
新
た
に
解
釈

を
施
す
べ
き
を
主
張
す
る
評
論
で
あ
っ
て
、
三
世
論
も
そ
の
一
環
と

し
て
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
三
世
を
衰
乱
ポ
升
平
・
太

平
と
す
る
解
釈
を
取
ら
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
少
く
と
も
こ
の
一
文
を
警
面
す
る
限
り
、
そ
し
て
そ
の
三
世
解
釈

否
定
の
結
論
の
み
を
窺
う
限
り
、
磨
平
と
康
有
為
と
は
学
説
上
何
ら

の
関
係
を
も
持
た
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
先
の
『
春
秋
董
幾

学
』
の
、

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
孔
子
創
レ
義
、
皆
有
益
一
数
↓
以
北
昌
変
通
謁
…
…
三
等
三
世
、
皆
孔
子
絶

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
ロ
　
　
　
リ
　
　
リ

　
大
之
義
。
毎
一
世
中
、
皆
有
気
一
統
鱒

な
る
記
述
の
「
毎
一
世
中
、
皆
有
三
統
篇
と
慶
平
の
こ
の
「
所
見
三
三
、

所
聞
三
態
、
所
伝
聞
三
冠
」
と
を
比
較
す
る
な
ら
ば
、
両
者
の
関
係

は
決
し
て
浅
く
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
正
に

慶
平
の
三
異
が
康
有
為
の
法
統
に
入
れ
換
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
廉
　

平
は
三
世
論
に
対
し
て
疑
い
を
提
出
し
、
之
に
新
し
い
解
釈
を
施
さ

ん
こ
と
を
暗
に
要
請
し
た
が
、
康
有
為
は
そ
の
疑
問
の
上
に
三
統
を

三
世
の
一
に
含
ま
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
張
三
世
・
通
三
統
．
異
外
内

の
竃
科
九
旨
を
体
系
的
に
組
織
し
、
そ
こ
に
理
論
的
一
貫
性
を
持
た

せ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
正
し
く
康
説
こ
そ
は
そ
の
要
請
に
対
す
る

新
解
釈
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
い
て
先
の
梁
啓
趨
の
、
康
有
為
が

慶
平
よ
り
影
響
を
受
け
た
と
す
る
指
摘
は
正
妾
で
あ
る
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
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然
ら
ば
屡
平
は
、
抑
々
春
秋
を
も
含
め
て
、

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
知
聖
篇
』
（
下
）

す
一
文
が
あ
る
。

歴
史
を
如
何
に
把
握

に
そ
れ
を
端
的
に
示

古
今
天
下
有
三
一
局
霜
田
二
戦
国
⑩
臼
二
統
圃
分
書
差
合
、
合
久
必
分
。

春
秋
一
碧
、
期
包
・
三
局
4
言
・
二
統
｛
鋼
製
二
周
猿
島
二
分
争
嚇
鋼
有
二
列
国
4
詩

一
望
大
雅
、
下
之
上
下
経
、
皆
以
篇
分
合
一
為
二
起
例
鵡
…
…
故
上
下
経
小

大
雅
、
彼
此
有
婦
循
環
盤
来
臨
例
4

と
。
塵
塚
は
既
に
何
休
の
三
世
解
釈
の
正
当
性
を
認
め
な
い
か
ら
、

三
世
発
展
説
も
取
ら
な
い
。
従
っ
て
歴
史
は
甥
の
形
態
を
取
り
、
戦

國
と
一
統
、
即
ち
一
治
一
乱
の
循
環
に
よ
っ
て
展
開
す
る
と
考
え
る

の
で
あ
る
。
既
に
指
摘
し
た
親
朋
よ
り
文
明
に
至
る
と
す
る
康
有
為

の
社
会
・
文
化
発
展
説
と
は
誠
に
大
き
な
隔
り
が
あ
る
と
い
わ
な
け

　
　
　
　
　
　
⑩

れ
ば
な
ら
な
い
。

　
屡
平
の
歴
史
哲
学
は
康
有
為
の
そ
れ
と
比
較
す
る
時
、
や
は
り
劉

逢
禄
ら
の
所
謂
中
国
的
歴
史
観
、
歴
史
解
釈
と
共
通
し
た
性
格
を
顕

著
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
康
説
の
進
化
論
的
外
来
的
性
格
は
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
劉
逢
禄
・
屡
平
等
の
公
羊
学
の
三
世
解
釈
に
見
ら
れ
る

申
圏
的
伝
統
的
な
歴
史
哲
学
と
康
有
為
の
歴
吏
哲
学
と
は
本
質
的
に

異
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
の
聞
に
は
決
定
的
な
隔
り
が
あ
る
。
こ
の

決
定
的
な
相
違
こ
そ
、
既
述
の
資
者
の
澱
か
れ
た
政
治
的
文
化
的
環

境
の
相
違
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
礼
運
篇
の
本
文
か
ら
要
約
す
れ
ぱ
、
門
火
隅
偏
と
は
大
道
が
行
わ
れ
、
入
心
の

　
　
和
暫
し
た
、
極
め
て
平
瀦
で
平
等
な
紙
会
状
態
を
、
　
「
小
康
」
と
は
大
道
は
行
わ

　
　
れ
な
い
が
、
世
の
中
が
少
し
く
治
ま
っ
て
い
る
状
態
を
い
う
。
但
し
、
康
有
為
・

　
　
梁
啓
超
等
の
説
く
大
同
・
小
康
の
語
に
は
彼
ら
蒋
齎
四
の
見
解
が
加
わ
っ
て
い
る
。

　
　
（
島
田
炭
二
重
兜
中
書
革
命
の
先
駆
藩
た
ち
』
三
二
頁
以
下
を
参
照
）
。

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
②
康
有
為
は
淫
乱
批
を
拠
乱
世
と
し
て
い
る
が
、
嚇
春
秋
繁
露
義
脚
臨
巻
一
楚

　
　
荘
王
繁
一
の

　
　
春
秋
分
二
十
二
世
一
以
為
二
三
等
司
有
レ
見
有
引
目
有
二
鋲
闘
司

　
　
の
条
下
に
、
蘇
輿
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　

　
　
近
人
工
称
二
拠
乱
世
叫
声
二
何
休
公
路
解
毒
序
＝
ム
、
本
拠
レ
乱
面
作
。
疏
云
、
謂
据
ユ

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
乱
批
之
史
輔
而
為
”
一
春
秋
幻
是
雲
量
二
字
不
工
根
聯
【
也
。

　
　
と
い
Σ
、
拠
乱
世
ど
連
読
す
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
③
　
小
島
祐
馬
氏
「
公
羊
家
の
三
科
九
旨
説
に
就
き
て
扁
（
『
支
那
学
臨
…
1
　
）
三

　
　
頁
以
下
を
参
照
。

　
④
門
二
三
統
駄
と
は
三
つ
の
王
統
を
名
義
上
存
饗
す
る
二
期
を
、
「
張
三
世
」
と

　
　
は
三
つ
の
世
代
を
設
定
す
る
原
剛
を
、
　
「
異
外
内
に
と
は
徳
化
の
程
獲
に
よ
っ
て

　
　
世
界
を
内
と
外
と
に
段
階
酌
に
区
別
す
る
臓
瑚
を
い
う
。

　
⑤
小
島
祐
馬
氏
糧
中
国
の
革
命
思
想
臨
二
七
頁
。
但
し
呉
沢
氏
は
「
康
有
為
公
羊

　
　
三
憶
説
的
歴
史
進
化
観
点
研
究
」
（
『
中
華
文
史
論
叢
臨
欝
…
輯
）
に
於
い
て
康
有

　
　
為
の
公
羊
的
騰
史
誓
学
に
は
戊
戌
変
法
を
暁
に
変
化
が
あ
り
、
未
開
か
ら
文
明
へ

　
　
と
三
批
の
鷹
線
的
進
化
を
説
く
立
揚
か
ら
一
世
を
小
載
録
に
分
け
小
三
世
中
の
一
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春秋公羊学の歴史糎学（稲葉）

　
殴
を
更
に
一
二
世
に
分
け
る
立
場
へ
と
懸
じ
た
と
す
る
。
私
は
『
中
庸
注
㎞
・
『
春
秋

　
筆
削
大
義
微
言
考
』
・
蝿
煮
子
徽
攣
な
ど
康
有
為
の
傍
禰
測
の
蕪
泊
述
は
、
変
法
の
挫
折

　
以
後
の
思
想
の
変
化
の
後
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
＼
で
は
考
察
の

　
外
に
置
き
、
変
法
以
前
の
著
述
と
考
え
ら
れ
る
『
礼
玉
目
』
・
『
春
秋
董
氏
学
瓢
に

　
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

⑥
富
崎
市
窺
氏
「
鰯
慾
考
証
学
」
（
『
ア
ジ
ア
史
研
究
』
窮
騰
所
収
）
。

⑦
例
え
ば
、
隠
公
元
年
三
月
の
条
に
、

　
公
及
二
号
婁
儀
父
｝
盟
二
干
昧
御
客
蒋
何
。
与
也
。
会
・
及
・
盤
、
智
与
也
。
鳥
為

　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
或
欝
潔
会
、
或
言
レ
及
、
二
言
レ
號
。
会
猶
レ
最
也
。
及
猶
こ
汲
汲
一
也
。
睦
猶
二
糀
鷲
｝
也
。

　
と
あ
る
の
な
ど
は
そ
の
好
例
で
あ
る
。

⑧
劉
逢
禄
が
荘
存
輿
の
解
釈
を
発
展
さ
せ
た
こ
と
は
荘
氏
の
次
の
文
章
を
劉
氏
の

　
通
三
統
轄
第
工
と
比
較
す
れ
ば
明
ら
か
で
あ
る
。

　
…
－
王
留
夢
霊
王
之
後
｛
使
丁
銃
翼
豊
朔
↓
服
毒
其
服
色
↓
行
隠
匿
礼
楽
か
所
下
以

　
重
罪
先
墾
｛
通
寧
霊
統
蜘
緬
法
之
義
、
恭
譲
之
礼
、
子
レ
是
可
二
野
苗
観
ワ
之
。
予
臼
、

　
股
猟
二
於
夏
礼
↓
所
二
損
益
一
可
レ
簿
也
。
潤
凶
二
於
般
礼
｛
所
二
損
益
脚
可
ソ
知
也
。
周

　
號
二
於
二
代
「
郁
郁
乎
文
哉
。
子
繭
、
行
二
夏
之
隠
「
渠
轟
股
之
轄
h
服
亀
周
之
発
触

　
楽
姻
紹
舞
。
…
…
劉
向
田
、
王
噺
二
二
二
三
統
【
明
二
天
命
叩
所
レ
二
者
博
、
非
二
独

　
一
姓
一
也
。
　
（
『
春
秋
罷
蘇
』
巻
一
）
。

⑨
呉
沢
氏
は
「
魏
源
酌
変
易
思
想
和
歴
史
進
化
観
点
」
（
『
歴
史
研
究
』
一
九
六
二

　
…
菰
）
に
於
い
て
魏
源
に
は
老
子
酌
な
太
煮
・
中
古
・
末
世
の
三
世
区
分
論
と
、

　
上
古
一
悪
・
両
漢
－
元
・
明
一
清
（
道
光
年
閥
）
の
中
濁
史
三
分
過
説
が
あ
り
、

又
騰
史
進
化
論
酌
見
解
も
あ
っ
た
こ
ど
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
佐
藤
震
二
氏
は
こ

　
の
説
に
懐
疑
的
で
、
　
「
無
条
件
約
な
歴
史
進
化
論
で
は
な
い
翫
と
さ
れ
る
（
「
魏
源

　
の
学
問
と
思
想
」
『
中
照
古
典
研
究
』
十
二
）
。
後
者
の
い
う
醒
を
妥
当
と
す
べ
き

　
で
あ
ろ
う
。

⑩
撮
し
濠
平
に
も
全
然
進
化
論
曲
見
解
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば

　
『
知
聖
篇
』
（
下
）
に
は
、

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
余
毒
持
二
世
蛮
野
後
文
明
之
説
嚇
以
為
今
勝
二
千
古
州
孔
子
長
後
、
今
方
伊
始
、

　
乗
レ
能
レ
推
報
及
海
外
唱
必
合
二
全
球
圃
莫
レ
不
二
尊
鞭
『
：
…

　
と
あ
り
、
一
見
か
＼
る
見
解
が
彼
に
初
め
か
ら
あ
っ
た
か
の
透
く
で
あ
る
。
し
か

　
し
「
余
毒
…
：
・
扁
を
吟
味
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
康
有
為
あ
た
り
を
意
識
し
て
警

　
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
小
野
川
秀
美
氏
が

　
『
清
石
政
治
思
想
研
究
』
　
（
一
二
七
．
頁
）
に
於
い
て
指
纏
さ
れ
る
、
康
有
為
か
ら

　
の
逆
影
．
響
の
一
例
か
も
し
れ
な
い
。

⑭
小
野
川
秀
美
氏
は
前
掲
警
三
五
八
貰
濫
③
に
於
い
て
、
厳
復
『
天
演
説
』
の
公

　
刊
さ
れ
ゑ
鵬
に
、
康
有
為
の
穴
岡
説
の
恨
本
は
既
に
形
伐
さ
れ
て
い
た
と
し
．
進

　
化
譲
の
康
有
為
へ
の
影
騨
一
を
否
定
さ
れ
る
。
野
轡
浩
一
氏
も
『
近
代
中
事
の
政
治

　
と
思
紹
慮
一
一
九
頁
濡
⑧
に
於
い
て
、
　
7
与
厳
幼
陵
先
生
瀞
」
を
根
縄
に
そ
の
影

　
響
を
否
定
さ
れ
る
。
し
か
し
進
化
論
が
一
八
七
〇
年
代
に
は
田
本
に
紹
介
さ
れ
大

　
ぎ
な
影
響
力
を
持
っ
た
事
実
（
拶
藤
秀
一
氏
門
近
代
日
本
と
中
国
に
お
け
る
爾
欧
・

　
進
化
論
の
受
容
と
殿
開
」
『
一
九
六
四
年
北
京
科
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
曇
霞
部
門
参

　
掴
諭
文
集
臨
）
を
顧
慮
す
る
な
ら
ば
、
　
一
八
九
七
年
に
剛
敵
復
み
『
天
薮
潜
趨
睡
に
よ

　
っ
て
進
化
狐
鋼
の
内
容
が
綾
え
ら
れ
る
ま
で
、
准
｝
化
論
が
中
国
に
全
隔
然
紹
介
さ
れ
な

　
か
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
少
く
と
も
港
海
都
市
な
ど
の
外
国
文
化
と
接
触
し

　
易
い
地
方
に
は
、
爾
欧
豹
進
化
論
酌
思
想
が
拝
撃
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は

　
想
像
に
難
く
な
い
。
私
は
康
有
為
の
厩
、
」
果
誓
学
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る
便
窟
上
、

　
甥
天
業
諭
』
出
版
後
の
刊
行
に
係
る
糊
礼
運
濠
臨
（
小
野
州
氏
前
掲
書
一
事
六
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
な

　
を
最
初
に
引
臼
し
た
が
、
勿
論
彼
の
経
銃
口
解
釈
単
が
初
め
か
ら
進
化
論
に
依
存
し

　
て
い
た
こ
と
を
搬
張
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
康
有
為
が
外
国
文
化
と
接
触

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
し
易
い
広
東
の
、
進
化
論
的
思
想
の
受
容
の
容
易
な
環
境
に
繕
っ
た
こ
と
よ
り
し

　
て
彼
の
経
霊
解
駅
学
は
そ
の
精
神
的
風
土
か
ら
何
ら
か
の
刺
戟
を
受
け
た
で
あ
ろ

・
と
斐
・
．
　
　
　
　
　
　
　
　
蹴
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二
、
何
休
に
於
け
る
公
羊
学
的
歴
史
哲
学
の
成
立

　
習
女
は
以
上
に
於
い
て
清
末
公
羊
学
者
の
張
三
世
解
釈
の
変
遷
を

た
ど
っ
て
来
た
が
、
次
に
漢
訳
の
正
統
的
な
張
三
世
解
釈
が
如
何
な

る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
考
察
し
よ
う
と
思
う
。
前
章
で
は
清
末
・
民

国
初
の
公
羊
学
者
の
代
表
と
し
て
康
有
為
の
解
釈
を
挙
げ
た
が
、
こ

の
章
で
は
先
ず
最
近
の
中
国
の
斯
学
界
の
代
表
的
哲
学
史
家
通
馬
閉

域
に
於
い
て
公
羊
学
的
歴
史
哲
学
が
ど
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
い
る

か
を
窺
い
、
私
見
に
及
ぶ
こ
と
と
す
る
町

　
さ
て
、
薦
友
蘭
氏
は
『
中
国
哲
学
史
新
編
』
に
於
い
て
、
董
仲
好

の
歴
史
哲
学
に
つ
き
、
先
ず

董
丹
比
の
言
い
方
に
よ
れ
ば
、
夏
朝
は
建
寅
の
月
を
正
月
と
す
る
暦
を
用

い
、
黒
統
を
代
表
す
る
。
商
覇
は
建
丑
の
月
を
正
月
と
し
白
統
を
代
表
す

る
。
尚
朝
は
建
子
の
月
を
正
月
と
し
赤
統
を
代
表
す
る
。
周
を
継
ぐ
王
朝

（
代
）
は
必
ず
建
寅
の
月
を
正
月
と
し
黒
統
を
代
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
よ
う
に
循
環
し
つ
つ
周
っ
て
始
に
復
る
の
で
あ
る
。
　
（
館
二
冊
、

＝
西
頁
）

と
云
い
、
黒
蟻
の
そ
れ
を
循
環
論
と
解
し
、
更
に

　
董
紳
醤
の
三
良
説
的
歴
史
観
は
、
表
面
は
五
徳
説
的
歴
史
観
に
似
て
い
る

　
が
、
実
は
ま
る
で
違
っ
て
い
る
。
五
徳
説
的
歴
史
観
は
、
五
行
が
相
克
相

　
勝
の
原
瑚
を
以
て
王
朝
の
転
変
を
推
進
す
る
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
五
行

　
の
相
克
相
勝
は
歴
史
転
変
の
動
力
で
あ
る
。
…
…
蜷
魯
鍔
は
三
風
説
を
以

　
て
之
（
五
徳
説
）
に
代
え
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
言
う
所
の
三
戸
は
歴
史

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
る
し

　
転
変
の
動
力
で
は
な
く
て
「
新
王
が
命
を
受
け
た
」
と
い
う
一
種
の
意
志

　
で
あ
る
。
　
（
窮
二
冊
、
＝
｝
六
頁
）

と
論
じ
て
い
る
。
明
解
な
説
明
で
あ
る
か
ら
、
余
計
な
解
説
は
省
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
薦
氏
は
何
休
の
張
三
世
解
釈
に
つ
い
て
、

　
何
休
は
春
秋
の
中
で
岡
三
の
事
で
も
異
っ
た
世
に
は
異
っ
た
書
き
方
を
し

　
て
い
る
と
す
る
。
…
…
と
こ
ろ
で
断
熱
は
こ
の
中
で
歴
史
の
進
化
の
思
想

　
を
提
出
し
て
、
騰
史
的
発
展
は
衰
況
世
よ
り
升
平
抵
を
経
て
最
後
に
太
平

　
批
に
釜
る
と
す
る
。
こ
の
説
は
歴
史
的
発
展
は
後
退
す
る
も
の
で
も
な
く
、

　
ま
た
循
環
す
る
も
の
で
も
な
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
か
ら
董

　
石
墨
の
三
統
説
的
循
環
論
と
対
立
し
始
め
る
。
こ
の
思
想
は
一
方
で
は
現

　
状
に
紺
す
る
不
満
を
褒
示
す
る
と
と
も
に
他
方
で
は
将
来
に
対
す
る
撞
撮

　
を
表
示
す
る
の
で
あ
る
。
…
…
（
窮
二
冊
、
三
二
五
頁
）

と
評
価
す
る
。
同
じ
く
公
羊
解
釈
学
で
あ
り
乍
ら
、
董
・
何
エ
氏
の

歴
史
解
釈
は
全
く
異
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
大
き
な
径
庭
の

説
鰐
と
し
て
、
両
者
の
麗
か
れ
た
歴
史
的
祉
会
的
環
境
の
相
違
を
挙

げ
る
だ
け
で
は
十
分
な
説
明
に
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

76　（394＞



秋公羊学の歴史誓学（稲葉）

　
尚
、
段
煕
仲
氏
に
は
「
公
羊
春
秋
『
三
世
』
説
探
署
し
（
『
中
華
文
史

論
叢
』
第
四
所
収
）
と
い
う
す
ぐ
れ
た
論
文
が
あ
る
が
、
氏
は
何
休
の
衰

乱
・
升
平
・
太
平
三
世
説
の
由
来
を
前
漢
元
帝
時
代
の
京
房
に
求
め

て
い
る
。
し
か
し
氏
の
何
氏
童
世
説
の
理
解
は
、

　
何
休
の
『
公
羊
館
岩
』
が
去
る
に
至
っ
て
、
三
世
説
は
義
例
上
に
於
い
て

　
重
大
な
発
展
を
遂
げ
、
且
つ
遙
か
に
後
世
の
康
有
為
の
説
を
導
き
出
さ
せ

　
た
の
で
あ
る
。

と
云
い
、
ま
た

　
し
か
し
升
平
・
太
平
三
世
の
説
は
、
既
に
『
公
羊
伝
』
そ
の
も
の
に
は
な

　
く
、
董
仲
蕾
が
公
羊
の
義
理
に
関
し
て
大
い
に
発
揮
す
る
断
が
あ
っ
た
に

　
も
か
か
わ
ら
ず
、
や
は
り
未
だ
論
及
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。

と
も
云
っ
て
い
る
か
ら
、
両
説
の
理
解
は
薦
氏
と
大
差
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
従
っ
て
吾
々
は
薦
友
蘭
氏
の
解
釈
を
以
て
現
中
国
に
権
威

の
あ
る
三
世
解
釈
と
焉
寒
し
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
然
ら
ば
吾
女
は
張
三
世
を
如
何
に
理
解
す
べ
き
で
あ
る
か
。
私
は

こ
こ
で
直
ち
に
竃
世
解
釈
の
説
明
に
入
る
の
を
避
け
、
前
章
の
行
論

の
順
序
に
従
っ
て
、
何
那
に
完
成
さ
れ
る
三
科
九
旨
が
如
何
な
る
経

過
を
経
て
今
日
見
る
が
如
き
も
の
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
成
立
過
程

を
辿
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。
恐
ら
く
そ
の
間
に
康
有
為
の
所
説

の
当
否
が
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
公
謬
伝
文
は
、
前
漢
初
期
の
胡
貴
生
の
頃
に
文
字
に
定
着
し

　
　
　
　
　
　
①

た
と
い
わ
れ
る
が
、

　
所
見
異
辞
、
所
聞
旧
辞
、
断
伝
聞
異
辞
。

と
い
う
句
に
は
、
こ
の
三
つ
の
段
階
を
必
ず
し
も
世
代
を
示
す
も
の

と
は
し
て
い
な
い
。
又
、
異
辞
と
い
う
二
字
は
種
々
の
可
能
性
を
含

ん
で
は
い
る
が
、
し
か
し
こ
の
句
だ
け
か
ら
は
、
そ
の
意
識
の
指
す

所
を
的
確
に
把
握
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
方
向
を
よ
り
明
瞭

な
形
で
吾
々
に
示
し
て
く
れ
る
の
が
、
胡
氏
よ
り
稽
や
遅
れ
て
出
た

董
仲
斜
の
『
春
秋
繁
繁
』
で
あ
る
。

　
於
レ
所
レ
見
微
二
其
辞
↓
於
レ
所
レ
聞
輝
　
其
禍
↓
於
昌
伝
聞
一
殺
二
其
恩
嚇
与
レ
情

　
倶
也
。
　
（
巻
一
、
楚
荘
王
）

と
。
こ
こ
に
於
い
て
記
録
者
の
対
象
に
対
す
る
心
情
の
差
異
が
、
三

つ
の
世
代
の
栢
違
を
看
々
に
意
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
董
仲

欝
か
ら
三
百
年
を
経
た
何
休
に
至
っ
て
は
、

　
異
辞
者
見
慣
恩
有
篇
厚
薄
ハ
義
有
属
深
浅
司
時
借
衰
義
鋏
、
将
以
理
二
人
倫
一

　
序
二
人
類
（
因
制
圧
浩
観
調
法
加
計
於
二
所
レ
見
之
盤
旧
恩
己
与
一
…
父
之
臣
～
尤
深
。

　
…
…
論
旨
所
レ
聞
三
世
剛
二
野
之
距
懇
少
殺
。
…
…
於
下
所
鯖
侮
聞
｝
之
世
か
高

　
祖
曾
祖
之
翠
霞
。
　
（
隠
公
元
年
十
二
月
公
子
益
師
卒
）
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と
述
べ
る
。
異
辞
の
内
容
は
、
こ
こ
で
は
甚
だ
明
瞭
と
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
何
休
の
『
公
難
解
訪
』
の
続
き
に
於
い
て
、
葺
女

は
既
に
見
た
如
き
三
世
区
分
と
、
そ
の
具
体
的
な
歴
史
意
識
を
窺
う

こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
一
二
世
の
体
系
は
董
仲
卸
で
は
未

だ
に
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
　
『
春
秋
繁
露
』
巻
四

王
道
篇
に
は
、

　
親
レ
近
以
来
レ
遠
。
未
レ
有
昌
不
レ
先
レ
近
揃
致
レ
慰
者
④
故
事
嘉
其
国
一
薦
外
轟
諸

　
夏
⑩
内
呂
諸
夏
一
而
外
晶
立
秋
ご
言
下
自
昌
近
衛
㎝
始
工
也
。

と
あ
る
。
三
世
中
の
衰
乱
・
升
平
時
代
の
内
容
を
な
す
「
内
其
国
域

外
諸
夏
、
内
諸
夏
而
外
夷
狭
」
は
、
所
見
・
所
聞
と
は
関
係
な
く
述

べ
ら
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
又
、
所
謂
太
平
世
に
関
し
て
は
、

　
今
春
秋
縁
レ
魯
群
言
扁
王
義
｛
殺
漏
隠
桓
一
群
為
ユ
遠
根
嶋
宗
昌
定
期
一
双
為
滋
葡

　
批
一
の
至
尊
且
高
、
至
顕
且
朋
。
其
基
襲
之
所
レ
加
、
潤
沢
之
所
レ
被
、
条
条

　
無
レ
藤
。
…
…
微
国
之
君
、
卒
葬
之
礼
、
録
蕪
辞
繁
。
遠
夷
之
君
、
内
鼠

　
不
レ
外
。
当
一
直
之
時
嚇
図
無
昌
鄭
欝
刈
　
（
三
九
、
二
本
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
あ
る
と
こ
ろ
の
も
の
が
内
容
的
に
合
致
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
但
し

董
仲
衛
に
何
休
の
『
公
羊
解
誌
』
に
見
ら
れ
る
如
き
徳
化
の
程
度
に

よ
っ
て
文
化
的
支
配
の
領
域
に
差
異
を
認
め
る
意
識
が
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
。
例
え
ば
、

　
王
巻
愛
及
晶
四
夷
雨
鷲
悲
愛
及
二
諸
僕
丙
安
者
愛
及
昌
封
内
↓
危
者
愛
及
二
労

　
側
ハ
亡
者
愛
麗
々
独
身
論
　
（
巻
八
、
仁
工
法
）

と
い
う
の
が
、
そ
れ
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
王
道
・
奉
本
篇
の

こ
文
は
、
何
休
の
『
公
羊
解
詰
』
の
如
く
整
理
し
て
、

　
衰
乱
　
内
灘
国
而
外
諸
夏
。

　
升
平
　
内
諸
夏
而
外
夷
独
。

　
太
平
　
遠
夷
之
露
、
蟻
聚
不
漁
、
…
…
魯
無
主
粥
。

と
い
う
図
式
に
纒
め
う
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
よ
う
に
、
董
蕪
骨
で
は
、
異
池
内
は

『
春
秋
繁
露
』
の
諸
所
に
散
見
す
る
に
過
ぎ
ず
、
未
だ
体
系
化
さ
れ

て
い
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
而
も
魯
に
対
す
る
関
係
を
、
内
．
外

に
よ
っ
て
海
藻
す
る
の
み
で
、
飯
謂
太
平
の
世
の
内
容
も
、
何
休
の

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む

如
く
「
夷
乱
撃
至
愚
胃
軸
と
ま
で
い
わ
な
い
。
そ
し
て
三
世
説
の
原

型
の
一
つ
と
見
ら
れ
る
仁
義
法
篇
の
記
載
に
し
て
も
、
五
段
階
に
分

れ
て
お
り
、
「
安
者
…
…
独
身
篇
を
衰
乱
と
し
、
「
王
者
…
…
四
夷
」
・

「
覇
者
…
…
諸
侯
」
を
そ
れ
ぞ
れ
太
平
・
升
平
に
想
定
し
て
始
め
て

三
世
が
成
立
す
る
に
止
ま
る
の
で
あ
る
。

　
『
春
秋
寒
露
』
に
よ
っ
て
、
駈
軍
書
世
説
の
繭
芽
を
右
の
如
く
構

78　（396）



春秋公羊学の歴史哲学（稲葉）

成
的
に
把
握
で
き
る
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
然
ら
ば
董
仲
蕾
に
於
い

て
、
所
謂
三
世
は
如
何
に
具
体
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
　
『
漢
書
』
董
雨
露
伝
の
対
策
第
一
の
一
節
に
は
、

　
至
昌
周
之
末
世
画
大
為
嘉
亡
道
↓
以
央
昌
天
下
記
秦
継
昌
其
後
嚇
独
不
レ
能
レ
敵
、

　
又
益
甚
レ
之
。
…
…
故
立
為
昌
天
子
納
十
四
歳
而
国
辱
亡
夷
。
…
…
今
漢
継
昌

　
秦
之
後
哨
如
漏
朽
木
糞
矯
一
夷
。

と
て
、
三
王
朝
の
功
罪
を
述
べ
、
又
対
策
第
二
に
は

　
今
陛
下
井
昌
有
天
下
嚇
海
内
莫
レ
不
昌
率
二
一
広
覧
兼
聴
、
極
昌
薙
下
之
知
↓

　
尽
晶
天
下
之
美
⑩
高
徳
昭
然
、
施
一
三
方
外
而
夜
郎
・
寄
居
、
三
方
万
墨
、

　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
む

　
説
レ
恥
曝
レ
誼
。
此
太
平
之
致
也
。

と
述
べ
、
漢
の
天
下
を
理
想
化
し
つ
つ
讃
美
す
る
。
そ
し
て
董
仲
通

が
こ
こ
に
用
い
た
太
平
の
観
念
は
、
遷
代
の
、
而
も
武
運
の
時
代
を

幾
分
理
想
化
し
て
指
す
の
で
あ
る
。
右
の
叙
述
内
容
か
ら
し
て
、
周

宋
秦
代
が
こ
の
太
平
に
対
す
る
衰
乱
の
世
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余

地
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
読
癖
紆
は
春
秋
庵
の
解
釈
と
し
て
、
直
接
吾

々
に
二
世
を
提
示
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
対
策
の
一
節
に
於
い
て
吾

々
は
彼
の
三
世
の
内
容
の
一
部
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ

り
、
太
平
の
世
が
漢
武
に
そ
の
建
設
を
託
さ
れ
た
理
想
の
時
代
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

る
こ
と
も
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
董
仲
蔚
に
於
い
て
太
平
が
漢
の
理
想
的
時
代
と
考
え
ら

れ
て
い
る
と
し
て
、
吾
々
は
更
に
何
休
で
は
そ
れ
が
如
何
に
理
解
さ

れ
て
い
る
か
を
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
何
筑
の
三
世
は
屡
々
示
す

よ
う
に

　
衰
乱
之
世
、
内
譲
国
霜
露
諸
夏
。

　
升
平
之
世
、
内
諸
夏
而
外
夷
狭
。

　
太
平
之
世
、
夷
狭
進
講
墾
道
、
天
下
遠
近
小
穂
若
一
。

と
あ
り
、
何
義
『
公
絵
解
謡
』
に
於
け
る
太
平
世
の
「
乱
塾
進
箆
三

三
」
と
は
、
掃
海
の
言
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
董
域
の
説

は
何
琉
に
比
べ
て
理
想
的
且
つ
一
面
観
念
的
で
あ
る
点
で
微
妙
な
相

違
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
こ
の
梢
違
は
如
何
に
理
解
す
れ
ば

よ
い
か
。
結
論
的
に
、
そ
れ
は
両
者
の
歴
史
的
な
立
場
・
環
境
の
相

違
に
基
づ
く
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
穿
初
、
高
祖
が
平
城
に
囲
ま
れ
て
以
来
、
董
仲
劔
に
箆
る
時
代
に

は
，
強
大
な
勢
力
を
有
す
る
量
産
が
北
辺
に
あ
っ
て
、
年
々
辺
境
を

侵
略
し
、
漢
朝
に
対
し
て
脅
威
を
与
え
た
。
漢
朝
は
内
部
統
一
の
必

要
か
ら
、
之
に
対
し
て
属
辱
的
な
和
動
公
主
な
る
政
策
に
よ
っ
て
僅

か
に
そ
の
鋭
鋒
を
厨
弄
し
危
機
を
緩
和
し
て
い
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
客
観
情
勢
に
対
し
て
、
董
仲
欝
を
初
め
と
す
る
儒
者
達
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は
、
そ
の
理
想
主
義
的
立
場
よ
り
、
こ
の
屈
辱
的
な
政
策
に
反
対
し

た
の
で
あ
る
。
太
平
の
世
た
る
漢
朝
は
夷
秋
に
敵
対
す
る
関
係
に
あ

る
べ
き
で
は
な
い
。
況
ん
や
夷
独
に
属
服
す
る
な
ど
有
り
得
べ
か
ら

ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
夷
狭
は
必
ず
や
漢
の
徳
・
文
化
を
慕
い
、
そ
の

徳
．
文
化
の
恩
恵
を
蒙
ら
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
。
こ
の
理
想
は
、
呉

楚
七
七
の
乱
を
鎮
定
し
、
諸
侯
抑
圧
策
の
成
功
に
よ
っ
て
名
実
と
も

に
統
　
を
成
就
せ
る
景
帝
を
承
け
た
武
帝
に
対
す
る
対
策
と
な
り
、

武
帝
の
飼
奴
征
伐
と
な
っ
て
実
現
す
る
の
で
あ
る
。
大
規
模
な
遠
征

が
幾
度
も
繰
り
返
さ
れ
た
結
果
、
武
帝
時
代
に
は
何
奴
は
中
国
北
辺

か
ら
駆
逐
さ
れ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
再
び
漠
北
に
勢
力
を
盛
り
返
し

た
後
も
、
飼
奴
は
昔
日
の
面
影
を
見
せ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
ば

か
り
で
は
な
く
、
西
紀
前
六
〇
年
頃
に
は
、
首
長
の
擁
立
を
め
ぐ
っ

て
内
部
分
裂
を
起
し
、
宣
帝
の
神
爵
二
年
秋
に
は
、
日
逐
王
先
賢
揮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
む
　
　
む

は
中
国
に
来
帰
し
、
漢
か
ら
帰
徳
侯
な
る
爵
位
を
授
け
ら
れ
る
に
至

　
④つ

た
。
次
い
で
五
言
二
年
冬
に
は
呼
趣
累
単
干
が
来
降
し
列
侯
に
封

　
　
⑤

ぜ
ら
れ
、
爾
後
、
後
漢
初
の
一
時
期
を
除
き
、
漢
と
勾
奴
と
の
和
親

関
係
が
維
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
正
に
「
三
秋
も
中
国
の
徳
・
文

化
に
浴
さ
ね
ば
な
ら
な
い
、
」
と
い
う
儒
家
の
理
想
は
こ
こ
に
　
部

実
現
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
こ
の
事
実
を
そ
の
所
説
に
採
り
入

れ
て
、
更
に
完
全
な
理
想
の
体
系
を
作
り
上
げ
ん
と
す
る
動
き
が
現

　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

わ
れ
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
京
童
の
三
世
定
立
を
承
け
、
諸
公

羊
学
者
の
所
説
、
識
緯
説
の
影
響
の
下
に
生
き
た
何
休
こ
そ
は
、
こ

の
歴
史
事
実
を
張
三
世
説
に
盛
り
込
み
、
公
羊
学
の
思
想
体
系
を
完

成
さ
せ
た
も
の
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
の
縷
述
に
よ
っ
て
、
太
平
世
が
漢
代
を
指
し
て
い
る
こ
と
は

紛
れ
も
な
い
事
実
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
に

太
平
世
と
い
う
観
念
の
実
体
が
漢
王
朝
、
即
ち
儒
家
的
ユ
ー
ト
ピ
ア

王
国
の
漢
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
同
様
に
升
平
・
衰
乱
世
も
何
ら

か
の
意
味
で
具
体
性
を
持
つ
こ
と
が
当
然
予
想
さ
れ
得
る
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
こ
の
二
つ
の
時
代
を
以
下
に
於
い
て
少
し
く
考
察
し
て
み
よ

う
。
た
だ
、
こ
こ
で
の
隠
謀
は
飽
く
ま
で
も
何
休
の
三
世
説
を
具
体

的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
今
は
主
と
し
て
何
那
『
公

羊
解
詰
』
の
二
文
を
取
り
考
察
す
る
。

　
先
ず
哀
公
十
四
年
春
、
　
「
西
暦
獲
麟
」
の
伝
に
、
孔
子
が
薪
惚
者

の
招
来
し
た
麟
を
見
て
流
涕
し
た
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
同
条
の

「
涕
浩
抱
」
の
何
注
に
、

夫
子
’
知
下
其
将
中
有
二
六
蘭
国
争
レ
彊
、
　
従
横
相
減
之
敗
、
秦
項
駆
除
、
　
翻
棋
レ
周

流
レ
血
之
虞
↓
盈
虚
劉
氏
乃
帝
加
深
奥
二
民
之
離
レ
害
甚
久
↓
故
幽
魂
也
。
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と
。
要
す
る
に
戦
国
六
国
と
秦
・
項
羽
に
よ
る
暴
虐
が
劉
玩
の
天
下

平
定
ま
で
続
き
、
そ
の
間
の
長
期
に
亙
る
入
民
の
塗
炭
の
被
害
を
予

知
し
て
孔
子
は
泣
い
た
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
又
、
哀
公
十
三
年
冬
十
一
月
「
有
理
牽
子
東
方
」
の
伝
注
に
は
、

　
於
レ
此
旦
見
与
レ
臼
摩
レ
明
者
、
諸
侯
代
二
王
治
嚇
憲
法
減
絶
島
象
。
是
後
周

　
酔
態
微
、
諸
侯
絹
兼
、
為
昌
秦
野
Ψ
減
、
播
レ
書
道
絶
。

と
見
え
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
周
末
諸
侯
乱
立
の
状
態
か
ら
漸
次
兼
併

が
行
わ
れ
、
逆
に
秦
に
統
一
さ
れ
る
過
程
を
吾
々
は
髪
黙
す
る
こ
と

が
出
来
る
。
但
し
、
こ
の
場
合
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

秦
の
取
扱
い
で
あ
る
。
一
見
、
秦
は
漢
の
天
下
統
～
に
道
を
開
き
、

そ
の
制
度
文
物
に
甚
だ
重
大
な
影
響
を
与
え
た
か
に
冤
え
る
。
　
『
春

秋
繁
露
』
に
も
、

　
周
無
道
蒲
魚
伐
レ
之
。
秦
無
道
而
詳
解
レ
之
。
有
道
伐
漏
無
道
上
野
天
理
也
。

　
（
巻
七
、
発
舜
不
捜
移
、
湯
武
不
専
殺
）

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
董
仲
曹
で
は
必
ず
し
も
秦
の
統
一
の
歴
葉
山

意
義
を
無
視
す
る
の
で
は
な
い
。
し
か
し
同
じ
公
羊
家
で
も
、
時
代

が
移
り
人
が
替
れ
ば
思
想
も
異
り
、
董
仲
岱
と
何
休
と
で
は
秦
の
処

遇
に
か
な
り
の
開
き
が
生
ず
る
。
　
『
公
羊
解
識
』
に
於
い
て
何
休
は

秦
に
「
鯨
骨
流
血
」
・
「
矯
書
道
絶
」
な
る
表
現
を
与
え
、
こ
れ
に
積

極
的
な
価
値
を
認
め
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
従
っ
て
戦
国
諸
侯
と
同

列
に
秦
は
衰
世
の
一
角
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
衰
世
の
具
体
的
時
代
の
決
定
と
関
連
し
て
解
決
し

て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
僖
公
三
十
一
年
夏
四
月
、
「
四
ト
レ
郊
。

不
レ
従
。
乃
免
レ
駐
。
猶
三
望
。
」
以
下
の
伝
注
に
あ
る

　
…
…
昔
武
王
没
、
成
王
幼
少
。
周
公
居
レ
摂
、
行
轟
天
子
事
4
制
レ
礼
作
レ
楽
、

　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
致
二
太
平
一
有
属
王
功
田

と
い
う
記
述
の
意
義
で
あ
る
。
こ
の
周
初
を
太
平
と
す
る
見
解
は
、

信
望
の
歴
史
哲
学
の
体
系
に
於
い
て
ど
の
よ
う
に
位
麗
づ
け
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
か
。
吾
々
は
三
世
の
相
互
関
係
、
と
く
に
こ
の
衰
世
と
太

平
世
の
そ
れ
を
よ
り
具
体
的
且
つ
明
確
に
す
る
た
め
に
、
も
う
少
し

文
献
資
料
の
範
囲
を
拡
げ
て
、
公
羊
家
と
思
想
的
に
極
め
て
密
接
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

関
係
に
あ
る
孟
子
の
注
釈
家
の
所
説
を
窺
う
こ
と
に
す
る
。
離
婁
章

句
下
の
有
名
な
一
節
に
、

　
王
者
之
遊
熔
糊
置
亡
。
詩
ご
、
然
隠
魚
秋
作
。

と
い
う
の
が
あ
り
、
趙
岐
は
之
に
注
し
て

　
王
者
謂
二
聖
王
一
也
。
太
平
道
衰
、
王
将
止
臆
。
顛
声
不
レ
作
、
故
詩
亡
。

　
春
秋
擾
レ
乱
、
作
禺
於
衰
世
一
也
。

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
衰
世
は
春
秋
時
代
に
当
て
ら
れ
、
そ
の
対
極
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に
太
平
が
置
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
孟
子
注
釈
家
の
意

味
す
る
太
平
の
時
代
は
、
同
じ
章
句
の

「
孟
子
日
、
禺
亜
F
旨
酒
盛
翻
心
呂
議
曇
　
只
…
…
」
以
下
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
章
指
言
、
周
径
能
二
一
三
王
之
道
↓
華
魁
昌
成
王
圃
太
平
之
隆
、
礼
楽
之
備
、

　
蓋
由
レ
此
也
。

と
い
う
注
記
に
よ
っ
て
、
周
公
・
成
王
の
時
代
で
あ
り
、
且
つ
こ
れ

は
先
の
何
休
の
叙
述
内
容
と
合
致
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
前

に
触
れ
た
如
く
、
孟
子
家
と
公
羊
家
と
は
思
想
的
に
密
接
な
関
係
に

あ
り
、
右
の
注
釈
を
施
し
た
趙
波
が
何
休
と
略
ぽ
同
時
代
の
人
で
あ

る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
右
の
如
き
太
平
・
衰
世
な
る
言
葉
は
、

公
羊
・
孟
子
家
に
共
通
の
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
且
つ
こ

の
場
合
公
富
家
か
ら
承
け
つ
い
だ
も
の
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
従

っ
て
趙
岐
の
太
平
・
衰
世
な
る
表
現
も
、
三
世
説
の
体
系
に
基
づ
い

て
発
せ
ら
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
若
し
右
の
推
定
に
誤
ま
り
が
な
け
れ
ば
、
周
公
．
成
王
の
時
代
は

太
平
の
世
で
あ
り
、
春
秋
時
代
は
衰
世
で
あ
る
と
い
う
見
解
と
、
公

三
家
の
そ
れ
と
を
綜
合
す
る
時
、
次
の
知
き
、

周
覧
　
　
巻
秋
・
戦
国
、
秦
・
楚
　
　
　
　
　
　
　
漢
武
以
降

太
平
－
衰
　
　
　
乱
ー
ー
（
升
平
）
一
太
平

と
い
う
図
式
が
成
り
立
つ
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
で
吾
々
が
解
決
を
迫

ら
れ
る
問
題
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
図
式
中
の
「
升
平
」
な
る
空

白
ほ
何
に
よ
っ
て
填
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
一
見
、
秦
が
そ
の
歴
史
約
愚
計
か
ら
し
て
こ
の
位
概
を
占
め
る

可
能
性
を
持
つ
。
し
か
し
既
述
の
如
く
公
羊
家
、
中
で
も
何
休
は
秦

に
対
し
て
、
人
民
を
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
れ
た
戦
国
諸
侯
・
項
羽
と

周
等
の
評
価
し
か
与
え
な
い
か
ら
、
考
え
得
る
可
能
な
時
代
は
、
璽

羽
以
後
の
日
代
の
一
時
期
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
既

に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
輩
仲
静
の
対
策
に
於
い
て
太
平
世
は
武
帝
に

そ
の
実
現
を
託
さ
れ
た
理
想
の
時
代
で
あ
っ
た
。
又
、
武
帝
の
父
景

帝
ま
で
の
時
代
は
、
漢
初
に
設
置
さ
れ
た
封
建
諸
侯
の
勢
力
剛
減
と

内
治
と
に
こ
れ
努
め
た
時
代
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
異
外
構
・
張
三
世

の
表
現
で
置
き
換
え
れ
ば
、
正
に
「
内
諸
夏
禰
外
夷
秋
篇
の
時
代
で

あ
り
、
升
平
の
世
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
武

帝
は
こ
の
内
治
に
よ
っ
て
蓄
え
ら
れ
た
力
を
外
に
向
っ
て
解
き
放
ち
、

そ
の
結
果
、
夷
弓
は
そ
の
武
力
に
屈
し
、
や
が
て
名
ほ
的
に
は
漢
の

徳
に
帰
し
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
夷
独
進
至
於
欝
」
と
は
之
を
言
う
も

の
に
外
な
ら
な
い
。
要
す
る
に
公
羊
家
に
と
っ
て
漢
刺
は
二
つ
の
段

階
に
網
違
が
あ
る
と
は
い
え
、
平
和
な
時
代
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
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⑧

は
漢
以
前
と
は
明
確
に
一
線
を
画
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
吾
々
は
公
羊
学
に
於
け
る
衰
世
・
升
平
世
・
太
平

世
が
単
な
る
観
念
上
の
時
代
区
分
で
は
な
く
、
具
体
性
を
持
つ
も
の

で
あ
る
こ
と
を
理
解
で
き
る
。
そ
し
て
そ
れ
と
共
に
こ
れ
ら
三
世
が

周
な
る
太
平
世
と
、
漢
と
い
う
太
平
世
と
の
聞
に
於
い
て
展
開
す
る

　
　
　
　
⑨

も
の
で
あ
る
こ
と
も
理
解
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
所
論
に
し
て
誤
が
な
け
れ
ば
、
吾
女
は
一
歩
を
進
め
て
、

然
ら
ば
周
・
漢
は
公
羊
家
の
、
と
く
に
何
休
の
歴
史
哲
学
の
体
系
に

於
い
て
如
何
な
る
地
位
を
占
め
て
い
た
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
先
ず
何
休
の
立
場
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
先
に
引
用
し
た
哀
公
十
四
年
の
伝
注
の
続
き
に
、

　
麟
者
木
精
。
薪
采
者
庶
人
燃
レ
火
之
意
。
此
赤
帝
将
罷
代
レ
周
居
一
…
其
位
⑩
故

　
麟
為
漏
薪
二
者
所
v
執
。

と
い
う
の
が
あ
る
。
之
は
漢
が
周
に
次
い
で
天
下
を
取
る
と
い
う
意

の
熱
愛
説
の
　
つ
で
あ
る
が
、
こ
の
文
は
閉
ら
か
に
、
　
「
春
秋
軒
漢

　
⑩

含
華
」
に

　
経
十
有
四
年
春
、
蛍
狩
獲
レ
麟
。
赤
受
レ
命
、
蒼
失
レ
権
、
周
滅
、
火
起
、

　
薪
采
薪
レ
麟
。

と
あ
る
の
と
密
接
な
関
係
を
持
つ
。
こ
の
二
文
を
要
す
る
に
、
麟
は

木
精
を
、
薪
隠
者
は
庶
人
が
火
を
燃
や
す
の
意
を
示
し
、
従
っ
て
麟

が
薪
采
者
に
奪
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
木
精
が
燃
レ
火
の
庶
人
に
伝
わ
・

つ
た
こ
と
で
あ
り
、
赤
帝
な
る
漢
が
湿
糠
な
る
周
に
代
っ
て
帝
位
に

即
く
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
木
か
ら
火
へ

の
王
統
の
伝
授
の
観
念
か
ら
、
努
々
は
容
易
に
何
休
の
王
朝
交
代
論

の
根
底
に
五
行
相
生
説
が
横
た
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
得
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
周
を
木
徳
と
し
漢
を
火
徳
と
す
る
と
し
て
、
然
ら
ば
こ

の
二
王
朝
は
公
領
家
の
歴
史
哲
学
に
於
い
て
歴
代
王
朝
の
中
の
如
何

な
る
地
位
を
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
五
行
相
生
説
的
王

統
論
の
説
虜
の
便
宜
上
、
董
斎
篭
『
春
秋
繁
露
』
酒
煮
　
五
行
福
野

を
見
る
に
、

　
水
為
レ
冬
、
金
為
レ
秋
、
土
為
二
季
夏
の
火
為
レ
夏
、
木
為
レ
春
。

と
。
又
、
　
『
春
秋
下
露
』
巻
十
一
　
天
意
得
人
篇
に
は
、

　
少
陽
型
レ
木
弼
起
、
助
昌
春
之
生
一
也
。
太
陽
因
レ
火
而
起
、
助
二
夏
之
養
一
也
。

　
少
陰
因
レ
金
而
起
、
助
昌
秋
之
成
一
也
。
太
陰
購
レ
水
蒲
起
、
助
二
冬
之
臓
一
也
。

　
　
　
⑪

と
見
え
る
。
要
す
る
に
、
木
は
春
、
陽
気
が
起
ち
、
生
の
始
ま
る
頃
、

火
は
夏
、
陽
気
及
び
物
の
生
育
の
最
も
盛
ん
な
時
、
土
は
季
夏
、
陽

よ
り
陰
に
移
る
過
渡
期
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
陽
と
陰
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と
は
、
公
羊
家
の
価
値
観
念
か
ら
す
れ
ば
、
　
『
春
秋
繁
露
』
巻
十
一

陽
尊
来
卑
第
四
十
三
の
同
名
が
示
す
よ
う
に
、
前
者
に
高
く
後
者
に

低
い
価
値
づ
け
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
陽
と
陰
と
に
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
徳
の
優
劣
を
示
す
と
す
れ
ば
、
五
行
梢
生
説
の
体
系
よ
り
し
て
、

漢
の
太
陽
は
周
の
少
陽
に
優
る
徳
を
備
え
、
他
徳
に
表
微
さ
れ
る
諸

王
朝
の
中
、
最
も
優
れ
た
王
朝
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し

て
更
に
、

　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　

　
木
者
陽
精
。
　
生
一
…
於
陰
4
故
水
論
木
聖
母
也
。
　
（
『
太
平
御
覧
』
九
五
二
　
瀞

　
秋
元
命
苞
）

と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
遷
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
五
徳
は
陰
陽
の
交
替

を
媒
介
に
、
五
徳
の
序
列
の
各
々
前
者
は
後
者
の
母
と
な
り
、
五
徳

相
生
じ
合
っ
て
循
環
す
る
。
従
っ
て
正
統
と
電
脳
さ
れ
た
各
王
朝
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
体
す
る
徳

陽

升事
太平

．邑／㌔＿

火
（
漢
）

褒舌L

土

ノく’lz？イく（∫詞）

金
、

水

〔
陰
〕

に
応
じ
て
循
環
的
に

位
気
づ
け
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。
若
し
右

の
考
察
に
誤
り
が
な

け
れ
ば
、
周
・
漢
の

盛
時
が
共
に
太
平
世

で
あ
る
こ
と
よ
り
、
各
正
統
王
朝
の
盛
時
が
太
平
世
で
あ
る
と
し
て
、

之
に
先
の
三
世
説
を
導
入
す
る
時
、
衰
乱
・
升
平
世
は
各
太
平
世
が

出
現
す
る
度
毎
に
、
そ
の
過
程
に
於
い
て
経
過
す
る
時
期
を
意
味
す

る
こ
と
に
な
り
、
上
の
伽
き
図
式
の
成
立
が
可
能
に
な
る
。

　
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
な
ら
h
董
仲
鍔
よ
り
何
休
に
至
っ
て
完
成

し
た
公
羊
学
本
来
の
歴
史
哲
学
は
、
循
環
論
の
漸
々
で
矛
盾
な
く
説

明
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
も
は
や
清
末
公
羊
学
の
歴
史
哲
学
が
公
羊

学
固
有
の
そ
れ
で
あ
る
か
否
か
を
論
ず
る
必
要
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
隠
公
二
年
「
紀
子
伯
菖
子
盟
干
密
」
の
伝
注
に
…

　
　
　
春
秋
有
二
改
レ
周
受
レ
命
之
制
叩
孔
子
畏
レ
時
遠
ソ
害
。
又
知
＝
藁
将
ノ
二
二
詩
澱
蝦
其

　
　
　
説
隣
授
、
相
低
灘
レ
漢
。
公
羊
高
及
弟
子
胡
撮
三
等
、
乃
始
・
記
二
於
竹
綿
鱒

　
　
と
見
ゆ
。

　
②
太
平
と
い
う
欝
葉
は
『
春
秋
繁
露
隔
に
見
え
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
巻
七
日

　
　
功
名
に
は

　
　
　
天
道
績
二
渠
衆
意
｝
以
為
レ
光
。
塗
入
積
謡
聚
塗
善
一
以
為
ノ
功
。
故
日
月
之
明
、
非
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
ゆ

　
　
　
一
精
之
光
一
也
。
此
人
致
・
　
太
平
州
雰
二
一
善
之
功
一
也
。

　
　
と
あ
り
、
又
、
同
じ
く
通
岡
身
に
は

　
　
　
…
…
故
瀞
μ
身
者
筋
執
二
虚
静
一
以
致
γ
精
。
治
レ
函
藩
務
尽
卑
謙
皿
以
致
レ
賢
。
能

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
　
致
レ
精
卿
含
川
明
長
寿
↓
　
致
ノ
賢
則
徳
沢
治
蔀
園
太
平
。

　
　
と
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
は
何
れ
も
国
家
や
王
朝
の
理
想
的
状
態
を
表
わ
す
抽
象

　
　
的
概
念
か
又
は
形
容
調
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
後
に
引
く
対
策
の
太
平
の
観
念

　
　
と
併
せ
考
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

，
③
注
②
参
照
。

　
④
凹
漢
讃
』
巻
八
、
宣
帝
紀
神
爵
二
年
秋
の
条
に
は
、
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秋
、
飼
発
日
遂
薫
先
賢
揮
将
二
人
衆
萬
除
｝
来
降
、
…
…
翼
翼
一
列
侯
幻

　
と
あ
り
、
同
霧
巻
九
十
闘
「
飼
奴
俵
（
上
）
に
は
、

　
　
日
逐
王
（
先
賢
揮
）
逆
鞘
握
締
胸
縫
単
予
一
タ
隙
、
即
率
山
影
衆
数
萬
騎
偏
・

　
　
漢
。
漢
君
門
矯
逐
王
一
為
二
婦
徳
侯
鱒

　
と
見
ゆ
。

⑤
『
漢
講
瓢
巻
八
、
寛
帝
紀
五
鳳
二
年
冬
十
｛
月
に
は
、

　
　
伺
奴
呼
陰
言
単
子
帥
レ
衆
来
降
、
封
為
二
列
侯
明

　
と
見
ゆ
。

⑥
段
煕
仲
氏
は
「
公
驚
動
秋
婁
班
渦
潮
探
掌
篇
（
『
中
華
文
史
論
叢
』
第
圏
輯
所

　
収
）
に
於
い
て
、
太
平
・
升
平
・
覇
代
（
衰
世
）
の
三
世
を
設
定
し
た
の
は
、
前

　
漢
後
期
の
学
奢
京
誘
で
あ
る
と
す
る
。

⑦
両
藩
の
関
係
を
示
す
例
を
二
、
三
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
○
既
に
触
れ
た
如
く
、
何
休
は
董
仲
傍
以
後
盛
ん
に
な
っ
た
識
緯
思
想
に
強
い
関

　
　
心
を
持
ち
、
緯
書
的
解
釈
が
縷
々
『
公
真
塗
打
陣
に
見
え
る
。
今
、
菰
子
と
春

　
　
秋
と
の
関
係
を
年
取
も
手
近
か
に
示
す
説
話
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、

　
　
夏
子
茸
雲
、
其
斑
夢
、
神
人
乗
レ
婁
、
自
一
泰
山
一
来
、
将
レ
止
於
峰
一
（
『
古
微

　
　
書
臨
巻
八
、
瓦
落
。
）
。
栂
凝
視
久
レ
之
。
忽
片
雲
墜
、
綾
羅
。
論
題
巷
皆
見
下
膚
二

　
　
五
色
鞭
び
覆
中
二
子
之
膳
上
焉
。
　
（
『
霜
微
樽
』
巻
藁
、
　
『
七
緯
臨
巻
工
十
三
、
春

　
　
至
悪
演
孔
図
〉

　
　
と
あ
る
。
三
秋
緯
の
斯
説
は
多
く
何
休
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
そ
の
思
想
体
系
の

　
　
構
成
要
素
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
春
秋
緯
に
煮
子
の
生
誕
待
の
様
子
を

　
　
こ
の
よ
う
に
神
秘
的
に
説
く
の
は
、
春
秋
家
（
こ
と
に
公
羊
家
）
と
煮
子
家
と

　
　
が
甚
だ
緊
密
な
関
一
係
を
持
つ
明
証
で
あ
る
。

　
○
又
、
公
羊
雲
三
重
十
五
年
の
松
注
に
、
懸
濁
法
思
想
を
述
べ
る
。
井
田
法
思
想

　
　
は
、
現
存
の
文
獣
か
ら
す
れ
ば
、
搬
子
の
独
錨
駒
な
理
想
で
あ
る
が
、
公
羊
家

　
　
は
之
を
以
っ
て
必
ず
し
も
之
と
は
関
係
の
な
い
「
初
税
レ
漱
」
以
下
の
債
に
対

　
　
し
て
注
解
を
施
す
の
で
あ
る
。
公
姻
家
が
澁
子
の
所
説
を
借
出
し
て
こ
の
よ
う

　
な
附
…
会
と
も
見
え
る
注
解
を
加
え
る
こ
と
は
、
両
者
の
学
問
酌
関
係
が
緊
密
で

　
あ
っ
た
こ
と
を
率
藏
に
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

○
公
母
家
の
所
謂
春
秋
の
筆
法
に
、
同
署
三
乱
世
【
反
柵
】
諸
董
L
、
略
し
て
簸
乱
反
正

　
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
之
を
搬
子
の
注
駅
家
趙
岐
は
そ
の
注
に
屡
ば
幽
い
て
い

　
る
。
例
え
ば
離
婁
章
句
（
下
）
の

　
故
詩
亡
、
春
秋
掻
ソ
乱
、
作
直
土
衰
世
榊
也
。

　
の
如
く
で
あ
る
。
こ
れ
も
荷
蒋
の
関
係
の
緊
密
ざ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
以
上
の
三
例
に
よ
っ
て
理
解
せ
ら
れ
る
如
く
、
孟
子
の
注
釈
家
が
公
羊
学
よ

　
り
学
説
を
借
用
し
、
公
羊
家
も
亦
孟
子
の
思
想
を
引
当
し
、
薫
子
の
生
誕
を
神

　
秘
化
す
る
以
上
、
顕
子
家
と
公
羊
家
と
が
無
関
係
で
あ
る
と
見
る
こ
と
は
出
来

　
な
い
で
あ
ろ
う
。
殊
に
後
漢
末
の
鷺
子
注
釈
家
趙
妓
は
、
『
後
漢
書
隔
本
伝
に

　
岐
少
明
ノ
経
、
有
二
二
三
司

　
と
あ
り
、
瓶
子
題
辞
に
も
、

　
今
諸
晒
者
往
往
三
二
同
説
レ
之
。
其
乾
霧
多
垂
暮
春
ソ
同
。
孟
子
以
来
菰
百
除
載
、

　
伝
ソ
之
蒋
亦
已
衆
多
。
…
…
乃
述
二
三
飯
ツ
聞
、
証
二
二
経
伝
嚇
為
篇
之
章
句
哺

　
と
あ
る
こ
と
よ
り
し
て
、
経
典
の
知
識
と
従
来
の
薫
子
家
の
諸
説
と
を
校
合
し

　
て
孟
子
章
句
を
作
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
従
っ
て
趙
岐
が
煮
子
に
注

　
釈
す
る
庸
愚
、
公
羊
学
か
ら
諸
々
の
概
念
を
欝
要
し
て
来
る
こ
と
は
有
り
得
べ

　
き
こ
と
で
あ
り
、
公
羊
家
の
説
く
概
念
と
煮
子
家
の
用
い
る
概
念
と
は
同
一
贋

　
語
に
関
す
る
限
り
、
略
ぼ
同
じ
意
味
内
容
を
持
つ
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
差
支

　
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
た
だ
、
断
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一
の
史
料
に
つ
い
て
、
糀
古

　
微
欝
隔
が
出
典
を
示
さ
ず
に
春
秋
緯
臼
玉
図
の
鉄
文
と
し
て
以
来
、
『
七
緯
臨
．

　
『
緯
撫
臨
・
『
玉
函
再
勝
白
峰
轡
』
義
緯
書
集
成
臨
に
琵
る
ま
で
、
全
て
『
古
微

　
需
』
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
従
っ
て
之
を
春
秋
二
二
孔
灘
の
所

　
説
と
し
て
春
秋
・
孟
子
家
の
関
係
を
証
す
る
に
は
若
干
危
険
が
伴
う
の
で
あ
る

　
が
、
　
『
古
微
細
躍
の
見
解
に
反
証
が
見
当
ら
な
い
現
在
、
一
応
こ
の
説
話
が
春
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（一）

　
秋
緯
演
孔
図
に
由
来
す
る
と
い
う
説
に
従
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

③
　
狩
野
燕
楼
氏
『
両
漢
学
術
考
隔
　
（
七
廻
頁
）
　
門
公
羊
学
と
漢
斜
」
に
は
、
こ
の

　
三
倣
の
比
定
に
つ
い
て
、
示
唆
的
な
記
述
が
あ
る
。

⑨
こ
の
三
世
に
つ
い
て
注
意
す
べ
き
は
、
何
休
の
呪
公
雫
解
詰
臨
で
は
、

　
　
故
泰
秋
据
ソ
哀
録
〆
隠
、
上
治
ユ
祖
彌
一
所
謝
以
二
糠
閥
十
二
年
｝
齋
、
販
二
法
十
二

　
　
公
州
天
数
縮
足
、
著
二
治
法
式
司
（
隠
公
元
年
十
二
月
「
公
子
益
師
卒
扁
注
）

　
と
あ
り
、
又
、

　
　
：
：
明
春
秋
寒
道
、
亦
灘
二
三
王
稿
非
二
窪
仮
ツ
周
、
以
為
レ
漢
舗
筒
欝
。
　
（
雛
公

　
　
王
年
春
正
月
、
　
「
公
会
斉
上
子
凝
一
二
）

　
と
あ
り
、
漢
と
い
う
現
代
を
基
点
と
す
る
、
い
わ
ば
罰
時
代
央
酌
親
点
よ
り
論
ぜ

　
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
鼠
か
ら
鷹
史
は
自
己
の
立
脚
す
る
時
点
に
向
っ

　
て
、
更
に
そ
れ
を
越
え
て
発
展
す
る
と
い
う
見
解
が
導
き
出
さ
れ
る
可
能
性
が
生

　
れ
る
。
し
か
し
後
述
す
る
魏
く
そ
れ
は
飽
く
ま
で
も
五
行
説
的
循
環
論
の
枠
内
で

　
の
可
能
性
で
あ
る
こ
と
を
注
意
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

⑩
公
羊
伝
「
隠
公
第
｛
」
の
猿
戸
の
疏
に
は
、
「
案
春
秋
説
」
と
し
て
こ
の
文
を

　
引
く
。
『
古
微
書
』
港
十
二
で
は
之
を
赤
秋
緯
漢
含
華
の
扶
文
と
し
、
『
玉
函
肉

　
房
輯
扶
警
』
・
㎎
緯
君
集
成
』
等
、
管
『
古
微
嘗
賄
の
説
を
踏
襲
し
て
い
る
。
今
は

　
『
古
駅
需
』
、
に
従
う
。

⑪
　
「
五
行
対
」
・
「
天
辮
在
人
」
篇
の
二
文
は
、
何
れ
も
董
仲
錺
の
説
と
は
認
め
ら

　
れ
な
い
も
の
で
は
あ
る
が
、
竃
行
絹
生
説
の
所
説
を
最
も
よ
く
示
す
も
の
で
あ
り
、

　
何
休
の
用
い
た
絹
生
説
の
理
解
を
助
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
に
ご
Σ
に
引
用

　
す
る
こ
と
に
す
る
◎

三
、
二
つ
の
籟
環
論
の
成
立

公
羊
学
に
於
け
る
循
環
論
的
歴
史
哲
単
の
成
立

　
右
に
述
べ
た
如
く
、
公
羊
学
の
張
三
世
説
は
本
来
循
環
論
の
範
鱒

で
理
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
歴
史
哲

学
は
戦
国
以
来
の
中
圏
固
有
の
思
想
約
伝
統
を
継
承
し
発
展
さ
せ
た

も
の
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
右
に
於
い
て
私
は
極
く
大
ま
か
に
三
代
に
於
け
る
公
羊
的
歴
史
哲

学
の
発
展
と
、
そ
れ
を
育
ん
だ
社
会
約
環
境
を
歴
史
的
に
辿
っ
て
み

た
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
於
い
て
戦
園
以
来
の
思
想
の
大
き
な
流
れ

と
時
代
の
大
き
な
展
開
・
転
換
と
共
に
生
れ
て
来
た
公
羊
的
歴
史
哲

学
の
時
代
性
に
つ
い
て
考
察
し
、
更
に
恐
恐
的
公
羊
学
と
同
時
的
に

存
在
し
た
そ
れ
と
は
異
質
の
歴
史
哲
学
と
の
比
較
に
於
い
て
そ
の
歴

史
学
学
の
性
格
規
定
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
東
遷
し
て
以
来
、
周
王
覇
の
政
治
権
力
に
昔
臼
の
薦
影
は
な
く
、

藩
屏
た
る
諸
侯
の
勢
力
が
増
大
し
た
。
そ
し
て
春
秋
時
代
に
は
こ
の

傾
向
は
一
層
著
し
く
な
っ
た
。

天
下
有
レ
道
、
則
礼
楽
征
伐
、
自
鳳
天
子
一
出
。
天
下
無
レ
道
、
則
礼
楽
狂
伐
、

緕
　
諸
侯
　
出
。
」
農
麹
醐
侯
一
嵐
、
望
事
世
希
レ
不
レ
失
契
。
痛
＝
大
夫
一
礁
、

五
世
希
レ
不
レ
失
　
。
陪
臣
執
＝
羅
命
ハ
三
世
希
レ
不
レ
失
爽
。
（
『
論
語
』
季

氏
）
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と
い
う
孔
子
の
雷
葉
は
、
こ
の
現
実
の
秩
序
の
乱
れ
を
図
の
あ
た
り

に
し
て
閉
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
そ
の
藷
調
か
ら
し
て
容

易
に
理
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
天
子
の
権
威
は
地
に
堕
ち
、
諸
侯
が

領
土
の
争
奪
を
重
ね
、
し
か
も
諸
侯
の
下
に
大
夫
は
国
政
を
左
右
し
、

陪
臣
が
国
柄
を
握
る
と
い
う
弱
肉
強
食
・
下
剋
上
が
年
ム
年
と
度
を

加
え
た
。
そ
し
て
無
纂
の
人
民
は
そ
れ
に
よ
っ
て
塗
炭
の
苦
し
み
に

陥
り
、
樽
に
賢
君
・
賢
人
の
出
現
を
聞
い
て
は
国
境
を
移
す
程
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
政
治
の
欠
如
と
人
民
の
流
亡
と
い
う
現
実
を
欝

の
前
に
し
て
、
春
秋
・
戦
国
時
代
の
政
治
・
思
想
家
た
ち
は
、
之
を

如
何
に
し
て
救
う
か
と
い
う
こ
と
に
腐
心
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し

て
彼
ら
に
主
張
せ
ら
れ
た
の
が
、
如
何
に
政
治
を
鳳
復
す
る
か
と
い

う
政
治
論
で
あ
り
、
未
来
に
対
す
る
理
想
で
あ
っ
た
。
勿
論
、
こ
の

政
治
論
も
、
中
国
人
の
常
と
し
て
、
漠
然
と
し
た
空
想
を
説
く
よ
り

も
、
多
く
は
過
去
の
事
実
に
偏
り
て
理
想
社
会
を
説
く
も
の
で
あ
っ

た
が
、
政
治
論
が
こ
の
所
謂
歴
史
に
よ
っ
て
説
か
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

入
々
の
歴
史
に
対
す
る
関
心
は
急
速
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
子
張
の
孔
子
に
対
す
る
「
十
世
可
レ
知
也
P
」
と
い
う
問
い

は
、
こ
う
し
た
歴
史
に
対
す
る
関
心
か
ら
生
れ
た
未
来
へ
の
展
望
の

要
求
で
あ
り
、
孔
子
の

　
股
因
漏
於
夏
礼
嚇
所
望
損
益
一
可
レ
知
也
。
周
因
漏
於
股
妙
品
所
当
損
益
一
可
γ
知

　
也
。
直
壁
属
継
レ
周
回
嚇
難
昌
百
世
一
亦
可
レ
知
也
。
　
（
為
政
）

と
い
う
解
答
は
、
そ
の
よ
う
な
未
来
へ
の
展
望
に
原
理
的
に
論
及
し

た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
未
来
へ
の

展
望
は
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
家
の
歴
史
観
・
政
治
哲
学
に
基
礎
を
置
く

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
孔
子
の
歴
史
哲
学
は
右

の
遅
き
原
理
論
で
あ
り
、
現
存
の
信
じ
得
る
文
献
に
よ
る
限
り
、
そ

れ
以
上
に
は
出
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
孔
子
以
後
の
諸
家
の
所
説

に
は
、
よ
り
積
極
的
に
明
確
に
各
々
の
歴
史
哲
学
が
現
わ
れ
て
来
る
。

当
然
私
は
以
下
に
於
い
て
戦
国
諸
子
の
歴
史
哲
学
を
論
ず
べ
き
で
あ

る
が
、
し
か
し
そ
れ
ら
の
歴
史
哲
学
を
詳
細
に
羅
列
す
る
こ
と
は
、

行
論
の
上
か
ら
冗
長
で
あ
り
不
必
要
で
も
あ
る
。
従
っ
て
私
は
妾
葡
、

公
羊
学
と
関
係
の
深
い
孟
子
の
所
説
を
主
に
、
そ
れ
と
の
関
連
に
於

い
て
一
二
の
思
想
家
に
つ
い
て
極
く
簡
単
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

　
上
述
の
如
く
、
孔
子
に
於
い
て
は
未
来
に
対
す
る
原
理
的
な
展
望

と
い
う
形
で
歴
史
意
識
が
示
さ
れ
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
孔
子
の

孫
の
子
思
及
び
そ
の
門
人
を
経
て
孟
子
に
至
る
と
、
こ
の
原
則
は
よ

り
歴
史
的
に
理
念
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
最
も
端
的
な
表
現

が
、
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天
下
之
生
久
桑
。
　
一
治
一
㌶
：
：
：
（
膿
文
公
．
下
）

と
い
う
有
名
な
章
句
で
あ
る
。
つ
ま
り
孟
子
は
歴
史
を
治
と
乱
の
二

つ
の
相
次
麿
す
る
要
素
よ
り
構
成
さ
れ
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
こ

の
考
え
は
別
の

　
三
代
之
得
一
㎜
天
下
一
也
以
レ
仁
。
二
言
昌
天
下
一
也
以
二
不
仁
司
岡
之
所
瓢
以
廃

　
興
存
亡
一
蓋
凝
然
。
　
（
離
婁
．
上
）

と
い
う
表
現
と
併
せ
考
え
る
な
ら
、
よ
り
具
体
的
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

天
下
は
仁
老
に
よ
っ
て
治
ま
り
、
不
仁
者
に
よ
っ
て
乱
れ
る
と
見
る

の
で
あ
る
。
恐
ら
く
こ
の
治
と
乱
と
を
歴
史
の
構
成
要
素
と
考
え
る

見
解
は
、
尚
古
思
想
の
普
遍
的
で
あ
っ
た
当
時
と
し
て
は
特
異
な
も

の
で
あ
り
、
歴
史
を
そ
の
単
調
性
よ
り
救
う
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
治
と
乱
と
に
よ
り
歴
史
が
展
開
す
る
と
い
う
考
え
は
仁

と
不
仁
と
い
う
観
念
に
密
接
に
繋
が
る
以
上
、
孟
子
の
倫
理
的
思
想

体
系
の
外
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
彼
は
之
を
別
に
、

　
順
レ
天
者
存
、
逆
レ
忍
者
亡
。
　
（
離
婁
・
上
）

と
も
い
う
の
で
あ
る
。
天
に
違
う
と
は
書
志
を
換
え
れ
ば
、

　
尽
繍
其
心
一
者
知
漏
其
性
｝
也
。
知
昌
其
性
一
贈
知
レ
天
英
。
存
昌
其
心
一
養
昌
其
性
碗

　
所
コ
以
事
窄
天
也
。
　
（
尽
心
．
上
）

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
性
を
知
る
こ
と
が
天
を
知
る
こ
と
で
あ
り
、

性
を
養
う
こ
と
が
天
に
事
へ
る
所
以
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
天
に
順

う
と
は
性
を
養
正
す
る
こ
と
に
外
な
ら
な
い
。
又
、
心
を
内
面
的
に

究
め
る
と
遂
に
は
性
に
達
し
、
こ
の
性
を
知
る
こ
と
が
即
ち
天
を
知

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
盤
は
人
間
精
神
の
最
も
本
質
的
な

も
の
で
あ
り
、
こ
の
本
質
に
於
い
て
人
は
天
と
繋
が
り
を
持
つ
の
で

あ
る
。
こ
の
人
の
中
核
た
る
性
こ
そ
即
ち
善
な
る
性
で
あ
り
、
そ
の

外
延
が
心
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
而
も

　
霜
子
所
レ
性
、
仁
義
礼
智
、
根
昌
翻
心
鱒
　
（
二
心
・
上
）

　
仁
義
礼
智
、
非
語
感
レ
外
事
亨
我
也
。
我
圃
有
レ
之
也
。
非
レ
思
耳
婁
。
（
庶
子
．
上
）

と
あ
る
の
を
併
せ
考
え
る
な
ら
、
こ
の
心
の
正
し
い
表
出
と
し
て
仁

義
礼
智
が
あ
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
こ
の
四
つ
の
徳
目
も
善
性
よ

り
分
化
し
た
も
の
と
考
え
得
る
で
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
人
が
先
天

的
・
主
語
的
に
有
す
る
性
を
養
正
す
れ
ば
、
各
人
は
以
上
の
四
徳
爵

を
備
え
た
霜
子
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
又
か
く
あ
る
こ
と
が
天
意
に

称
う
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
か
か
る
君
子
が
立
っ
て
道
を
修
め
天
下

を
導
く
と
き
、
初
め
て
庶
民
は
道
を
得
て
邪
悪
な
き
太
平
の
天
下
が

招
来
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
衰
世
、
邪
説
に
毒
さ
れ
る
と
、
忽
ち
に
し
て
人
々
の
善
性
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の
心
へ
の
反
映
は
見
ら
れ
な
く
な
り
、
四
つ
の
徳
昌
は
顕
れ
ず
、
世

は
そ
の
た
め
に
暗
黒
と
な
る
の
で
あ
る
。
孟
子
の
雷
葉
で
表
現
す
れ

ば
、

　
批
劇
道
微
、
邪
説
暴
行
有
レ
作
。
　
（
膿
文
公
・
下
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
こ
の
固
有
の
心
の
発
露
が
楊
・
墨
家

等
の
邪
説
に
よ
っ
て
蔽
覆
さ
れ
、
仁
義
磁
北
が
社
会
か
ら
消
え
去
る

か
ら
で
あ
る
。
要
す
る
に
邪
説
を
信
ず
る
こ
と
は
、
人
の
本
性
に
反

す
る
態
度
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
従
っ
て
天
に
も
逆
ら
う
こ
と
に
な

る
か
ら
、
君
主
一
身
か
ら
雷
え
ば
天
下
を
失
し
、
社
会
的
に
見
れ
ば

乱
世
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
か
く
て
一
度
び
仁
義
が
嚢
え
乱
世
と
な
っ
て
も
、
世
は

永
久
に
嚢
乱
の
状
態
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
又
、
衰
乱
は
時
代
を

追
っ
て
悪
化
す
る
の
で
も
な
い
。
人
が
遍
く
善
性
を
先
天
的
に
有
す

る
以
上
、
　
一
時
的
に
は
如
何
に
邪
説
に
毒
さ
れ
、
悪
人
に
な
っ
て
い

て
も
、
や
が
て
は
そ
の
本
性
を
圏
復
す
る
時
が
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

そ
し
て
人
々
が
挙
げ
て
本
性
を
國
復
し
、
全
て
が
善
性
を
塁
す
る
時
、

社
会
秩
序
の
整
斉
が
結
果
し
、
か
く
し
て
世
は
太
平
と
な
る
の
で
あ

る
。
而
も
孟
子
の
場
合
、
周
知
の
如
く
、

　
由
二
塁
舜
｝
至
昌
於
湯
｛
五
百
有
余
歳
。
…
…
由
レ
湯
至
篇
於
垂
穂
丙
五
百
有

　
余
歳
。
…
…
由
漏
話
王
｝
至
昌
於
孔
子
嚇
五
酉
有
余
歳
。
…
…
（
尽
心
・
下
）

と
い
う
の
で
あ
っ
て
、
治
世
は
略
ぽ
五
百
年
毎
に
出
現
す
る
の
で
あ

る
。　

要
す
る
に
孟
子
に
あ
っ
て
は
乱
世
と
い
う
も
永
続
的
の
も
の
で
は

な
く
、
常
に
よ
り
よ
き
世
へ
と
指
向
す
る
一
つ
の
踏
台
に
過
ぎ
な
い
。

乱
と
治
と
は
、
か
く
て
相
互
に
媒
介
し
合
い
乍
ら
、
歴
史
を
絶
え
間

な
く
展
開
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
観
念
的
に
は
右
の
如
き
理
論
は
可
能
で
あ
る
。
然
ら
ば
彼
の
理
解

す
る
歴
史
の
実
際
に
照
し
て
、
こ
の
理
論
は
果
し
て
妥
湿
性
を
持
つ

か
否
か
。

　
先
ず
歴
代
王
朝
の
支
配
圏
の
大
き
さ
に
つ
い
て
、
彼
は
、

　
夏
屠
・
股
・
周
之
盛
、
地
未
レ
有
丁
過
＝
千
里
｝
響
上
也
。
面
斉
有
属
外
地
　
爽
。

　
（
公
孫
丑
り
上
）

と
述
べ
る
。
そ
し
て
斉
を
含
め
た
正
時
の
天
下
の
構
勢
に
つ
い
て
、

　
海
内
満
地
、
遅
筆
導
者
九
。
斉
集
有
昌
其
一
司
（
梁
患
王
・
上
）

と
言
う
の
で
あ
る
。
即
ち
孟
子
に
於
い
て
は
歴
史
事
実
か
ら
も
こ
の

理
論
は
検
証
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
申
燭
祇
会
の
領
域
は
時
代
を
追

っ
て
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
斉
の
如
き
は
古
昔
の
夏
・
毅
・
周
す
ら
及

ば
ぬ
大
国
で
あ
る
が
、
今
で
は
か
か
る
大
園
が
九
つ
も
あ
る
と
い
う
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の
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
こ
に
い
う
九
な
る
数
字
は
井
田
法
思
想
と
の

関
連
の
下
に
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
ら
、
孟
子
の
当
時
か
か

る
九
大
国
が
現
実
に
存
在
し
た
と
は
直
ち
に
認
め
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
し
か
し
夏
・
股
・
周
・
現
代
へ
と
漸
次
社
会
の
規
模
が
拡
大
す

る
と
見
る
孟
子
の
歴
史
観
の
発
展
的
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
は

　
　
隔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
い
で
あ
ろ
う
。
而
も
こ
の
九
大
国
は
や
が
て
二
に
定
ま
る
」
と

い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
言
を
、

及
漏
紺
愚
身
｛
天
下
又
大
乱
。

　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　

其
君
雨
…
…
減
レ
国
者
五
十
。

（
説
文
公
・
下
）

周
公
相
繍
武
王
↓
訣
レ
紺
伐
レ
奄
。
三
年
討
昌

駆
昌
虎
豹
障
象
二
m
遠
レ
之
、
天
下
大
悦
。

と
あ
る
の
と
併
せ
考
え
る
な
ら
、
斉
よ
り
小
さ
き
周
の
天
下
一
統
に

際
し
て
ざ
え
五
十
国
を
滅
し
た
、
そ
し
て
将
来
斉
と
同
一
規
模
の
九

大
圏
が
一
に
統
合
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
乱
と
治
と

は
周
～
の
規
模
で
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
乱
を
媒
介
に
統
一

（
治
）
は
よ
り
大
に
な
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
孟
子

に
は
将
来
に
未
曾
有
の
大
帝
国
の
出
現
が
予
想
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
而
も
こ
の
大
一
統
の
翼
壁
こ
そ
即
ち
先
述
の
、
善
人
が
支
配

し
善
人
の
集
合
せ
る
世
界
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X

　
な
お
、
孟
子
の
後
、
か
の
荷
子
が
こ
の
性
善
説
を
反
駁
し
た
こ
と

は
余
り
に
も
有
名
で
あ
る
が
、
今
、
行
論
の
便
宜
上
、
彼
の
歴
史
意

識
を
知
る
た
め
に
、
彼
の
性
論
か
ら
考
察
す
る
。
先
ず
葡
子
は
次
の

如
く
論
ず
る
。

　
今
人
之
性
、
生
蒲
膚
レ
好
レ
利
焉
。
順
レ
是
、
故
争
奪
生
痕
辞
譲
亡
焉
。
…
…

　
然
鋼
従
昌
．
人
之
性
↓
順
昌
人
之
情
嚇
二
業
昌
於
争
奪
↓
合
昌
於
犯
レ
分
蹴
》
理
、

　
面
帰
二
二
暴
｝
。
故
必
将
有
菖
師
法
之
化
、
礼
義
臣
道
↓
然
後
出
漏
於
辞
譲
一

　
合
扁
於
文
理
ハ
而
帰
一
総
書
記
（
『
筍
子
』
巻
＋
七
、
性
悪
）

と
。
覇
…
子
に
把
握
さ
れ
た
性
は
、
孟
子
の
内
面
的
主
語
的
な
性
に
対

し
て
、
寧
ろ
外
面
的
述
語
的
な
情
欲
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
彼
が
人
性

を
こ
の
よ
う
に
把
握
す
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
君
過
し
て
は
な
ら
な

い
の
が
次
の
二
点
で
あ
る
。
一
は
、

　
入
之
生
、
不
レ
能
ゲ
無
・
群
。
　
（
二
六
、
冨
国
）

と
い
う
如
く
、
人
が
群
棲
の
本
能
を
持
つ
こ
と
で
あ
り
、
二
は
、

　
天
下
害
生
二
縦
欲
雨
垂
悪
質
レ
物
、
欲
多
立
物
寡
、
寡
瑚
必
争
夷
。
（
富
圏
）

と
あ
る
如
く
、
人
欲
と
財
貨
の
蚤
の
不
対
応
で
あ
る
。
こ
の
二
点
は

人
に
固
有
の
本
能
で
あ
り
乍
ら
、
全
く
矛
盾
的
で
あ
る
。
人
が
そ
の

本
能
よ
り
群
棲
す
る
と
し
て
、
そ
の
群
棲
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
は
、
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人
欲
に
対
応
す
る
財
貨
は
か
な
り
の
分
量
を
必
要
と
す
る
。
し
か
し

実
際
に
は
そ
れ
を
満
た
す
だ
け
の
財
貨
は
、
自
然
の
好
条
件
に
恵
ま

れ
た
上
で
も
、
容
易
に
は
得
ら
れ
な
い
。
而
も
欲
望
に
は
限
度
が
な

い
か
ら
、
欲
望
を
放
任
す
る
な
ら
ば
、
財
貨
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生

ず
る
。
葡
子
は
こ
の
群
棲
と
恣
欲
の
所
謂
性
の
悪
な
る
人
魂
を
前
提

と
し
、
こ
の
悪
性
を
礼
に
よ
っ
て
後
天
的
に
矯
正
し
、
社
会
を
人
為

的
に
秩
序
づ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
従
っ
て
筍
子
に
於
い
て
は

人
性
の
船
飾
さ
れ
な
い
、
又
そ
れ
を
整
え
る
礼
法
の
な
い
時
代
ほ
ど

乱
れ
、
礼
の
習
得
が
盛
ん
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
世
の
中
は
治
ま
る

こ
と
に
な
る
。
但
し
そ
の
場
合
、

　
…
…
古
今
一
度
也
。
類
不
レ
悼
、
雛
レ
久
同
伊
理
。
　
（
巻
三
、
非
根
）

と
い
う
斉
世
の
観
念
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
礼
義
仁
（
徳
）

の
習
得
と
顕
現
の
普
遍
化
が
治
世
と
な
り
、
そ
れ
ら
の
消
滅
が
乱
世

と
な
る
と
い
う
、
孟
子
と
一
脈
相
通
ず
る
歴
史
観
が
こ
こ
か
ら
導
き

出
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
筍
干
の
弟
子
で
あ
っ
た
韓
非
子
は
、
米
子
の
欲
望
と
物

と
の
不
均
衡
か
ら
争
い
が
生
ず
る
と
い
う
主
張
を
更
に
提
し
進
め
、
．

争
い
の
必
然
性
を
人
口
論
に
よ
っ
て
説
明
し
た
。
韓
非
子
は
比
較
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

佳
み
易
い
時
代
か
ら
、
徐
肉
に
住
み
難
い
世
に
な
っ
た
必
然
性
を
、

古
心
丈
夫
不
レ
耕
、
草
木
之
実
足
レ
食
也
。
婦
人
不
レ
織
、
禽
獣
之
継
足
レ
衣

落
。
不
レ
華
レ
力
而
養
足
、
人
罠
少
蒲
財
有
レ
余
、
故
民
習
レ
争
。
是
以
厚
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

不
レ
行
、
重
罰
不
レ
爾
、
蒲
民
熱
治
。
」
今
人
有
二
五
子
嚇
不
レ
為
レ
多
。
子
又

む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ご
　
　
む
　
　
む

有
属
五
子
↓
大
父
宋
レ
死
籍
有
漏
二
十
五
民
望
是
堅
人
民
衆
爺
貨
財
寡
、
事

　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　

力
労
而
供
養
薄
、
義
足
争
。
　
（
『
韓
非
子
縣
巻
十
九
、
五
醸
）

と
論
ず
る
。
つ
ま
り
人
口
が
幾
何
級
数
的
に
増
加
す
る
の
に
対
し
て
、

財
貨
が
そ
れ
に
比
例
し
て
増
え
な
い
。
そ
こ
か
ら
争
い
や
乱
が
生
ず

　
　
　
　
　
　
　
③

る
と
す
る
の
で
あ
る
。
彼
は
筍
子
の
礼
で
は
到
底
社
会
は
治
め
得
な

い
こ
と
を
覚
っ
た
の
で
あ
る
。
か
く
て
韓
非
子
は
礼
と
い
う
社
会
的

規
範
よ
り
も
更
に
強
調
力
の
大
き
い
法
を
提
窪
し
、
こ
の
法
の
普
遍

的
な
社
会
的
雲
華
と
施
行
に
よ
っ
て
社
会
秩
序
を
維
持
し
よ
う
と
考

え
た
の
で
あ
る
。
彼
の
歴
史
観
は
従
っ
て
時
代
が
降
る
ほ
ど
悪
化
し

得
る
可
能
性
を
持
つ
が
、
し
か
し
法
の
普
及
が
実
現
す
れ
ば
治
平
を

結
果
す
る
こ
と
が
串
来
る
の
で
あ
り
、
又
そ
の
実
現
が
彼
の
詳
覧
で

も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
以
上
、
菰
子
以
後
、
萄
子
と
韓
非
子
を
取
り
上
げ
、
孟
子
の
性
善

説
に
対
し
て
提
撮
さ
れ
た
人
性
論
と
そ
れ
に
本
つ
く
歴
史
哲
学
の
あ

る
べ
き
姿
を
概
略
し
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
性
善
説
批
判
は
確
か
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に
一
面
の
真
を
把
え
て
い
る
と
は
い
え
、
性
悪
な
る
人
に
し
て
教
化

又
は
統
治
し
得
る
と
い
う
可
能
性
を
認
め
た
点
に
於
い
て
性
に
善
な

る
要
素
の
存
在
す
る
こ
と
を
否
定
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の

斜
な
る
資
質
の
存
在
に
注
薗
し
て
之
を
本
に
政
治
哲
学
・
歴
史
哲
学

を
説
い
た
の
が
董
仲
好
で
あ
る
。
彼
は
人
性
に
つ
き
、

　
性
者
天
質
之
僕
也
。
善
者
王
教
之
化
膿
。
無
昌
其
質
一
期
王
綿
繭
レ
能
レ
化
。

　
無
晩
蒔
王
教
一
硝
質
穫
不
ゲ
能
レ
善
。
（
『
春
秋
塁
砦
』
巻
十
、
実
性
）

と
述
べ
、
又

　
天
生
レ
民
、
性
有
轟
獄
質
薦
未
v
能
レ
善
。
於
レ
是
為
レ
之
立
レ
王
面
識
レ
之
。
此

　
天
意
也
。
民
受
払
宋
レ
善
之
性
器
天
嚇
而
退
受
昌
成
レ
性
之
教
論
罪
⑩
王
承
瓢

　
天
意
一
新
レ
成
篇
民
之
性
一
為
レ
任
命
也
。
…
…
万
民
之
性
、
荷
幽
幽
善
、
跡
目

　
忍
受
レ
命
尚
何
任
。
　
（
巻
十
、
深
察
名
号
）

と
も
述
べ
る
。
要
す
る
に
性
は
善
と
な
り
得
る
素
質
で
あ
り
、
人
民

は
そ
れ
を
天
か
ら
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
素
質
を
善
に
ま
で
高
め
る
の

が
王
教
で
あ
り
、
王
は
そ
の
教
化
を
天
か
ら
一
任
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
従
っ
て
人
民
の
持
つ
素
質
を
善
に
高
め
る
こ
と
に
成
功
す
る

か
否
か
が
治
乱
成
敗
の
岐
れ
肩
と
な
る
。
孟
子
は
覆
わ
れ
た
善
性
を

露
呈
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
治
世
が
招
来
さ
れ
る
と
見
た
が
、
善

性
の
素
質
の
育
成
と
治
乱
成
敗
と
を
結
び
つ
け
る
限
り
、
孟
子
に
見

ら
れ
た
人
性
論
に
基
づ
く
一
治
一
塁
の
歴
史
哲
学
は
、
董
仲
斜
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

統
の
循
環
♪
、
2
主
と
す
る
歴
史
哲
学
に
於
い
て
も
、
姿
を
変
え
て
働
い

て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

　
公
羊
学
的
歴
史
哲
学
の
成
立
に
至
る
歴
史
は
点
描
的
に
右
の
如
く

把
握
さ
れ
得
る
が
、
然
ら
ば
こ
の
董
仲
野
及
び
何
休
を
含
め
て
公
下

家
の
歴
史
哲
学
は
如
何
な
る
歴
史
的
意
義
を
持
つ
で
あ
ろ
う
か
。
こ

の
場
合
、
意
義
づ
け
を
よ
り
明
確
に
す
る
た
め
に
、
特
に
形
式
の
上

か
ら
孟
子
の
発
展
的
歴
史
哲
学
と
主
と
し
て
何
休
の
循
環
的
歴
史
哲

学
の
関
係
を
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
既
に
論
述
し
た
如
く
、
孟
子
の
歴
史
哲
学
と
野
選
の
そ
れ
と
は
一

見
全
く
枳
反
す
る
立
場
を
採
る
か
の
如
く
で
あ
る
。
し
か
し
孟
子
が

治
と
乱
と
の
相
互
媒
介
に
よ
る
歴
史
的
発
展
を
説
き
、
悪
態
が
衰
乱

と
太
平
と
を
や
は
り
歴
史
の
構
成
要
素
と
す
る
点
に
於
い
て
、
両
者

の
歴
史
哲
学
は
共
通
の
論
理
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

両
者
の
決
定
的
な
二
心
点
は
、
こ
の
共
通
の
論
理
の
上
に
築
か
れ
た

過
去
か
ら
現
在
を
経
て
未
来
に
至
る
展
望
に
あ
る
。
こ
の
歴
史
的
町

鳶
の
相
違
こ
そ
両
者
の
立
場
を
分
け
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。
然
ら
ば
孟
子
と
侮
休
と
は
こ
の
共
通
点
と
相
違
点
と
を
も
と

に
如
何
に
歴
史
的
に
位
躍
づ
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
先
ず
客
観
的
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歴
史
的
情
勢
か
ら
考
察
し
て
、
次
の
よ
う
に
い
っ
て
差
支
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
孟
子
の
思
想
は
、
分
裂
期
の
、
中
国
の
統
一
を
理
想
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
政
治
権
力
か
ら
庭
藤
な
立
場
よ
り
説
か
れ
、
か
く

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
春
鳥
の
下
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
然
る

に
京
房
・
何
休
の
時
代
に
は
、
こ
の
理
想
と
す
る
世
界
は
漢
と
い
う

王
朝
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
蓋
時
の
世
界
観
か
ら

す
れ
ば
、
も
は
や
こ
れ
以
上
の
大
統
一
世
界
は
あ
り
得
な
い
。
而
も

公
羊
学
は
臓
器
の
御
用
学
間
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等

は
歴
史
の
発
展
は
漢
覇
に
至
っ
て
極
ま
り
完
結
し
た
と
君
倣
さ
ね
ば

な
ら
な
い
立
場
に
澱
か
れ
た
の
で
あ
る
。
、
既
に
発
展
の
余
地
を
認
め

な
い
と
す
れ
ば
、
歴
史
は
爾
後
こ
の
統
一
を
維
持
す
る
か
、
或
い
は

分
裂
に
陥
る
か
以
外
に
は
考
え
ら
れ
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
循

環
論
の
導
入
さ
れ
る
根
拠
が
存
す
る
。
公
兵
家
が
陰
陽
五
行
説
を
以

っ
て
王
朝
の
交
替
を
説
く
根
拠
は
正
に
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
の
で

あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
よ
う
な
歴
史
哲
学
の
思
想
的
変
化
は
、
愚
時
一
般

の
思
想
界
の
実
湾
と
も
密
接
に
関
係
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
孟
子
の

時
代
は
、

楊
墨
之
道
管
レ
息
、
孔
子
之
道
不
レ
著
、
　
（
『
孟
子
隔
記
文
公
・
下
）

と
い
う
彼
の
焦
燥
と
嘆
息
の
入
り
混
つ
た
言
葉
に
よ
っ
て
窺
わ
れ
る

如
く
、
楊
・
墨
・
陰
陽
・
農
家
等
の
諸
家
と
食
う
か
食
わ
れ
る
か
の

激
烈
な
闘
争
を
演
じ
て
い
た
時
代
で
あ
り
、
彼
は
儒
家
的
純
粋
性
を

堅
持
す
る
こ
と
を
以
っ
て
己
の
使
命
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
然
る

に
戦
国
末
・
秦
の
統
一
前
後
よ
り
、
思
想
界
も
変
化
を
生
じ
、
諸
家

の
純
粋
性
を
堅
持
す
る
態
度
は
崩
れ
、
却
り
て
秦
の
下
民
春
秋
・
漢

の
潅
出
子
の
如
き
綜
合
約
な
学
風
の
尊
ば
れ
る
傾
向
が
生
じ
た
。
時

代
の
趨
勢
と
し
て
落
命
生
・
董
仲
繕
以
下
の
公
羊
家
の
思
想
に
も
、

そ
の
綜
合
的
な
傾
向
は
顕
わ
れ
ざ
る
を
得
な
い
。
面
も
陰
陽
五
行
説

は
当
時
合
理
的
思
想
と
臼
さ
れ
て
い
た
か
ら
、
こ
れ
を
公
羊
学
に
用

い
る
こ
と
は
、
思
想
的
に
も
進
歩
性
を
附
与
す
る
こ
と
に
な
る
。
同

時
に
か
く
す
る
こ
と
は
、
発
展
と
い
う
概
念
の
持
つ
不
安
定
性
を
脱

し
て
、
閲
定
化
・
体
系
化
す
る
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
察
す
る
な
ら
、
孟
子
の
発
展
的
歴
史
哲
学
の
完
結
さ
れ
た

姿
を
、
公
羊
学
、
中
で
も
何
休
公
羊
学
の
歴
史
哲
学
に
見
出
す
こ
と

が
出
来
る
と
い
・
て
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
袖

①
趙
岐
は
こ
れ
に
、
「
厚
子
謂
仁
政
為
一
也
。
」
と
注
し
て
い
る
が
、
今
は
取
ら
な

　
い
。
焦
循
『
熊
子
正
義
』
（
梁
恵
王
・
上
）
の
疏
に
従
う
。

②
　
例
え
ば
韓
非
子
は
、

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
上
古
競
二
於
道
徳
嚇
中
世
逐
二
於
智
謀
嚇
当
今
争
二
尊
気
力
鱒
（
五
巌
）

93 （411）



　
の
如
き
歴
史
意
識
を
持
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
次
に
引
く
一
文
と
も
深
い
関
連
を
持

　
つ
。

③
胡
寄
窃
氏
『
中
礪
経
済
思
想
史
』
（
上
）
顯
六
九
頁
。

④
本
稿
館
二
章
駈
引
の
薦
友
薩
氏
の
熱
論
に
見
ゆ
。
尚
、
詳
凝
に
つ
い
て
は
重
訳

　
俊
郎
氏
「
董
一
二
日
婿
研
究
」
　
（
『
周
三
田
心
想
研
馴
究
』
　
一
山
ハ
四
羅
貝
以
下
・
）
　
を
戸
毎
昭
…
。

⑤
以
上
、
私
は
霊
子
の
歴
史
誓
学
と
の
比
較
を
、
主
と
し
て
後
漢
宋
の
何
休
に
体

　
系
化
さ
れ
る
公
羊
学
の
歴
史
学
学
を
以
っ
て
行
っ
て
来
た
。
そ
れ
は
『
春
秋
繁
露
』

　
の
中
の
気
休
『
公
羊
解
詰
臨
に
合
致
す
る
思
想
の
存
在
と
、
京
欝
に
よ
っ
て
三
世

　
説
が
定
立
さ
れ
た
と
い
う
事
実
と
に
よ
っ
て
、
略
ぽ
前
漢
末
に
は
右
の
よ
う
な
歴

　
史
懲
学
が
形
成
さ
れ
て
い
た
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
笑
際
に
は
肩
休
の

　
歴
史
哲
学
は
、
恐
ら
く
後
漢
初
の
頚
漢
論
と
も
無
関
係
で
は
な
く
、
そ
れ
を
彼
の

　
簾
史
鴛
学
成
立
の
一
つ
の
要
閃
と
し
て
加
う
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
を
指
摘

　
す
る
に
鑑
め
る
。

　
二
　
後
漢
初
期
に
於
け
る
頽
漢
恩
想

（　
　
　
　
一
終
末
論
約
循
環
論
成
立
の
前
提
…
i

　
さ
て
公
羊
学
と
は
立
場
を
異
に
す
る
歴
史
哲
学
が
如
何
に
し
て
形

成
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
接
近
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
哲
学
成
立

の
前
提
と
し
て
、
前
漢
末
の
政
治
の
推
移
と
後
漢
初
の
頚
漢
思
想
を

一
隅
し
て
お
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

　
武
帝
以
後
の
前
漢
の
歴
史
は
、
一
口
で
言
え
ば
、
武
帝
ま
で
の
波

瀾
と
活
綴
さ
に
富
ん
だ
興
隆
の
歴
史
と
は
対
照
的
に
、
経
済
的
沈

滞
と
帝
室
衰
微
の
歴
史
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
か
か
る
規
定
は
必

ず
し
も
史
記
・
漢
書
と
い
う
二
つ
の
史
書
の
持
つ
性
格
の
相
違
に
由

来
す
る
も
の
で
は
な
く
、
貨
幣
経
済
の
沈
滞
と
土
地
兼
併
の
拡
大
、

貧
富
の
懸
隔
の
激
化
及
び
外
戚
の
賊
魑
に
よ
る
新
治
の
腐
敗
と
い
う

歴
史
事
実
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
元
朝
は
こ
の
外
戚
の
一

人
で
あ
る
野
葬
の
纂
奪
に
よ
っ
て
滅
亡
す
る
の
で
あ
る
。
然
る
に
王

葬
は
沈
滞
し
た
社
会
・
経
済
の
建
て
直
し
の
計
面
を
持
っ
て
登
場
し

①た
に
拘
ら
ず
、
そ
の
政
策
遂
行
の
失
敗
に
よ
っ
て
、
僅
か
十
五
年
に

し
て
亡
び
去
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
番
新
政
権
瓦
解
後
の
群
雄
蜂

起
の
中
か
ら
天
下
を
掌
握
し
た
の
が
漢
帝
室
の
一
族
劉
秀
で
あ
っ
た
。

か
く
て
漢
朝
は
再
興
し
た
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
の
漢
が
再
び
政
権
を
握
る
を
得
た
と
い
ヶ
未
曾
有
の

窺
実
か
ら
、
そ
の
再
興
を
天
命
に
帰
し
、
漢
帝
闘
の
絶
対
性
・
神
聖

性
を
強
化
し
た
の
が
外
な
ら
ぬ
班
固
で
あ
っ
た
。
彼
は
父
の
彪
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

「
王
命
論
」
の
思
想
を
承
け
継
ぎ
つ
つ
、

固
M
以
為
漢
紹
二
轟
発
運
の
以
建
二
帝
い
業
岨
歪
一
腰
六
世
嚇
幽
入
鷹
乃
追
ゴ
宅
勤
〃
徳
川

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

私
作
扁
本
紀
↓
編
塩
於
百
王
之
末
ハ
蘭
昌
元
仁
項
之
列
4
…
…
（
『
後
漢
書
撫
列

伝
巻
三
十
下
、
斑
固
伝
）

と
述
べ
る
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
　
「
編
於
聖
王
之
末
ハ
画
於
条

項
偶
列
」
と
い
う
批
判
を
含
ん
だ
記
述
で
あ
る
。
既
に
触
れ
た
よ
う
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春秋公羊学の歴史誓学（稲葉）

に
、
闇
雲
の
『
公
羊
解
詰
』
で
は
讐
有
秦
項
駆
除
、
積
骨
流
血
之
虞
。

然
四
二
氏
乃
帝
。
」
な
る
表
現
を
以
っ
て
、
二
項
と
漢
と
は
載
然
と

区
別
さ
れ
、
後
者
に
高
い
価
偵
づ
け
が
為
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
五
行
相
生
説
を
以
っ
て
漢
は
徳
の
最
も
高
い
太
協
の
位
遣
を
与

え
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
漢
と
秦
・
楚
を
岡
列
に
置
く
の
を
檸

か
る
態
度
は
、
正
に
公
羊
学
愚
な
そ
れ
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
恐
ら
く
時
間
的
関
係
か
ら
し
て
こ
の
思
想
は
後
の
何
休
の
思
想

と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
そ
れ
は
と
も
か
く
、
こ
の
よ
う
な
意
識
を
持
つ
班
固
は
、
歴
史
上

の
正
朝
の
興
亡
を
如
何
に
考
え
て
い
た
か
。
先
ず
彼
は
、

　
得
レ
気
者
蕃
滋
、
失
レ
流
者
、
零
落
。
参
二
天
地
一
難
施
レ
化
。
量
云
昌
人
事
之
厚

　
薄
一
哉
。
　
（
門
漢
書
』
叙
侮
上
、
容
賓
戯
）

と
述
べ
、
王
朝
の
興
亡
は
天
の
命
、
時
の
数
に
左
右
さ
れ
る
の
で
、

人
問
の
カ
で
は
如
何
と
も
為
し
難
い
も
の
と
す
る
。
班
彪
の
王
命
論

の
影
響
は
こ
こ
に
最
も
端
酌
に
現
わ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ

ろ
う
。
勿
論
、
彼
は
決
し
て
人
聞
の
努
力
を
無
価
値
と
す
る
の
で
は

　
③

な
い
。
併
し
天
命
の
前
に
は
人
の
主
体
的
な
努
力
は
大
し
た
意
味
を

持
た
な
い
の
で
あ
る
。
然
る
が
故
に
こ
そ
天
命
を
受
け
た
漢
覇
は
彼

に
於
い
て
、

　
夫
大
漢
之
闇
レ
隙
也
、
奮
禺
布
衣
一
黒
蜜
㎜
皇
極
丙
孫
二
数
物
一
躍
創
＝
万
世
司

　
蓋
六
籍
所
レ
不
㌦
能
レ
談
、
　
誹
削
聖
｛
燦
昌
枳
得
工
闇
…
雪
口
一
焉
。
（
『
後
漢
灘
同
』
列
伝
巻
一
二
十
・
下
、

　
班
固
東
都
賦
）

と
い
う
如
き
、
何
人
も
言
及
し
得
な
か
っ
た
空
前
絶
後
の
徳
の
盛
ん

な
王
朝
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
班
固
は
こ
の
よ
う
に
天
命
の
支
持
を
強
調
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
漢
朝
の
神
聖
性
・
絶
対
性
を
主
張
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
さ
て
次
に
漢
．
再
受
命
説
を
唱
え
、
そ
の
神
聖
性
・
絶
対
性
を
主
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
た
班
氏
父
子
に
関
連
し
て
、
班
彪
に
師
事
し
、
そ
の
後
や
は
り
漢

受
命
説
を
唱
え
た
王
充
の
歴
史
意
識
に
つ
い
て
述
べ
な
け
れ
ば
な
る

ま
い
。

　
王
充
は
等
比
の
漢
の
治
徳
が
百
王
の
上
に
あ
り
、
天
が
漢
朝
の
支

配
を
是
認
し
て
い
る
と
い
う
思
想
を
受
け
継
ぎ
一
歩
前
進
せ
し
め
る

と
と
も
に
、
自
ら
の
歴
史
哲
学
に
よ
っ
て
そ
れ
を
強
化
す
る
。
例
え

ば
国
の
興
廃
に
関
す
る

国
薮
　
衰
乱
嚇
賢
聖
不
レ
能
レ
盛
。
時
当
レ
治
、
悪
人
不
レ
能
レ
汎
。
世
之
治
乱
、

在
レ
時
不
レ
在
レ
政
。
国
之
安
危
、
在
レ
数
不
ゾ
在
レ
叡
。
（
『
論
衡
隔
巻
十
七
、
治

期
）
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と
い
う
思
想
は
、
弾
幕
の
天
命
決
定
論
（
以
下
「
命
定
論
」
と
す
）

的
な
そ
れ
と
類
似
し
、
そ
れ
を
一
歩
前
進
さ
せ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
。

し
か
し
次
の
一
文
は
も
は
や
班
固
に
は
見
ら
れ
な
い
王
充
独
特
の
歴

史
観
で
あ
り
、
心
病
唯
物
論
者
た
る
一
面
を
の
ぞ
か
せ
た
命
定
論
で

あ
る
。

　
像
臼
、
倉
凛
実
、
民
知
皇
礼
節
刃
衣
食
足
、
民
知
詣
栄
．
辱
刃
三
生
轟
於
有
余
ハ

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
む

　
争
起
晶
於
不
足
4
穀
足
食
多
、
礼
義
之
心
生
。
礼
重
義
盤
、
平
安
之
基
立

　
む

　
突
。
…
…
為
二
善
悪
之
行
（
不
レ
在
漏
人
質
性
↓
在
昴
言
下
饒
穣
4
…
…
案
昌
穀

　
成
敗
↓
自
有
晶
年
歳
幻
年
歳
水
皐
、
五
穀
不
レ
成
。
非
昌
政
所
Ψ
致
、
時
数
然

　
也
。
　
（
治
期
）

と
。
天
命
・
時
数
が
五
穀
の
成
敗
に
関
係
し
、
五
穀
の
成
敗
が
人
の

衣
食
を
左
右
し
、
そ
れ
が
治
乱
に
影
響
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
天
命
を
得
た
る
王
朝
は
、
政
治
の
善
悪
・
徳
教
の
有
無
に
拘
ら
ず
、

全
く
絶
対
的
な
繁
栄
を
享
受
す
る
こ
と
に
な
る
。
王
充
に
於
い
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

蕉
に
か
か
る
王
朝
が
漢
朝
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
か
か
る
漢
湖
の
治
世
の
絶
対
性
、
即
ち
永
続
性
を
論
証

し
、
人
々
に
納
得
さ
せ
る
た
め
に
は
大
き
な
障
碍
と
な
り
、
対
決
を

迫
ら
れ
た
の
が
、
か
の
孟
子
の
五
百
年
周
期
説
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
彼
は
孟
子
批
判
を
次
の
如
く
諭
ず
る
。

夫
孟
子
論
難
幾
年
有
鵡
王
春
興
湘
何
以
見
乎
。
帝
曇
王
者
而
舞
又
王
漏
天
下
4

舜
債
昌
於
萬
↓
二
又
王
篇
天
下
脚
高
墾
二
王
二
天
下
一
也
、
継
レ
踵
余
興
。
禺

至
レ
湯
玉
千
歳
。
湯
至
レ
周
東
然
。
始
鵡
於
文
王
一
弼
卒
俵
二
四
武
望
雨
武
王

崩
、
成
王
滝
公
共
治
塩
天
下
殉
由
レ
周
至
二
意
子
之
時
噛
又
七
百
歳
三
無
侶
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
　
。
・
　
⑥
。

者
鴻
五
百
歳
必
有
昌
王
者
～
之
験
、
在
轟
何
世
～
乎
。
…
…
有
島
王
者
一
若
三
一

。
　
o
　
　
o
　
　
◎
　
　
o
　
o
　
o
　
　
o
　
o
　
o
　
　
　
◎

王
羅
｝
爽
。
為
二
王
者
臣
↓
皆
天
也
。
己
命
不
レ
当
レ
平
コ
治
天
下
ハ
不
三
浩
然

安
㎝
［
之
於
斉
↓
毛
無
衡
昌
不
予
自
色
嚇
失
レ
之
突
。
　
（
一
十
、
刺
益
）

と
。
こ
の
文
は
、
そ
の
結
び
に
天
（
命
）
を
強
調
し
て
い
る
の
か
ら

し
て
、
や
は
り
自
ら
の
漢
受
命
説
を
意
識
し
て
述
べ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
あ
り
、
受
命
説
の
強
化
の
た
め
に
は
五
百
年
周
期
説
は
論

破
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
王
充
は
自
ら
信
ず
る
漢
受
命
説
の
強
化
の
一
環
と
し

て
孟
子
批
判
を
行
っ
た
が
、
一
方
当
時
の
通
俗
的
な
尚
古
偲
想
に
も
、

同
じ
理
由
か
ら
批
判
を
諏
え
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
よ
り
積
極

的
な
批
判
で
あ
り
、
且
つ
彼
の
歴
史
意
識
を
示
す
好
例
を
挙
げ
る
な

ら
、

蔵
書
謁
上
世
之
民
ハ
飲
〆
血
節
レ
毛
、
無
誤
五
穀
電
食
刈
後
難
穿
レ
地
道
財
芥
、

耕
レ
土
種
レ
穀
、
飲
レ
謡
講
〉
粟
、
有
戸
水
火
之
調
崎
又
見
二
上
古
一
溜
需
要
処
、

衣
昌
禽
轍
之
皮
詔
後
世
易
以
昌
宮
室
一
夕
嵩
布
鳥
之
飾
記
則
素
謡
上
世
質
朴
、
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下
世
文
薄
一
如
。
」
央
器
業
変
易
、
性
行
不
レ
異
。
然
而
有
漏
質
朴
文
薄
之

語
一
者
、
世
有
漏
盛
衰
ハ
衰
極
書
霧
レ
弊
也
。
讐
猶
轟
衣
食
之
於
レ
詠
歎
、
初
－

成
鮮
完
、
始
－
熟
香
潔
、
少
久
穿
敗
、
連
摂
臭
茄
｝
夷
。
文
質
之
法
、
古
今

所
レ
共
。
一
年
一
・
盛
、
古
爾
有
レ
之
、
群
二
三
今
一
也
。
　
（
巻
十
八
、
斉
世
）

と
あ
る
。
一
見
す
る
な
ら
ば
、
生
産
力
の
発
展
と
生
活
文
明
の
直
線

約
向
上
を
認
め
る
文
明
発
展
史
観
の
如
く
で
あ
る
が
、
後
半
の
「
夫

器
業
変
易
、
…
…
」
以
下
を
熟
読
す
る
な
ら
ば
、
王
充
は
必
ず
し
も

之
を
単
純
な
発
展
史
と
は
見
ず
、
一
意
一
文
・
一
書
一
盛
（
一
治
一

面
）
の
如
き
循
環
論
的
要
素
を
そ
こ
に
見
出
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
彼
が
強
調
し
た
い
の
は
、
人
間
性
が
古
今
同
一
で
あ
り
、
上

古
の
人
が
今
人
と
決
し
て
異
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
．
揃
も
暦
世
が

風
俗
に
於
い
て
乱
世
に
劣
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
で
あ
り
、
特
に
後

者
に
重
点
が
か
か
っ
て
い
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
要
す
る
に
王
充
は
班
氏
の
楽
観
的
な
命
定
論
を
承
け
て
、
之
と
相

対
立
す
る
思
想
を
排
除
し
、
入
閥
性
の
同
一
性
を
強
調
す
惹
こ
と
に

よ
っ
て
、
漢
朝
受
命
説
を
拠
り
所
に
そ
の
治
世
が
何
れ
の
王
朝
も
及

ば
ぬ
絶
対
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
の
で
あ
る
。
彼
に
於

い
て
は
、
従
来
の
思
想
家
が
所
説
の
拠
り
所
と
す
る
性
論
と
、
そ
の

人
間
性
の
高
揚
に
よ
る
治
世
の
招
来
と
い
う
着
想
は
、
そ
の
折
衷
的

性
格
に
も
よ
る
が
、
こ
の
命
定
論
の
前
に
後
退
さ
せ
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。
吾
々
は
こ
の
受
命
説
の
背
後
に
、
王
朝
が
、
又
そ
の
歴
史

が
如
何
な
る
政
策
か
ら
も
独
立
し
て
繁
栄
し
発
展
す
る
と
し
、
一
切

の
作
為
め
価
値
を
相
対
的
に
低
く
栄
達
す
る
老
荘
的
な
無
為
の
思
想

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

が
頭
を
の
ぞ
か
せ
て
い
る
の
を
蒲
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
右
に
見
た
如
く
、
王
充
は
班
彪
・
固
父
子
の
命
定
論
を
継
承

し
、
そ
れ
を
強
化
す
る
た
め
に
、
命
定
論
の
貫
徹
に
齪
鷹
を
来
す
孟

子
の
五
百
年
周
期
説
を
撲
恥
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
訪
っ

た
。
こ
こ
で
私
の
強
調
し
た
い
の
は
、
こ
の
批
判
の
持
つ
次
の
二
つ

の
可
能
性
で
あ
る
。
換
書
す
れ
ば
、
王
充
の
五
着
年
周
期
説
批
判
は
、

漢
朝
の
存
続
期
間
に
つ
い
て
二
つ
の
親
方
を
生
み
出
す
と
い
う
可
能

性
で
あ
る
。
一
は
漢
朝
が
天
命
に
支
持
さ
れ
て
い
る
期
間
は
、
必
ず

し
も
五
百
年
で
は
な
く
、
そ
れ
を
超
え
て
永
遠
に
存
続
し
得
る
と
い

う
楽
観
的
な
観
方
で
あ
り
、
他
は
よ
り
悲
観
的
且
つ
消
極
的
な
、
五

百
年
以
内
で
も
あ
り
得
る
と
い
う
立
場
で
あ
る
。
勿
論
、
王
充
と
し

て
は
前
者
を
取
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
推
察
に
難
く
な
い
が
、

し
か
し
こ
れ
は
同
時
に
歴
史
的
条
件
の
変
化
、
即
ち
後
漢
王
朝
に
不

利
な
侮
ら
か
の
政
治
的
・
社
会
的
・
経
済
的
変
動
が
趨
っ
た
場
合
、
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容
易
に
王
朝
短
命
論
に
転
ず
る
可
能
性
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
も

注
意
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
①
牧
野
巽
氏
「
中
国
古
代
貨
幣
経
済
の
衰
退
過
程
」
（
『
秋
会
と
文
化
の
諸
繕
隔
飯

　
　
収
）
。

　
②
重
沢
俊
郎
氏
門
班
固
の
史
学
」
（
『
吏
洋
文
化
の
問
題
』
諮
一
募
）
及
び
御
手
洗

　
　
勝
氏
「
王
充
の
王
朝
観
扁
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
第
十
七
暑
・
）
。

　
③
同
じ
く
答
賓
戯
に

　
　
　
且
暑
聞
ソ
之
、
一
品
一
陽
、
天
地
山
方
。
乃
文
乃
質
、
王
道
三
綱
。
有
レ
三
聖
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
ロ
む
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
む

　
　
　
異
、
璽
鴛
之
常
。
故
日
慎
修
レ
所
レ
志
、
守
二
爾
天
符
晒
委
レ
命
供
レ
己
、
味
二
道
之

　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
　
む
　
　
　
　
　
む

　
　
　
腺
叫
「
神
之
聴
之
」
、
名
三
舎
レ
諸
。

　
　
と
見
ゆ
。
し
か
し
こ
の
努
力
も
天
の
支
持
を
得
ん
が
た
め
の
惨
め
な
努
力
に
過
ぎ

　
　
な
い
。

　
④
『
後
漢
雀
』
本
伝
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
充
…
…
後
無
二
京
師
↓
悪
尉
業
太
学
卜
師
謝
転
置
風
班
彪
哨
罐
覧
面
不
γ
守
二
章
句
司

　
　
と
あ
り
、
班
彪
が
王
充
の
学
問
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
階
示
さ
れ
て

　
　
い
る
。

　
⑤
御
手
洗
重
氏
前
掲
論
文
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
⑥
『
論
衡
校
釈
』
（
巻
十
、
刺
薫
V
に
於
い
て
、
黄
曄
は
門
若
齢
期
也
。
」
と
注

　
　
し
て
い
る
。

　
⑦
福
永
光
司
氏
「
王
充
の
思
想
に
就
い
て
一
王
充
と
老
荘
思
懇
…
」
（
蝋
、
集
洋
史
研

　
　
究
』
十
二
i
六
）
参
昭
酬
。

　三
　
坤
長
統
に
於
け
る
循
環
論
的
歴
史
哲
学
の
形
成

（　
然
ら
ば
心
密
の
命
定
論
出
現
以
後
、
後
漢
の
社
会
は
ど
の
よ
う
に

変
化
し
．
歴
史
は
ど
の
よ
う
に
展
開
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

　
以
上
の
諸
家
の
活
躍
し
た
光
武
・
明
・
章
帝
時
代
以
後
の
政
治
に

関
し
て
特
筆
す
べ
き
現
象
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
諸
帝
が
徹
法
し
、

而
も
代
々
位
を
継
ぐ
三
三
が
何
れ
も
幼
少
で
あ
り
、
外
藩
か
ら
入
っ

た
天
子
が
四
人
を
数
え
る
等
、
帝
位
の
継
承
が
円
滑
を
欠
い
た
こ
と

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
か
か
る
幼
帝
の
即
位
は
、
当
然
の
結
渠
と
し
て

諸
母
后
の
執
政
、
外
戚
の
専
横
を
招
来
す
る
。
こ
の
傾
向
に
対
し
て

順
帝
以
後
の
皇
帝
は
外
戚
を
抑
え
る
た
め
に
側
近
の
寛
平
を
用
い
、

却
．
っ
て
寛
官
の
専
恣
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
か
く
て
こ
の
犠
官
を
除

か
ん
と
す
る
清
流
と
竃
官
を
主
と
す
る
濁
流
の
争
い
が
生
じ
、
両
者

の
激
突
は
党
人
の
獄
、
つ
ま
り
鷺
宮
の
勝
利
、
清
流
の
追
放
に
終
る

の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
こ
う
し
た
政
治
か
ら
社
会
情
勢
に
同
を
転
ず
る
と
、
そ

こ
に
は
　
時
驚
葬
時
代
に
抑
制
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
前
漢
以
来

顕
著
に
な
っ
た
土
地
兼
併
の
進
行
が
、
紅
土
の
罠
の
増
加
、
流
民
の

増
大
、
社
会
不
安
の
醸
成
を
促
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
土
地

兼
併
と
相
表
裏
す
る
経
済
現
象
と
し
て
、
貨
幣
の
寓
豪
へ
の
偏
在
化
、

流
通
貨
幣
の
減
少
、
通
貨
不
足
が
惹
起
さ
れ
、
そ
れ
は
当
時
の
人
頭

税
の
銭
納
制
、
生
活
必
需
口
㎜
た
る
塩
鉄
の
専
売
と
相
挨
っ
て
、
貧
・
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①

中
農
の
没
落
を
促
進
し
た
。
更
に
法
制
に
於
け
る
刑
罰
体
系
の
不
備

及
び
贈
墨
摺
の
存
在
は
、
主
と
し
て
下
層
に
厳
し
く
上
層
に
寛
大
と

い、

､
不
平
等
を
生
み
、
倫
理
観
念
の
混
乱
を
惹
起
し
た
。

　
か
く
し
て
こ
れ
ら
の
諸
現
象
は
、
地
方
の
政
治
・
経
済
及
び
選
挙

制
度
の
腐
敗
・
沈
滞
と
旧
い
侯
ち
渾
然
と
な
っ
て
、
後
漢
王
覇
を
衰

亡
へ
と
押
し
流
す
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
章
に
述
べ
た
、
天
命
に

支
持
さ
れ
た
後
漢
王
朝
と
い
う
観
念
及
び
無
為
に
し
て
永
線
に
太
平

を
享
受
す
る
は
ず
の
王
朝
観
か
ら
は
説
明
で
き
な
い
、
有
り
得
べ
か

ら
ざ
る
現
象
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
実
に
か
か
る
楽
観
的
な
王
朝
観
．

歴
史
観
と
当
局
者
の
そ
れ
の
受
容
、
そ
れ
に
由
来
す
る
為
政
に
於
け

る
緊
張
の
欠
如
、
こ
れ
ら
の
事
実
こ
そ
か
か
る
事
態
を
生
起
せ
し
め

た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
情
勢
の
下
に
生
れ
た
の
が
、
　
王
符
の
『
潜
夫

論
』
で
あ
り
、
そ
の
友
張
衡
及
び
崔
竣
の
子
窪
・
趙
壼
ら
の
著
述
で

あ
る
。
班
氏
父
子
及
び
王
充
に
於
い
て
絶
紺
の
王
朝
と
し
て
永
遠
に

天
命
に
支
持
さ
れ
る
か
に
見
え
た
漢
朝
も
、
こ
の
時
代
に
は
も
は
や

そ
の
よ
う
な
評
価
は
許
さ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
王
符
に

於
い
て
は
、
天
命
は
、

　
凡
人
吉
凶
、
以
レ
得
為
レ
主
、
以
レ
命
為
レ
決
。
行
者
己
之
質
也
。
命
老
天
之

　
制
也
。
在
日
於
己
一
者
、
園
可
レ
為
也
。
在
轟
於
天
一
者
、
不
レ
可
レ
知
也
。

　
（
『
灘
夫
払
醐
』
巻
山
ハ
、
憎
坐
列
）

と
あ
り
、
事
の
成
敗
は
飽
く
ま
で
も
人
の
主
体
的
努
力
に
か
か
り
、

命
は
第
二
義
的
な
意
味
を
持
つ
に
過
ぎ
な
い
。
こ
こ
に
窺
わ
れ
る
天

命
は
も
は
や
漢
朝
を
無
条
件
に
支
持
し
な
い
。
ど
の
王
朝
に
も
共
通

に
且
つ
公
平
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
一
躍
の
為
政
者
が

そ
の
繁
栄
を
長
期
に
亙
っ
て
維
持
す
べ
く
、
天
命
を
繋
ぎ
留
め
て
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

く
方
法
も
、
為
政
者
と
し
て
為
す
べ
き
こ
と
を
行
う
に
あ
り
、
か
か

る
当
為
を
為
す
か
為
さ
な
い
か
の
積
み
重
ね
が
、
国
の
興
廃
に
影
響

す
る
の
で
あ
る
。

　
政
教
積
徳
、
必
致
二
安
泰
之
福
崎
挙
錯
数
失
、
必
致
二
危
亡
之
禍
⑩
…
…
三

　
代
廃
興
也
、
在
昌
其
所
㌻
積
。
　
（
養
工
、
慎
微
）

と
。
こ
れ
は
王
符
の
政
治
哲
学
で
あ
る
と
同
時
に
歴
史
法
則
で
も
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
か
か
る
理
論
を
以
っ
て
当
時
の
社
会
の
実
情
を
振
り
返

る
時
、
果
し
て
彼
の
黛
に
は
如
何
な
る
世
界
が
映
じ
た
で
あ
ろ
う
か
。

中
央
の
政
治
を
一
瞥
す
る
時
、
そ
こ
に
は
箆
官
勢
力
と
の
争
い
に
敗

れ
た
清
流
は
中
央
か
ら
追
放
さ
れ
、
残
る
官
吏
は
全
て
下
位
素
餐
の
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③

彊
で
あ
る
と
い
う
現
実
が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
上
意
下
達
・
民
意
上

達
は
自
ら
制
約
を
受
け
或
い
は
阻
止
さ
れ
る
。
そ
し
て
新
た
に
地
方

か
ら
選
貢
さ
れ
る
人
々
も
，
凡
そ
賢
良
方
正
・
茂
（
秀
）
才
・
孝
廉

と
い
う
名
臼
と
は
程
遠
い
輩
で
あ
っ
た
。
銭
の
多
寡
を
以
っ
て
賢
愚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

を
定
め
、
力
の
強
弱
を
以
っ
て
上
下
を
論
ず
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の

未
来
に
於
け
る
政
治
行
為
や
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
蛇
足
の
嫌

い
が
な
い
で
は
な
い
が
、
か
か
る
官
吏
の
地
方
に
於
け
る
政
治
ぶ
り

は
、

　
画
調
側
巧
文
↓
感
取
便
レ
暴
利
レ
己
、
禰
非
下
独
憂
昌
濁
之
大
計
｛
禁
中
民
之
死

　
亡
上
様
。
下
放
コ
散
銭
穀
↓
琿
心
尽
惚
薬
↓
乃
復
従
レ
民
意
貸
、
彊
コ
奪
財
貨
刃

　
千
万
之
家
、
削
ジ
身
無
レ
余
、
万
民
鷹
蜴
、
因
随
以
死
亡
者
、
警
吏
所
呂
餓

　
殺
一
也
。
　
（
巻
五
、
実
辺
）

と
あ
る
。
政
治
と
は
国
の
た
め
で
は
な
く
、
入
民
の
た
め
で
も
な
く
、

実
に
宮
吏
個
人
の
た
め
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。
又
、
裁
判
に
関
し
て
は
、

　
公
府
不
レ
能
レ
察
而
筍
隷
下
以
篇
鮒
鮨
一
儲
”
之
、
則
貧
弱
少
レ
貨
者
、
終
無
扇
以

　
鑛
旬
満
ツ
期
。
豪
富
饒
レ
銭
者
、
取
レ
客
使
レ
牲
、
可
レ
盈
二
千
日
八
塚
嵩
徒
百
一

　
也
。
治
訟
若
レ
此
為
レ
務
、
助
二
崇
猪
一
而
鎮
轟
貧
弱
一
也
。
何
菟
之
能
治
、

　
非
二
独
郷
部
辞
訟
一
也
。
　
（
巻
四
、
愛
日
）

と
見
え
る
。
善
良
な
中
．
貧
民
は
悪
辣
な
官
吏
の
不
当
な
取
扱
い
に

よ
っ
て
、
そ
の
生
活
は
脅
か
さ
れ
、
圧
迫
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
よ
う
な
朝
野
に
亙
る
悪
政
に
加
え
て
、
か
か
る
人
民
を
更
に

苦
し
め
た
の
は
、
政
府
の
善
意
か
ら
す
る
度
重
な
る
恩
赦
で
あ
り
、

恩
赦
の
頻
発
が
結
果
的
に
は
刑
罰
の
確
実
さ
を
弱
め
、
刑
罰
に
対
す

る
一
般
の
恐
怖
心
を
失
わ
し
め
、
更
に
犯
罪
を
助
長
せ
し
め
る
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
⑤

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
法
の
不
平
等
と
意
い
侯
っ
て
、
儒
教
的
倫
理
観
は
動
揺

を
来
し
、
社
会
不
安
は
全
国
に
蔓
延
し
て
、
後
漢
王
朝
は
滅
亡
の
淵

へ
と
押
し
流
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
三
野
の
著
述
に
屡
々
見
ら
れ
る
、

理
想
と
対
置
さ
れ
た
「
況
末
世
乎
。
」
（
慎
微
）
∴
又
況
乎
末
塗
之
下

梢
哉
。
」
（
巻
八
、
交
際
）
と
い
う
書
葉
、
或
い
は
当
時
の
状
況
と
理
想

社
会
を
対
置
さ
せ
て
述
べ
る

　
…
…
凡
此
八
者
、
皆
衰
世
之
務
、
而
多
難
質
請
レ
固
也
。
難
レ
未
レ
即
昌
鳴
石

　
獄
｛
然
亦
翫
道
之
漸
落
也
。
　
（
巻
一
、
務
本
）

と
い
う
表
現
は
、
も
は
魚
漢
の
命
数
が
救
い
難
い
所
ま
で
来
て
い
る

こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

　
王
符
の
友
人
張
衡
が
、

　
遊
二
都
灘
｝
以
永
久
、
無
昌
明
略
以
佐
7
時
。

　
徒
臨
レ
川
以
羨
レ
魚
、
倹
呂
河
清
乎
未
τ
期
。
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感
頴
藥
子
之
慷
慨
繭
従
二
唐
生
一
以
決
レ
疑
α

　
諒
晶
天
道
之
微
昧
碗
追
呂
漁
父
一
以
岡
レ
嬉
。

　
超
漏
埃
塵
一
回
遽
然
、
与
｛
世
事
｝
乎
長
辞
。
　
（
『
文
選
臨
巻
十
五
、
帰
田
無
）

と
詠
っ
た
の
も
、
や
は
り
世
が
救
い
難
い
危
機
に
直
面
し
て
い
た
こ

と
か
ら
来
る
絶
望
を
示
す
。
政
治
は
乱
れ
、
能
者
の
用
い
ら
れ
な
い

こ
の
赴
会
は
、
何
時
薩
正
さ
れ
る
の
か
計
り
難
い
ま
で
に
な
っ
て
い

た
の
で
あ
る
。
か
の
『
政
論
』
を
著
し
て
積
極
的
に
政
治
に
働
き
か

け
ん
と
し
た
崔
建
で
す
ら
、
そ
の
未
来
は
内
心
悲
観
的
で
あ
っ
た
。

　
…
…
凡
天
下
之
所
調
以
不
慣
治
者
、
常
空
晶
徽
主
承
レ
平
日
久
、
俗
心
弊
而
不

　
レ
籍
、
三
訂
衰
弼
不
レ
改
、
閣
レ
乱
安
ツ
危
、
…
…
是
以
王
網
縦
コ
弛
言
上
袖

　
智
士
醗
識
伊
一
下
紺
悲
夫
守
レ
文
之
君
、
継
昌
陵
遅
之
緒
↓
讐
三
三
乗
二
弊
三
一

　
突
。
　
（
『
群
馨
治
要
』
巻
四
五
、
政
論
）

と
。

　
　
　
　
　
×
　
　
　
　
　
　
　
　
　
X
　
　
　
　
　
　
　
　
　
×

　
以
上
述
べ
た
思
想
家
の
懐
く
、
漢
を
主
と
す
る
歴
史
観
で
は
、
現

今
が
衰
世
で
あ
る
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な

い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
彼
等
と
略
ぼ
同
時
代
の
、
或
い
は
そ
れ
よ

り
少
し
晩
掲
の
思
想
家
で
あ
っ
た
趙
萱
は
、
彼
等
の
中
で
も
張
衡
の

不
安
を
更
に
推
し
進
め
て
、

　
河
清
不
レ
可
レ
倹
、
人
命
不
レ
可
レ
延
。

　
順
風
激
二
靡
草
ハ
富
實
者
称
レ
賢
っ

　
文
籍
難
レ
満
γ
腹
、
不
レ
如
　
一
纏
銭
司

　
伊
－
優
北
堂
上
、
抗
－
膜
僑
昌
門
辺
魂
（
『
後
漢
書
隠
文
苑
糞
下
、
趙
壷
）

と
歌
う
の
で
あ
る
。
衡
に
於
い
て
は
「
未
期
」
と
し
て
断
定
を
保
留

さ
れ
た
「
河
清
」
の
不
可
能
性
が
、
こ
こ
で
は
断
定
的
否
定
の
態
度

で
綴
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
、
　
「
富
貴
者

は
賢
と
称
せ
ら
る
」
は
選
挙
の
腐
敗
が
、
　
コ
嚢
の
銭
に
如
か
ず
」

は
貨
幣
の
偏
在
化
、
即
ち
不
景
気
と
い
う
社
会
経
済
的
現
象
が
、
か

か
る
賦
に
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
逆
に
言
い
換
え
れ
ば
、
そ
れ

ら
が
原
因
と
な
っ
て
、
趙
壷
の
悲
観
的
な
賦
が
生
れ
た
と
い
え
る
で

あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
彼
は
そ
の
歴
史
観
を
も
次
の
如
く
更
に
深
刻
に

述
べ
る
。

　
…
…
徳
政
不
レ
能
レ
救
昌
批
梱
－
乱
↓
賞
罰
貴
足
レ
懲
当
時
清
－
濁
鵡
門
春
秋
時
、

　
禍
敗
之
始
。
戦
濁
愈
復
増
　
其
茶
－
毒
鉛
秦
漢
無
扁
以
相
賑
一
越
4
乃
更
加
晶

　
弘
誓
酷
4
寧
計
昌
生
琵
之
命
↓
唯
利
レ
己
蒲
自
足
。
」
予
レ
二
藍
レ
今
、
情
偽

　
万
方
。
按
匹
田
熾
、
剛
気
消
亡
。
砥
－
野
臥
レ
騨
、
正
－
色
徒
行
。
（
『
後
漢
審
』

　
文
苑
下
、
趨
萱
）

と
。
　
「
春
秋
の
時
、
禍
敗
の
始
め
な
り
。
…
…
」
以
下
の
句
か
ら
窺

わ
れ
る
こ
と
は
、
恐
ら
く
彼
が
通
俗
的
な
尚
古
思
想
の
持
主
で
あ
っ
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た
こ
と
で
あ
る
。
由
来
中
国
人
は
そ
の
理
想
郷
を
描
く
に
当
り
、
漠

然
た
る
空
想
を
未
来
に
示
す
よ
り
も
、
空
想
を
過
去
に
名
を
塗
り
て

説
く
こ
と
に
よ
り
説
得
力
を
持
た
そ
う
と
す
る
。
そ
れ
が
逆
に
過
去

を
尊
重
す
る
思
想
を
醸
成
し
、
将
来
・
現
在
に
対
し
て
絶
望
の
念
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

抱
か
し
む
る
機
縁
を
生
む
。
後
漢
中
期
以
後
の
社
会
は
、
上
に
見
た

よ
う
に
政
治
・
倫
理
観
を
含
め
て
何
も
か
も
堕
落
の
一
途
を
辿
り
つ

つ
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
世
の
中
に
生
き
た
趙
萱
に
於
い
て
、
同
時

代
の
世
の
混
乱
が
か
か
る
歴
史
観
に
論
理
的
根
拠
を
与
え
た
点
は
、

着
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
が
通
俗
的
で
あ
る
が

故
に
、
そ
の
時
代
性
の
理
解
に
は
命
定
論
が
後
漢
初
期
の
学
者
と
は

逆
転
さ
れ
た
形
で
働
い
て
い
る
こ
と
も
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。

勢
－
家
多
レ
所
レ
賞
、
総
理
自
成
レ
珠
。

被
－
憶
説
昌
金
玉
↓
蘭
－
葱
化
為
レ
稠
。

賢
者
難
畠
独
悟
丙
所
レ
悶
在
漏
群
愚
4

且
各
守
二
爾
分
↓
勿
蹴
復
空
馳
駆
⑩

哀
哉
復
哀
哉
、
此
是
命
毛
夫
。
　
（
『
後
漢
書
』
本
伝
）

と
。
命
定
論
に
裏
づ
け
ら
れ
た
「
も
う
ど
う
し
よ
う
も
な
い
」
と
い

う
絶
望
・
悲
観
的
感
情
、
こ
れ
と
先
の
歴
史
観
と
を
併
せ
考
え
る
特
、

彼
に
と
っ
て
世
は
衰
乱
の
一
途
を
辿
る
の
み
で
、
升
平
の
見
込
み
は

殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

　
王
覇
や
張
衡
、
趙
壷
ら
の
右
の
よ
う
な
漢
朝
の
将
来
に
対
す
る
絶

望
の
度
合
い
は
、
漢
朝
が
五
行
梢
生
説
・
識
緯
思
想
に
よ
っ
て
絶
対

化
さ
れ
て
い
た
だ
け
に
、
そ
の
走
禽
理
性
・
非
現
実
性
が
実
証
さ
れ

た
時
に
は
、
一
転
し
て
非
常
に
大
き
な
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ

の
よ
う
な
絶
望
は
仲
長
統
に
至
っ
て
極
ま
つ
、
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

彼
は
後
漢
後
半
の
歴
史
を
具
体
的
実
証
的
に
、

孝
横
皇
帝
、
趨
レ
盧
漏
叢
吾
一
禰
登
昌
至
尊
4
上
覧
、
張
前
之
等
、
以
レ
乱
承
レ

乱
。
政
令
多
レ
門
、
権
利
並
作
。
迷
劃
丁
丁
主
納
濁
綴
乱
海
内
⑩
高
命
士
四
二

其
如
掌
此
。
…
…
霊
皇
帝
登
レ
自
　
解
績
嚇
以
轟
　
孝
植
謁
中
常
侍
曹
節
、
傑

覧
等
、
造
コ
為
維
綱
④
帝
終
不
レ
癖
、
羅
レ
之
日
隆
。
唯
　
其
所
ワ
欝
、
無
昌
求

不
㌘
得
。
」
凡
貧
淫
放
縦
、
鰹
凌
横
恣
。
擁
コ
乱
内
外
雨
雪
コ
瞭
民
－
化
⑩
隆
レ

自
二
順
・
桓
之
時
↓
盛
樋
主
拳
霊
之
世
4
前
後
五
十
余
年
、
天
下
亦
阿
縁

得
レ
不
昌
破
壊
一
耶
。
　
（
『
群
書
治
要
臨
巻
閥
五
、
墨
爾
）

と
述
べ
る
。
彼
は
こ
の
他
に
も
衰
亡
の
原
因
を
挙
げ
て
い
る
け
れ
ど

も
、
そ
の
経
過
は
こ
れ
が
最
も
詳
し
い
。
こ
こ
で
は
彼
は
王
朝
が
滅

び
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
道
を
一
歩
一
歩
進
み
つ
つ
あ
る
の
を
冷
静
に
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見
つ
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
で
も
「
政
令
多
門
、
権
利
並
作
篇
と

い
う
評
註
は
、
王
朝
の
滅
亡
の
前
兆
と
し
て
、
古
来
諸
家
に
よ
っ
て

避
く
べ
き
も
の
と
警
告
さ
れ
た
所
で
あ
っ
た
。
今
や
そ
れ
が
現
実
と

な
っ
て
現
わ
れ
、
深
刻
の
度
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

更
に
彼
に
耐
え
難
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
般
の
次
の
よ
う

な
事
態
で
あ
る
。
そ
れ
は
歓
会
的
に
は
、

　
天
下
勘
弁
　
三
俗
鱒
選
レ
士
術
論
昌
族
姓
閥
野
司
一
腰
。
交
瀞
趨
一
面
嚢
之
門
｛

　
二
黒
。
畏
服
不
レ
接
二
於
貴
尊
↓
三
俗
。
　
（
『
意
林
臨
竜
田
、
凝
血
）

と
あ
る
如
く
、
世
人
が
天
子
・
皇
后
と
い
う
当
然
仕
う
べ
き
人
に
仕

え
ず
、
却
っ
て
閥
閲
姓
族
に
媚
び
、
　
「
天
子
孤
立
し
て
世
族
党
を
な

す
」
傾
向
を
促
進
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
而
も
そ
れ
は
、

　
天
下
鴬
野
有
を
一
可
翫
競
。
慕
レ
名
望
不
レ
知
レ
実
、
　
一
可
レ
獲
。
不
三
寸
正
二
是

　
非
於
嘉
貴
ハ
ニ
可
レ
綾
。
向
レ
盛
業
レ
衰
、
三
白
レ
賎
。
（
『
意
林
隠
巻
五
、
禺

　
需
）

と
あ
る
の
に
よ
れ
ば
、
世
人
は
富
貴
（
豪
族
・
貴
顕
）
に
は
全
く
批
判

を
加
え
ず
、
そ
の
行
為
は
善
悪
を
問
わ
ず
、
全
て
是
認
さ
れ
る
と
い

う
点
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
従
来
の
漢
室
を
中
心
と
す
る
統

一
的
世
界
観
の
分
裂
で
あ
り
、
鯛
値
の
多
元
化
に
道
を
開
く
も
の
で

あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
か
か
る
事
態
は
法
制
上
に
於
い
て

最
も
顕
著
で
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
中
聞
刑
の
欠
如
に
よ
り
、
・
貧
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

論
ず
る
に
足
り
な
い
犯
葬
が
極
刑
に
当
て
ら
れ
、
之
に
反
し
て
順
刑

制
の
存
在
も
あ
っ
て
、
富
人
の
犯
罪
が
益
せ
ら
れ
な
い
と
い
う
不
合

理
と
な
っ
て
現
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
倫
理
観
念
の
全
く
混
乱

し
た
社
会
に
於
い
て
は
、
進
取
的
な
合
理
主
義
藩
は
絶
望
的
と
な
ら

ざ
る
を
得
な
い
。
そ
し
て
か
か
る
社
会
観
を
持
つ
頬
面
統
に
於
い
て

は
、
歴
史
的
現
在
も
絶
望
的
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
又
、
そ
の
歴

史
的
現
在
か
ら
見
た
歴
史
観
も
、
や
は
り
楽
観
的
で
は
あ
り
得
な
い
。

　
夫
乱
世
長
而
化
世
短
。
乱
世
則
小
人
貴
寵
、
暦
子
困
賎
。
…
…
逮
レ
至
一
清

　
匪
↓
則
復
入
昌
箆
矯
レ
椛
過
正
之
検
刃
、
老
者
灌
突
、
不
レ
能
レ
田
畠
寛
饒
之
俗
司

　
少
春
方
壮
、
将
復
困
一
　
於
亀
卜
二
二
冊
（
『
後
漢
盤
川
南
堅
巻
三
九
、
紳
長
統
）

と
。
こ
の
よ
う
に
出
世
の
短
か
さ
に
紺
す
る
乱
世
の
比
較
に
な
ら
な

い
程
の
長
さ
の
自
覚
は
、
や
は
り
黄
巾
の
乱
後
の
、
後
漢
末
期
の
社

会
を
瀦
の
あ
た
り
に
し
乍
ら
、
こ
の
歴
史
的
現
在
の
時
点
よ
り
過
去

の
歴
史
を
振
返
る
こ
と
か
ら
生
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
自
ら
体
験
し

つ
つ
あ
る
混
乱
し
た
世
相
と
、
文
献
を
通
し
て
追
体
験
し
た
過
去
の

時
勢
と
は
、
仮
令
同
じ
程
度
の
混
乱
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
両
者
に

は
自
ら
差
異
が
あ
る
。
耳
聞
目
観
し
た
現
実
と
、
文
字
か
ら
得
ら
れ

る
事
実
と
は
、
そ
の
理
解
の
深
刻
の
程
度
に
隔
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
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る
。
前
文
を
承
け
て
、

　
昔
春
秋
之
時
、
周
氏
之
乱
世
也
。
逮
工
乎
戦
関
（
劉
又
留
灸
。
秦
政
乗
二
井

　
兼
之
勢
嚇
放
＝
虎
狼
民
心
司
屠
コ
裂
天
下
↓
呑
コ
食
生
人
4
暴
憲
不
レ
配
、
以

　
二
二
楚
漢
用
・
兵
之
董
甚
二
於
戦
圏
之
堕
也
。
」
漢
二
百
年
三
潭
霊
葬
之

　
乱
』
計
二
其
残
夷
滅
亡
之
数
納
又
下
竜
畠
乎
秦
項
一
英
。
以
及
論
今
臼
一
名
都

　
空
芝
不
レ
居
、
百
里
絶
蒲
無
レ
民
者
、
不
レ
可
レ
勝
レ
数
。
此
又
甚
漏
於
亡
薪
之

　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
時
一
也
。
」
悲
夫
、
不
レ
及
昌
五
百
年
納
大
難
三
起
。
憂
患
認
否
、
尚
不
レ
数

　
焉
。
変
留
筆
猜
、
下
蒲
加
レ
酷
。
推
レ
此
而
牲
、
可
レ
及
二
於
尽
一
難
。

と
い
う
一
節
は
、
そ
の
よ
う
な
彼
の
歴
史
観
を
端
的
に
示
し
た
も
の

と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
何
休
の
『
公
羊
解
詰
』
に
於
い
て
は
、
周

と
漢
と
の
間
の
長
い
乱
世
は
、
衰
弱
・
升
乎
を
経
て
太
平
世
に
至
る

過
魯
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
周
と
前
漢
・
後
漢
と
い
う
儒
家
的
正

統
王
朝
の
間
に
介
在
す
る
所
謂
乱
世
の
暴
乱
の
程
度
が
、
時
を
追
っ

て
加
速
度
的
に
悪
化
す
る
と
見
る
彼
の
歴
史
観
に
は
、
趙
宣
的
な
通

俗
的
尚
古
主
義
・
没
落
史
観
と
の
深
い
関
係
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
の

場
合
重
要
な
の
は
、
五
百
年
の
問
に
三
度
の
大
難
と
無
数
の
中
乱
と

を
特
に
意
識
し
て
彼
が
述
べ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
、
一
治
一
筆
の
哲
学
を
以
っ
て
、
そ
し
て
五
百

年
を
以
っ
て
周
期
的
に
歴
史
を
理
解
し
よ
う
と
し
た
の
は
孟
子
で
あ

り
、
彼
は
そ
の
よ
う
な
法
瑚
を
．
自
ら
に
都
合
の
よ
い
歴
史
事
実
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

並
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
か
か

る
歴
史
理
論
は
、
既
述
の
如
く
明
・
章
帝
時
代
の
王
充
に
よ
っ
て
完

麿
な
き
ま
で
に
批
判
さ
れ
粉
砕
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
の

批
判
に
も
拘
ら
ず
、
五
百
年
と
い
う
期
間
は
そ
れ
以
来
消
極
的
乍
ら

何
ら
か
の
意
味
を
持
つ
も
の
と
し
て
人
た
の
脳
裡
に
潜
在
的
に
承
け

つ
が
れ
て
来
た
と
考
え
ら
れ
る
。
結
論
か
ら
い
え
ば
、
私
は
そ
の
批

判
の
影
響
が
、
こ
の
仲
長
里
の
歴
史
観
に
見
ら
れ
る
と
思
う
の
で
あ

る
。
つ
ま
り
王
充
の
批
判
に
よ
っ
て
漢
の
命
数
に
は
五
百
年
説
を
軸

に
二
つ
の
方
向
が
与
え
ら
れ
、
両
者
に
五
分
の
可
能
性
が
附
さ
れ
た

の
で
あ
っ
た
。
而
も
そ
の
可
能
性
は
歴
史
的
現
実
に
よ
っ
て
択
一
的

に
方
向
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ

し
て
王
充
以
後
、
仲
長
統
に
至
る
後
漢
の
歴
史
は
不
幸
に
も
短
命
の

方
向
に
進
展
し
た
の
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
五
百
年
・
説
批
判
は
漢
朝

衰
亡
論
と
結
び
つ
き
、
終
末
論
的
歴
史
観
を
招
来
し
た
の
で
あ
る
。

　
た
だ
、
こ
の
よ
う
な
止
る
所
を
知
ら
な
い
衰
亡
一
途
の
歴
史
に
も
、

唯
一
の
救
い
は
あ
っ
た
。
そ
れ
は

大
治
之
後
、
有
＝
易
レ
乱
之
民
一
者
、
安
寧
増
刷
、
邪
心
起
也
．
大
乱
之
後
、

有
一
理
レ
治
之
勢
一
者
、
創
コ
女
禍
災
嚇
楽
レ
全
レ
生
酒
。
　
（
『
群
書
治
要
』
巻
照
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春秋公羊学の歴史哲学（稲葉）

　
五
、
畠
言
）

と
あ
り
、
又
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
…
…
存
亡
以
レ
之
迭
代
、
政
乱
従
レ
此
周
復
。
天
道
慨
然
之
大
数
也
。
（
瞬
．
後

　
漢
書
』
馬
長
統
伝
）

と
あ
る
如
く
、
大
部
分
の
漢
人
と
同
じ
く
、
易
・
五
行
的
周
復
思
想

が
彼
に
も
受
容
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
遠
い
未
来
の
何
時
か

は
再
び
乱
の
治
ま
る
時
が
あ
る
と
い
う
一
縷
の
希
望
が
残
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
し
か
し
残
存
す
る
彼
の
著
述
を
通
し
て
見
る
時
、
彼

の
生
き
て
い
る
間
は
到
底
そ
の
よ
う
な
時
代
は
来
そ
う
に
な
い
と
い

う
自
覚
も
彼
に
は
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
仲
長
統
の
歴
史
醤
学
が
終
末

論
に
這
い
ら
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の
中
国
的
な
歴
史
周
復
の
思
想
に

負
う
所
が
大
き
い
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
要
す
る
に
茎
長
統
の
か
か
る
悲
観
的
な
歴
史
哲
学
は
、
彼
の
生
き

た
絶
望
的
な
時
代
の
産
物
な
の
で
あ
り
、
同
時
に
そ
れ
は
班
氏
父

子
・
王
充
の
命
定
論
に
従
い
得
ず
、
又
、
孟
子
の
五
百
年
周
期
説
に

も
従
い
得
な
か
っ
た
合
理
的
批
判
主
義
者
仲
長
統
に
し
て
始
め
て
こ

の
よ
う
な
形
に
組
織
さ
れ
得
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
私
は
何
休
と
略
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
終
末
論
的
循
環
論

の
形
成
を
長
々
と
論
じ
て
来
た
。
し
か
し
無
廻
的
的
に
そ
う
し
て
来

た
の
で
は
な
く
、
こ
の
よ
う
な
縷
述
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
正
に
後
漢

末
の
荒
廃
し
た
世
界
か
ら
生
れ
た
、
歴
史
的
現
実
を
反
映
し
た
歴
史

哲
学
で
あ
る
こ
と
を
示
さ
ん
が
た
め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
に

於
い
て
こ
の
歴
史
哲
学
と
の
比
較
に
よ
り
、
何
休
の
歴
史
哲
学
の
性

格
規
定
を
試
み
よ
う
と
思
う
。

①
永
田
英
蕉
氏
「
漢
代
人
頭
税
の
崩
壊
過
程
…
特
に
算
賦
を
中
心
と
し
て
一
」

　
（
哩
東
洋
史
研
究
』
十
八
一
四
〉
。

②
　
『
澱
夫
論
』
巫
列
篇
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
ロ
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
欝
観
二
上
記
三
二
↓
身
修
正
賞
罰
明
表
、
醐
延
宝
民
安
。
斑
安
楽
表
、
天
悦

　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
ゆ
　
　
む

　
　
喜
禰
増
二
歴
数
鱒

　
と
晃
ゆ
。
（
W
陶
、
『
潜
夫
諭
臨
の
テ
キ
ス
ト
は
圧
継
培
の
『
潜
三
論
笈
』
氷
を
用
う
。
）

③
同
じ
く
、
実
寅
篇
（
二
三
）
に
は
、

　
　
賢
材
之
生
、
昌
月
相
属
、
朱
二
尊
乏
絶
舶
…
…
以
二
下
之
広
博
、
土
民
之
衆
多
、

　
朝
廷
之
清
明
、
上
下
之
修
治
納
酊
官
無
二
鶴
吏
暗
弱
無
二
良
阪
鱒
此
非
一
入
フ
樵
之

　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
む
　
　
　
　
む

　
無
ρ
賢
也
。
乃
賢
者
廃
鋼
而
不
レ
得
レ
達
於
醗
里
之
朝
扁
爾
。

　
と
見
ゆ
。

④
　
同
じ
く
考
績
篇
（
巻
二
）
に
は
、

　
群
僚
挙
レ
土
者
、
或
以
こ
頑
愚
｝
応
二
茂
才
唱
以
勉
桑
逆
…
応
こ
薫
孝
¶
以
濫
貧
腱
～
応
「
「

　
廉
糞
而
…
…
名
実
不
二
二
三
二
二
賞
不
二
根
称
鱒
富
者
乗
二
其
材
力
納
貴
考
阻
二
其

　
勢
饗
④
以
二
銭
多
一
為
レ
賢
、
・
以
扁
鰍
強
舳
為
レ
上
。
凡
在
位
所
三
以
多
非
二
こ
入
猷
而

　
脚
殴
聴
所
尉
以
数
乱
覇
荒
一
也
．

　
と
見
ゆ
。

⑤
　
問
じ
く
述
赦
篇
（
巻
閣
）
に
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今
案
二
曲
陽
空
殺
ソ
人
看
（
高
曇
二
数
十
脚
下
至
二
閥
五
司
等
厚
レ
死
則
殺
不
レ
止
。
皆

　
以
数
赦
之
所
〆
致
也
。
…
…
檎
コ
減
盗
賊
朔
姦
二
於
明
法
嚇
不
レ
在
二
数
赦
司
今
不
下

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　

　
顕
報
行
賞
罰
致
明
二
三
悪
州
厳
謝
督
牧
守
“
以
檎
串
姦
猪
か
稲
反
数
赦
以
勧
レ
之
。

　
と
見
ゆ
。

⑥
小
島
祐
馬
氏
「
公
羊
家
の
理
想
と
す
る
大
岡
の
社
会
」
（
『
経
済
論
叢
』
八
…
六
）

　
に
よ
る
。

⑦
重
沢
俊
郎
氏
「
漢
魏
に
於
け
る
肉
荊
論
扁
（
『
東
洋
の
文
化
と
社
会
』
第
二
憐
）
。

⑧
内
藤
虎
次
郎
氏
『
支
那
史
学
史
』
六
〇
五
頁
・
重
沢
俊
郎
氏
『
原
始
儒
家
思
想

　
と
経
学
』
＝
二
〇
頁
・
鈴
木
茂
氏
「
辺
長
統
の
歴
史
的
批
判
空
芝
に
つ
い
て
」

　
（
『
東
洋
の
文
化
と
祉
会
始
第
七
輯
八
○
頁
）
。

結

語

　
歴
史
的
な
個
々
の
時
点
に
於
け
る
前
代
か
ら
の
政
治
一
社
会
・
経

済
及
び
文
化
上
の
変
化
は
、
常
に
人
々
に
そ
れ
に
対
す
る
不
安
を
与

え
、
新
し
い
事
態
に
対
す
る
摸
索
を
要
求
す
る
。
宗
教
・
哲
学
を
含

め
て
、
一
般
に
思
想
は
こ
の
よ
う
な
変
化
の
著
し
い
所
謂
危
機
の
時

代
に
、
危
機
に
対
応
し
て
生
み
出
さ
れ
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
で

あ
ろ
う
が
、
所
謂
危
機
感
の
概
念
が
、
こ
の
不
安
を
も
包
摂
す
る
も

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
危
機
感
こ
そ
歴
史
的
な
個
々
の
天
才
・
思

想
家
を
し
て
新
た
に
生
成
し
つ
つ
あ
る
世
界
と
の
対
決
の
上
に
、
新

し
い
世
界
観
を
生
み
出
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
細
秩

序
が
崩
壊
に
直
面
す
る
時
、
積
極
的
に
も
消
櫨
的
に
も
、
人
々
に
危

機
を
意
識
さ
せ
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
解
決
せ
ん
と
す
る
意
志
、
そ
れ
・

を
圓
避
せ
ん
と
す
る
意
欲
が
彼
ら
の
間
に
生
れ
、
そ
の
意
志
・
意
欲

に
媒
介
さ
れ
て
危
機
へ
の
対
策
が
思
想
に
ま
で
高
め
ら
れ
る
に
至
る
。

思
想
が
説
得
力
を
持
つ
か
否
か
は
、
勿
論
そ
れ
を
生
み
繊
す
個
人
の

力
量
の
差
は
あ
る
に
し
て
も
、
一
半
は
そ
の
危
機
の
深
刻
か
否
か
、

そ
の
意
志
・
意
欲
の
切
実
か
否
か
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ

ろ
う
。

　
戦
国
時
代
は
、
い
わ
ば
旧
い
秩
序
が
破
綻
し
、
そ
れ
に
代
る
べ
ぎ

も
の
を
摸
索
し
て
い
る
時
代
で
あ
っ
た
。
而
も
従
来
黄
河
流
域
の
一

地
方
に
限
ら
れ
て
い
た
政
権
と
は
別
の
、
新
し
い
多
く
の
地
方
政
権

の
出
現
に
よ
っ
て
、
又
所
謂
華
夏
民
族
の
中
へ
の
十
薬
夏
民
族
の
参

加
混
入
に
よ
っ
て
、
中
国
社
会
の
規
模
が
爆
発
的
に
拡
大
し
た
時
代

で
あ
っ
た
。
戦
国
諸
子
に
見
ら
れ
る
、
何
れ
か
と
い
え
ば
楽
天
的
な

思
想
に
は
、
ま
だ
新
し
い
規
模
の
、
中
国
を
一
丸
と
し
た
大
統
一
帝

国
の
檀
越
を
経
験
し
な
い
人
々
の
未
来
に
対
す
る
異
れ
が
あ
っ
た
が
、

孟
子
・
葡
子
・
韓
非
子
等
の
仁
義
∴
孔
・
法
は
、
そ
う
し
た
憧
れ
の

当
為
の
大
帝
顯
に
於
け
る
統
治
の
普
遍
的
原
理
と
し
て
公
娼
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

　
戦
国
か
ら
秦
漢
へ
の
移
行
は
、
こ
う
し
た
旧
秩
序
の
破
壊
と
新
旧
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の
制
度
文
物
の
雑
多
な
要
素
の
混
乱
が
、
　
極
端
な
十
一
化
と
弛
緩

（
放
任
）
の
政
策
の
交
互
的
施
行
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
て
い
く
過
程

で
あ
っ
た
。
武
帝
の
時
代
は
こ
の
弛
緩
の
後
を
承
け
た
画
一
化
の
時

代
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
が
、
真
に
政
治
・
経
済
・
思
想
の
全
ゆ

る
分
野
に
亙
る
画
一
化
が
行
わ
れ
た
。
そ
し
て
武
帝
自
身
一
漢
初
以

来
の
郡
国
劇
的
割
拠
勢
力
に
対
す
る
、
清
新
な
革
新
の
意
気
に
燃
え

る
新
し
い
勢
力
の
指
導
者
で
あ
っ
た
。
か
の
董
仲
艀
は
こ
の
武
帝
の

ブ
レ
ー
ン
の
一
人
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
新
し
い
勢
力
の
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
新
し
い
社
会
秩
序
の
実
現
を
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ざ
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
現
実
の
構
造
を
破
壊
し
」
改
革
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

董
話
題
の
歴
史
哲
学
は
理
想
の
形
で
何
休
的
歴
史
誓
学
を
繭
出
稼
に

で
は
あ
る
が
持
っ
て
い
た
。
そ
し
て
そ
れ
は
武
帝
の
政
治
を
方
向
づ

け
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
旧
い
割
拠
の
体
制
を
破
っ
て
、
天
子
の

下
、
天
下
を
一
体
化
せ
ん
と
す
る
理
想
が
貫
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て

そ
の
理
想
は
割
拠
勢
力
の
強
大
化
に
対
す
る
全
軍
の
危
機
の
増
大
と

い
う
歴
史
駒
現
実
を
そ
の
背
景
に
持
っ
て
い
た
。
焼
尽
以
来
の
国
家

統
一
策
を
継
承
し
た
武
帝
は
、
正
に
そ
の
理
想
の
体
現
者
で
あ
り
、

武
帝
の
政
策
は
新
し
い
秩
序
の
形
成
を
目
ざ
す
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
に

貫
か
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
既
述
の
如
く
董

仲
艀
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
思
想
は
、
武
帝
の
下
に
、
漢
朝
の
徳
化
で
は
な

く
、
武
力
に
よ
っ
て
、
曲
り
な
り
に
も
現
実
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
何
休
の
公
羊
学
に
於
い
て
、
太
平
世
は
既
述
の
如
く
盛

事
た
る
漢
の
世
の
同
義
語
で
あ
り
、
そ
の
内
容
を
な
す
「
夷
狭
進
ん

で
爵
に
至
る
し
と
い
う
表
現
は
、
申
越
世
界
の
歴
史
事
象
の
抽
象
的

な
そ
れ
で
あ
っ
た
。
陳
蕃
等
の
党
鍛
に
坐
し
て
官
か
ら
追
放
さ
れ
た

彼
に
は
、
仮
令
仙
宮
に
支
配
さ
れ
て
い
よ
う
と
、
早
う
べ
き
王
朝
は

漢
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
彼
は
そ
の
よ
う
な
盛
時
の
漢
朝
の
再
現
を
望

ん
だ
の
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
勿
論
当
時
の
実
情
は
そ
れ
を
許
さ
な

い
ほ
ど
深
刻
で
あ
っ
た
。
中
国
に
未
曾
有
の
大
帝
国
の
崩
壊
、
そ
れ

は
不
可
避
の
必
然
性
を
以
っ
て
欝
近
か
に
迫
っ
て
い
た
。
現
実
の
余

り
の
深
刻
さ
を
目
前
に
し
て
、
何
休
は
宋
来
に
対
す
る
新
し
い
願
望

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
持
ち
得
な
か
っ
た
。
或
い
は
自
ら
の
守
旧
的
な
学
風
も
手
伝
っ
て
、

現
実
は
彼
に
新
し
い
空
想
を
描
か
せ
る
余
裕
を
持
た
せ
な
か
っ
た
、

と
い
っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
。
彼
は
回
顧
的
に
過
去
の
歴

史
事
象
を
自
ら
の
当
為
の
形
に
整
理
す
る
こ
と
し
か
串
来
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。
か
の
一
見
発
展
的
に
見
え
る
歴
史
哲
学
は
、
こ
の
危
機

が
何
休
を
し
て
『
公
病
母
詰
』
に
か
り
て
之
を
説
か
し
め
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

い
っ
て
よ
い
。
公
休
の
歴
史
哲
学
は
、
　
「
公
羊
伝
篇
の
注
釈
と
い
う
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大
き
な
制
約
の
下
に
あ
る
に
し
て
も
、
こ
の
点
に
於
い
て
董
仲
好
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
対
照
的
に
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
あ
り
、
且
つ
一
面
観
念
的
で
あ
る

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
何
休
的
歴
史
哲
学
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
性
格
は
、
彼
と
略
ぽ

同
時
代
の
仲
長
統
の
歴
史
哲
学
と
比
較
す
る
蒔
、
一
層
明
確
に
な
る
。

　
既
述
の
如
く
、
後
漢
中
期
以
降
の
歴
史
は
、
政
治
・
経
済
・
社
会

的
に
沈
滞
・
混
乱
の
様
相
を
呈
す
る
に
至
る
が
、
こ
う
し
た
情
勢
の

下
に
生
れ
た
王
学
は
、
か
の
頒
漢
論
の
基
礎
を
な
し
た
受
命
説
を
批

判
し
、
漢
朝
の
永
遠
性
の
信
仰
を
打
破
っ
た
。
そ
し
て
信
仰
の
破
壊

は
通
俗
的
尚
古
・
没
落
史
観
の
拾
頭
を
促
し
、
両
者
は
結
び
つ
い
て

漢
朝
寒
亡
論
を
結
果
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
の
後
、
黄
巾
の
乱
を
経

て
、
群
雄
割
拠
の
情
勢
下
に
、
語
長
統
は
漢
朝
受
命
説
批
判
・
五
頁

年
周
期
説
批
判
の
伝
統
の
上
に
、
現
実
枇
会
批
判
・
没
落
史
観
を
踏

え
て
、
恰
か
も
終
末
論
的
歴
史
哲
学
を
説
く
に
至
る
。
結
果
は
と
も

か
く
、
漢
帝
を
擁
護
す
る
曹
操
に
仕
え
、
最
後
ま
で
現
実
政
治
に
携

　
　
　
　
④

つ
た
仲
長
瀞
の
こ
の
終
末
論
的
歴
史
哲
学
こ
そ
現
実
世
界
の
深
刻
な

危
機
の
反
映
で
あ
っ
た
。

　
屡
女
指
摘
し
た
よ
う
に
、
重
要
な
の
は
こ
の
仲
長
倉
等
と
何
休
と

が
略
ぼ
同
時
代
の
思
想
家
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
二
つ
の
全

く
異
っ
た
歴
史
哲
学
が
略
ぼ
同
時
代
に
完
成
さ
れ
た
と
い
う
事
実
で

あ
る
。
こ
の
間
一
の
時
代
に
於
け
る
全
く
対
立
的
な
歴
史
哲
学
の
完

成
は
之
を
如
何
に
説
明
す
れ
ば
よ
い
か
。
現
在
の
私
に
は
説
得
力
に

富
む
説
明
は
な
し
得
な
い
が
、
そ
れ
に
接
近
す
る
一
つ
の
試
み
と
し

て
、
敢
え
て
両
者
の
性
格
規
定
を
試
み
る
な
ら
ば
、
仲
長
湯
の
歴
史

哲
学
が
歴
史
的
現
実
の
中
か
ら
生
れ
て
来
た
、
従
っ
て
現
実
を
反
映

し
た
そ
れ
で
あ
る
の
に
対
し
、
何
休
の
歴
史
誓
学
は
、
董
仲
縛
に
於

い
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
的
で
あ
っ
た
歴
史
哲
学
が
、
そ
の
後
の
歴
史
に
於

い
て
曲
り
な
り
に
も
実
現
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
圃
定
化
し
流
動
性

を
失
っ
た
、
従
っ
て
歴
史
的
現
実
か
ら
遊
離
し
た
、
い
わ
ば
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
的
な
そ
れ
で
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
彼
の

歴
史
哲
学
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
観
念
的
で
あ
る
所
以
は
、
　
『
公
羊
解

詰
』
執
筆
中
の
十
七
年
間
、
　
「
輩
思
し
て
門
を
買
わ
な
か
っ
た
」
と

い
う
逸
話
に
よ
っ
て
推
察
さ
れ
る
よ
う
に
、
全
く
観
念
の
世
界
に
沈

潜
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
構
成
さ
れ
た
と
い
う
点
に
求
め
ら
れ

　
　
　
　
⑤

る
で
あ
ろ
う
。
歴
史
的
現
実
は
一
方
で
は
仲
長
男
に
於
い
て
現
実
を

反
映
し
た
終
末
論
的
歴
史
暫
学
を
生
み
出
さ
せ
た
が
、
同
時
に
他
方

何
休
に
於
い
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
的
観
念
的
な
歴
史
哲
学
を
生
み
出
さ

せ
た
の
で
あ
る
。
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①
零
ソ
、
同
書
夢
。
ぎ
…
冠
8
一
。
σ
費
機
書
二
d
峠
£
罪
ε
⇒
二
§
お
器
’
唱
」
。
。
。
。
層

　
〔
鈴
木
二
郎
氏
訳
『
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
と
ユ
ー
ト
ピ
ア
隔
（
重
出
書
…
腸
町
．
世
界
大
思
想

　
全
麓
搬
』
所
収
）
　
一
層
ハ
山
山
買
〕
　
ト
“
り
転
四
川
Q

②
『
拾
遺
記
』
（
三
十
八
種
『
漢
魏
叢
野
口
）
重
罰
に
、

　
　
何
休
木
訥
多
智
、
藁
墳
五
典
、
陰
陽
算
術
、
河
空
乱
緯
及
丁
年
古
諺
、
歴
代
図
籍
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

　
　
莫
レ
不
二
成
論
「
也
。
…
…
京
師
調
（
鋸
）
康
成
為
二
経
神
の
何
休
為
二
学
海
4
、

　
と
い
う
一
節
は
、
そ
の
学
猟
を
端
的
に
深
す
も
の
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

③
こ
の
よ
う
に
断
定
す
る
と
異
論
が
撮
る
か
も
し
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
例
え
ば

　
宣
公
十
五
年
、
「
王
覇
畝
扁
の
『
公
四
二
詰
』
に
は
、
『
中
岡
大
同
思
想
資
料
』
（
中

　
畷
科
学
院
哲
学
研
究
所
中
闘
哲
学
史
雄
編
、
　
一
五
頁
）
に
鳥
托
邦
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）

　
と
規
定
さ
れ
る
よ
う
な
理
想
出
会
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
実

　
は
こ
の
社
会
は
、
煮
子
の
井
田
法
思
想
及
び
『
礼
記
』
王
制
篇
の
思
想
と
漢
代
の

　
制
度
と
を
結
び
つ
け
構
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
全
く
新
た
に
仮
想
さ
れ
た
も

　
の
で
は
な
い
。
そ
の
限
り
に
於
い
て
宣
公
十
五
年
の
条
に
見
え
る
理
想
忍
会
も
ユ

　
…
ト
ビ
ア
と
規
定
す
る
こ
と
一
1
出
来
な
い
。
た
望
、
マ
ソ
ハ
イ
ム
も
半
解
番
で
言

　
う
よ
う
に
ユ
ー
ト
ピ
ア
か
イ
デ
オ
ロ
ギ
…
か
は
必
ず
し
も
載
然
と
戦
守
し
得
な
い

　
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
を
規
定
す
る
に
当
っ
て
は
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、

　
こ
の
場
倉
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
す
る
方
が
よ
り
真
に
近
い
で
あ
ろ
う
。

④
『
後
漢
書
騙
列
鍬
三
九
、
議
長
統
。
『
三
国
志
セ
エ
、
劉
渤
附
伝
仲
長
統
（
斐

　
注
）
参
照
。

⑤
勿
論
、
腰
紐
が
生
来
全
く
現
実
政
治
・
祉
会
と
没
交
渉
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。

　
そ
れ
は
彼
が
党
網
纂
件
に
関
係
し
た
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
党
鋼
以

　
来
、
長
期
聞
（
銭
大
断
日
約
十
年
。
恵
棟
日
十
五
年
。
）
書
斎
に
こ
も
り
冥
想
に

　
ふ
け
る
内
に
、
思
想
が
観
念
的
∵
非
理
実
的
と
な
っ
て
来
る
こ
と
は
否
め
な
い
で

　
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
立
命
館
大
学
助
乎
）
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The　Ezo，s蝦夷Rebellion　and　Dissolution　of　Ritsury6律令State

around　the　Ezo’s　Rebellion　in　the　Dewa　tt　U”M　Province　in　the

　　　　　　　　　　　2nd　year　of　Gangyo元慶

by

Sojun　Sat6

　　Why　was　the　politics　in　the　9　th　century　still　executed　through　de－

pendence　on　the　ruling　struc綴re　of　the　Ritsuryo律令system，玉os量ng

almost　all　the　foundatlon　of　the　Rksuryo　system？　The　reason　is，　as　it

has　been　pointed　out，　the　fact　that　the　inheritable　class　was　fundamei？一

tally　under　irnmature　condition　and　also　regularization　of　the　Ritsuryo

state　skotild　be　considered；this　is　the　idea　of．　our　several　monographs

already　published．　All　these　rrionograpks，　however，　were　centralized

into　the　problem　of　central　politics　and　were　to　be　idea11stic　on　the

point　of　real　centradiction　of　government．　Then　this　article　examines

concretely　the　existence　of　the　state　at　the　time，　in　its　confronting

relation　with　the　preductive　conditlons　of　the　Ezo蝦夷society　around

the　Ezo’s　Rebellion　in　Akita　iSkur　since　spring　in　the　2nd　year　of　Gangyo

元慶．This　correspondence　indludes　material　that　explains　the　direct

premise　of　“　dissolution　of　the　Ritsuryo　state　”　“　formation　of　the　Sekl〈an

ieeF，ts　government”，　and　also　it　will　otifer　a　material　for　analysis　of　the

forming　process　in　ruling　the　Rltsuryo　state．

Philosophy　of　History　in　Ch‘un－ch‘iu－kung－yang－hstteh春秋公羊學

　　　　　　Standpoint　of　Ho－hsiu’s　“　Ch‘un－ch‘iu－kung－yang－ching－ch‘uan－chieh

　　　　　　　　　　　　　　　　　　－kti”何休r春秋公扇動傳：身詰」

　　　　　by

Ichiro　lnaba

　　At　first　sight　tlte　coinmeBtary　．　（“Ch‘un－ch‘iu－kung－yang－chiBg－ch‘uan－

chieh－ku”「春秋公羊纒傳：解話」）of　Kung－yang－ch‘uan公羊傳：，　one　of　the

three　Ch‘un－ch‘in－ch‘暖aas春秋三傳，　by　Ho－hsiu何回，　scho｝ar　of　the　later

Han　後漢，　contains　a　philosophy　of　history　that　soc圭ety　and　culture

develop　from‘Shuai－luan’衰隔L（decline　and　disturbance）£hτough‘Sheng－

P‘ing’升李（restoratlon　of　peace）to‘T‘ai－P‘ing’太卒（perfect　peace），

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（478）



quite　contrary　to　the　his毛or至ca董fact　in　the　eral　of　Ch‘un－ch‘iu春秋．　Th呈s

philosophy　attracted　the　attention　oi　some　scholars　after　the　middle　of

the　Ch‘ing清dynasty；especially　K‘ang－yu－we圭康有爲，　under　the三nfiu－

ence　of　European　evolutional　thougl＃，　inteypreted　it　as　the　phi！osophy

of　the　three－grade　developraent　and　adopted　k　as　a　classical　aBd　the－

oretical　ground　for　the　Pien－fa．tzu－ch‘iang攣法自彊movement．　To　con－

s姐er　it　posit圭vely，　however，　this　philosophy　of　Ko－hsiu　何回　never

expound　this　direct　three－grade　development，　but　on1y　the　development

in　the　category　of　Yin－yang－wu－hsiB9陰陽五行説．　In　short，　this　thought

should　be　defined　as　an　ideological　and　idea！lstic　theory　of　circu！ation，

systematized　in　the　Sung－HaB　M？eq　idea　which　insists　on　absolu£eness．

of　the　Han漢dynasty．

　　It　mac　y　be　very　interesting　to　see　that　at　the　end　of　the　later　Kan

後漢there　appeared　the　view　of　the　fall　of　the　Han　dynasty　and　the

historical　theory　of　social　deterioratiolt，　reflecting　the　desolate　historica｝

reali£y　of　the　day　and　siMultaneously　the　philosophy　on　the　opposite

stand－point　also　appeared．

Urban　Popuiation　ChaRges　and　the　Economic－Base　Tlaeory

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　K6z6　Narita

　　’1’his　article　presents　tke　necessity　of　establishing　the　more’　micro－

scopic　law　which　expla圭11s　the　mechan至sm　of　urban　popu正ation　changes

in　regard　to　the　fundamental　character　of　city　as　a　2”egional　focus．

For　this　pupose　the　auther　tal〈es　up　tke　economic　base　theory　tliat

has・been　used　in　a　iot　of　ana1ysis　of　urban　population　estimate　in　the

United　states　and　he　adjusts　the　discussions　and　oplnions　of　Pfouts’，

Harris’，　Tielout’s　and　Andrews’；　then，　to　explaiB　the　changes　of　urban

population　witlt　the　N／B　ratio，　he　needs　to　study　the　following　prob－

lems：　（1）　the　stabi！ity　of　the　N／B　ratio，　（2）　the　・rea1　fiuctuation　of

ba＄ic　activity，　nonbasic　activity　and　the　N／B　rate，　（3）　the　re｝ation　of

the　scale　of　cities　with　the　N／B　ratio．　To　examine　these　problems

the　auther　caiculated　the　N／B　ratios　of　the　six　big　cities　in　Japan　in

1957，　1960，　1963　and　he　collects　the　i〈nowB　N／B　rations　of　the　various

cities　in　the　world．　These　exam2kations　resulted　in　the　prospect　that
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